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一章







「来てくれたんだね。わたし、嬉うれしい」

　二年に進級したばかりの春先。その放課後。

　才さい花か学がく園えん高等部の校舎の屋上には、正まさ宗むねと少女の二人きりだった。

　正宗を呼び出したのは、となりのクラスの佐さ藤とうゆりな。

　整った顔立ちに、大人びたまなざし。クラスの男子が「可か愛わいいよなぁ」と話しているのを聞いたことがある。正宗も、わからなくはない。

　しかし、それはさておいて。

「来るしかないよな、こんなもの寄よ越こされたら」

　正宗はポケットから折おり畳たたまれた便びん箋せんを取り出した。そこには――

『あなたにとって大事な話があります。放課後、屋上にひとりで来てください』

　そう書かれてあった。

　正宗は、ごくりと喉のどを鳴らす。

　ゆりなは、にこりと笑った。

「あのね、志し筑づきくん。……あなたのために、ね。わたし……」

　ゆりなが正宗に詰つめ寄よった。彼かの女じよの長い髪かみが、ふわりと広がる。

「な、なに？」

　正宗の声がかすれた。

　なにせ美少女と、たった二人きりなのだ。

　慣れないことに緊きん張ちようしたとしても、無理はないと思う。

「あー。えっと、話って言うのは、何？」

「だから……それはね……」

　ゆりなは、そっと正宗の頬ほほに手を伸のばした。

　正宗はびくっと身を震ふるわせる。

　そして彼女は頬を染め、上うわ目め遣づかいで、言った。




「わたしとキスして」




　ほとんどの男子が、心臓をひっくり返らせるほどの甘あまいセリフ。

　だがしかし。

「やっぱり、そういうことかっ!?」

「どうしたの？」

「だって、お前。それは俺おれに能力を貸そうって話だろ、どうせ」

　正宗は、キスした相手の能力を、一時的に借りられる力――〝怪盗の接吻リツプスフアントム〟を持つ。正宗にとってキスという行こう為いは、愛情の表現であると同時に、能力を受うけ渡わたすための儀ぎ式しきなのだ。

「まあ難しいことは、いいじゃない。キスしましょう？」

「簡単に言うなぁぁぁぁぁぁぁ！」

　正宗は、ずささささささささっと後あと退ずさった。

「ひどいなぁ。何も逃にげることないのに」

　ゆりなは苦く笑しようすると、ぱっと両手を広げた。左右の袖そで口ぐちからロープが、にゅるりとあらわれ出た。さらに右の人差し指をクルリと回転させる。

　すると――

　しゅるるるるるる。

　正宗へと伸びて、ぐるぐる巻きにした。

　おそらく物体を操あやつる能力者、一種の念動力サイコキネシスの持ち主なのだろう。才花学園内においては、珍めずらしくもない。

「これで落ち着いて話ができるわね」

「話をする態度か、これ!?」

　身をよじるが、ロープはがっちりと食い込んでほどけそうにない。

　正宗はあきらめて、深いため息をついた。

「こんなことじゃないかとも思っていたんだよな。……ただ『俺にとって大事な話』っていうから、ついなぁ……」

　正宗にとって大事な話、といえば、それはもう複数能力保持者マルチホルダーしかない。

　寧ね々ねがＳランクになるという目標を応おう援えんするためにも、正宗は自身が複数能力保持者マルチホルダーになることを目指していた。

　正宗がキスによって一度に借りられる能力の最大数は五つ。最高の五つの組み合わせを見つければ、複数能力保持者マルチホルダーになれると言うのだが――。

　その能力者候補は五桁けたに迫せまる。

　いまのところ、その五つの能力に関して、ヒントは何もない。

　だから学園の上層部は、手て当あたり次し第だいに様々な能力者たちとキスをして、データを取っていけ、と言っている。どだい無む茶ちやな話だ。

　だから今日は、もしかしたら何か聞けるのではと淡あわい期待を抱いて来たのだが――このざまだ。

「あら。わたしとキスできるのよ？　志筑くんにとっても大事な話で、損はないでしょ？」

「それ、本当に俺のためか？」

　なにせ複数能力保持者マルチホルダーの誕生に貢こう献けんしたものには、その功績に応じてポイントを――それこそ、適応すれば最高ランクのＳランクも夢ではないと言う。

　ゆりなのように、正宗にキスをしてほしいと迫る女子生徒も少なくなかった。

「あはははははは。まあ否定はしないけどさ。でも、志筑くんのためにもなるんでしょ？　だったらいいじゃない」

「それは……」

　ゆりなの言い分も一理ある。

　正宗は――とてつもなく非効率的ではあるが――複数能力保持者マルチホルダーに近づく一歩を踏ふみ出だせるのだし、ゆりなにしてみれば協力することで、ポイントを得られる。

　利益は一いつ致ちしていた。

　それに正宗だって女の子とキスできるのが嬉しくない、といえば嘘うそになる。

　――だけど、それでも俺は――。

　と。

　そこまで考えたとき、正宗は気がついた。

　いつの間にか三人ほどの女の子たちが、ゆりなの後ろに控ひかえていた。

　みんな、正宗にとっては名前も知らない女の子たちだった。同じ制服を着ているし、タイの色も同じなので同学年であることは間ま違ちがいないのだろう。なにせクラスが十五組もあるので知らなくても、仕方がない。

　彼女たちは口々に言う。

「ちょっと、ゆりな！　早くしてよ!!」

「正宗くんって意外とシャイなのかな？」

「ね？　可愛い♪」

　正宗は唖あ然ぜんとする。

「ちょっ！　ちょ、なんだよ、これ!?」

「ああ。この子達たちは、わたしと志筑くんがキスするところを見届けてもらう、証人？　みたいなものかな。あとで学園に届け出るときに、必要じゃない？」

「ええっ!?」

　さらに女の子たちは口を開く。

「それだけじゃないよ！　順番待ちしてるんだよ！」

「そうそう。待ってるんだから、ゆりな。もたもたしないでよ」

「あ、次にジャンケンで勝ったのはあたしなんだから、よろしくねー♪」

　正宗は目の前が暗くなりかけた。

「お、お前ら！　よく考えろ？　キスっていうのは、本来もっと、神聖というか大切にすべきものだろ？　こう、お互たがいを好きになって、告白して思いが通じたのちに交かわされる――みたいなさ」

　だから手てあたり次第にキスしてまわれ、という学園のやり方には正宗は納なつ得とくできない。

　仕方なくキスするにしても、最低限に抑おさえたい。

　それが女の子のためだと、正宗は考えている。

「だから俺は、そんな軽いキスなんて、したくないんだよ！」

　正宗が、怒ど鳴なったその瞬しゆん間かん。

　…………。

　空気が静まり返った。みんなしばし固まったあと、顔を見合わせた。

「ど、どうしたお前ら？」

　問いかける正宗に、ゆりなは何故なぜか頬を真っ赤に染めて、覚かく悟ごを決めた表情になった。

「なるほど、そういうこと。……わかったわ」

「よかった。わかってくれたか」

「……つまり。ディープなキスをしろってことなのね」

「へっ!?」

　正宗は『軽いキスなんて、したくないんだよ』と、たしかに言っていた。

　――しまったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！

　外野の女の子たちの顔も、みんなちょっと赤くなっていた。

「前言撤てつ回かい。そこまで求めてくるなんて、肉食系？」

「みんな見てるのに……」

「ゆりな、やっちゃうの？　やっちゃうの？」

　正宗はぶんぶんと首を横に振ふる。

「ちょっ！　ち、違ちがう！　そんな意味じゃない！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。覚悟は決まったから」

「勝手に決めるなよ、そんなもん！」

　正宗はもぞもぞと芋いも虫むしのように動きながら、ゆりなから逃げる。が、すぐに屋上の端はし、転落防止用の柵さくにまで追おい詰められてしまった。

「じゃあ、行くからね……」

　ゆりなは正宗の肩かたを掴つかんで、ゆっくりと顔を近づける。閉じられた瞼まぶたに、長い睫まつ毛げ。赤くつややかな、ぷっくりとした唇くちびるが視界に広がる。

　不覚ながら、正宗はドキッとしてしまった。

　しかし同時に。

　脳のう裏りに浮うかぶ顔があった。

　それは――御み厨くりや寧々の笑え顔がお。

「うあああ。やっぱりダメだ！」

　正宗が叫さけぶ。そして。

「志筑さん！　ここにいるんですか!?」

　バンッ！

　屋上の扉とびらが勢いよく開かれ、一人の女の子が飛び出してきた。

「志筑さん！」

　胸むな元もとまで伸びる長く艶あでやかな髪。白く透すき通とおるような素す肌はだ。スッと通った鼻筋に大きな瞳ひとみ……そして、裏表のない優やさしく柔にゆう和わな笑顔。

　まさにいまさっき正宗が思おもい浮かべた少女――御厨寧々だった。

　さらに、足音が続いた。

「どう？　正宗はいた？」

　どう見ても女子にしか見えないが、同じ男だん子し寮りように住む柊ひいらぎ優ゆう。

「あ、いたいた！　なんか修しゆ羅ら場ばってるよ」

　寧々の親友の城しろ田た陽ひ菜な。

「…………」

　そして最後にやってきたのは、テディベアを抱いた女の子、仁に科しな七なな海み。

「よかった……。みんな、探しに来てくれたのか」

「志筑さん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　寧々は正宗のもとへ、一目散に駆かけ寄る。縛しばられながらも、正宗はそんな寧々を受け止めようとする。

　が、しかし。

「きゃあ！」

　すんでのところで寧々は、床ゆかに落ちていたロープに足を取られてバランスを崩くずし、そのまま――正宗に体当たりをお見み舞まいした。

　通常ならまだしも、正宗はくるぶしまでロープで縛られた状態。

　避よけられるはずもなく、もろに受けてしまった。

　ごちっ。

　押おし倒たおされた格好の正宗は、後頭部を強打した。

「ぐっ。ぐぅおおおおおおお……」

「し、志筑さん!?　志筑さん、しっかりしてくださぁい！」

　泣き顔の寧々を前に、正宗はそのまま、がくっと意識を失った。




　　　※　※




　気がつくと寧々は、正宗の両手をぎゅっと握にぎっていた。その力――〝聖女の加護アヴエ・マリア〟を使って、気絶した正宗を回復させていたのだろう。念のため後頭部を撫なでてみるが、たんこぶどころか痛みもまったく残っていなかった。

「御厨さん。もう治ったから、大丈夫だよ」

「本当ですか？」

　寧々は、心配そうに顔をのぞきこんできた。

　――可愛い。

　正宗は直視できずに、思わず顔をそらしてしまう。

　それがまた寧々に誤解させたらしい。

「やっぱり。まだどこか悪いんですね？」

「ねねりん、もう大丈夫だよ。志筑が悪いのは、頭だけだから」

　陽菜が横から茶々を入れてきた。

「なんだと、てめえ」

　正宗は、ぎろりとにらみつける。しかし陽菜は柳やなぎに風と受け流した。

「それに元はといえば、志筑の自じ業ごう自じ得とくなんだから」

「待て待て。俺が何かしたか？」

「手紙なんかで呼び出されて、ホイホイ出向くから、こんなことになったんでしょ？　違う？」

「うっ。それは……」

「身から出たアカってヤツよね」

「それ、なんか違う気がするぞ？」

「身から出るのはアカじゃなくて錆さびだよ。陽菜ちゃん」

　横で聞いていた優が口を挟はさんだ。

「あ、あれ？　そうだっけ？」

　首を傾かしげる陽菜に苦笑したあと、優は真しん剣けんな顔に戻もどって正宗に向き直った。

「でも、ほんと気をつけた方がいいよ。今回はゆりなちゃんたちのイタズラだったから、良かったけど」

「良くないけどな」

「正宗のことをよく思わないヤツもいるみたいだから」

「なんだ、それ？」

　正宗が女子から迫られれば、それに嫉しつ妬とする男子があらわれて敵視される。というのも、もちろんある。

　だが、それだけではない。

「精鋭研究会メンサだよ」

　才花学園には、お互いを高めることを目的とした研究会がいくつか存在する。いわば互ご助じよ会かいであり、その大多数がゆるいサークルやクラブと変わらないのだが、ただひとつ異い彩さいを放つ研究会がある。

　それが『精鋭研究会メンサ』だ。

　入会するための条件はＢランク以上――もしくはその経験者であること。

　ランクがモノを言うこの学園にあっては、ヒエラルキーの頂点に位置している集団であり、その影えい響きよう力りよくは学園を管理運営している上層部に勝まさるとも劣おとらないと言われている。

　と、正宗は、いま聞いた。

「そんなヤツらがいるのか。……え？　で、なんで俺がそいつらから目の敵にされなきゃならないんだ？」

「正宗が複数能力保持者マルチホルダーになったら、一足飛びに自分より上位に立つことになりかねないだろ？　そんなの面おも白しろくないよね、そいつらは」

「む、むう。そうか……」

　正宗にとってみれば自分が複数能力保持者マルチホルダーになることで、寧々がＳランクになれたら、それで満足。権力争いになど興味はまるでないのだが、そんなことは向こうにはわからないのだろう。

「過激な人たちもいるから、もしかしたら闇やみ討うちされちゃうかもね」

「も、もう。陽菜ちゃん！　おどかさないでください」

　寧々は本気で怒おこっていた。ちょっと涙なみだ目になっている。

　たしかに心配するのもわかる。この学園には、炎ほのおや氷だけではなく、雷かみなりやレーザーまで扱あつかえる奴やつらがウヨウヨいるのだ。

「もし本当に、能力で闇討ちされたら困るな」

　つぶやきを耳にした寧々が、思い詰めた顔をした。

「わ、わかりました。志筑さんには、わたしがずっとつくようにします」

「ありがとう。でも、そんなわけにはいかないだろ」

　寧々の優しさは嬉しい。

　しかし、彼女を危ない目に巻き込みたくはない。

「これは俺のためにも、マジで早く、複数能力保持者マルチホルダーにならないといけないなぁ」

　男からも女からも、ある意味狙ねらわれているとなると身が持たない。

　正宗は一同を見み渡わたして尋たずねた。

「なあ。効率的に複数能力保持者マルチホルダーになれそうな『能力』を見つける方法ってないかな？」

　優が腕うでを組んで、うなる。

「うーん。そんなものがあるなら、とっくに学園側が教えてくれてると思うけど」

　さらに寧々も口を開いた。

「複数能力保持者マルチホルダーの研究自体、進んでいないんじゃないでしょうか？　話を聞いたことがありません」

「そうなのか……」

　なるほど。だから、こんな力ちから業わざともいえる手段が取られているのかもしれない。ならば理解はできる。

　……だが、しかし。

「まあ、とにかく動くか」

　正宗は、立ち上がって歩きだした。

「え、どこ行くのよ？」

「職員室。綾あや乃の先生に聞いてみる」

「ええ？　無む駄だだと思うけどな」

　優は釈しやく然ぜんとしない様子。

「俺もそう思うけどさ。ダメで、もともと。何かしら聞けるかもしれないだろ？」




　　　※　※




「マ、複数能力保持者マルチホルダーの研究者？」

　職員室で鷺さぎの宮みや綾乃は声を裏返らせた。あわててチェック中だったテストの答案用紙に目を落とすものの、丸を二重三重四重にも書いてしまっている。

「さあね？　残念ながら、そんな人は知らないわよ」

「本当ですか？」

「あ、あたりまえじゃない」

　綾乃はしどろもどろで答える。

　一いつ緒しよについてきていた寧々や陽菜たちと、正宗は顔を見合わせた。

　あまりカンの鋭するどくない正宗にだって、さすがにわかる。

　先生は何かを隠かくしている。

「どうして教えてくれないんですか？　何か困ることでもあるんですか？」

「だから知らないって言ってるじゃない。まったく、しつこいわね。ほら、話は終わり。帰った帰った」

「ちょっと、先生！」

　強ごう引いんに正宗たちを追いやろうとする綾乃に怒いかりを覚えながら正宗は、同時に不安も感じていた。

　綾乃はなぜ、ここまで隠そうとするのか？

　複数能力保持者マルチホルダーになりなさいと、持ちかけてきたのは学園側なのだから、積極的に協力してくれても良さそうなはず。もしかしたら、何か言えないような事情でもあるのではないか。それが何かは、わからないけれど。

　そう思ったとき、背後から声が飛んできた。

「綾あやちゃん、たぶん、ここらが潮時でしょ。いつまでも隠し通せるもんでもないよ」

　いかにも軽けい薄はくそうな男の声だった。

　一いつ斉せいに振り返かえった。

　そこにいたのは、二十代後半と思おぼしき男だった。

　長身でそれなりに整った顔だち。だが、よれたスーツにノーネクタイが、いかにもだらしなかった。身なりを整えて、マジメな顔をして、さらに黙だまっていればカッコよく見えなくもない。そんな感じだ。

「梶かじ岡おか！　あんた、いつの間に!?」

「綾ちゃん。久しぶり♪」

　梶岡と呼ばれた男は、すたすたと綾乃の前までやって来ると、いきなりその手を取った。

「ちょ、この手は何!?　こら、はなせ」

「まあまあ。いいじゃん、いいじゃん。最近、男と遊んでないでしょ。ホルモンが出てないから、肌はだに潤うるおいが足りてないじゃないか」

「うるさい！　大きなお世話よ！」

「なんだったら、今夜、僕ぼくと一緒にベッドの上で遊ぶ？」

「うるさいと言ってるでしょ！」

　バチッ。

　綾乃の手から、火花が迸ほとばしった。能力を使い、電でん撃げきを放ったのだ。

「おおっと。怖こわい怖い」

　一いつ瞬しゆん早く手を引っ込めた梶岡は、にやにや笑いながら、唖然と見つめている正宗たちを振り向むいた。

「あれ？　よく見たら、この子。可愛いじゃん」

　梶岡の目線の先には、寧々がいた。

　寧々は訳もわからず、ぱちぱちと目を瞬まばたかせた。

「わ、わたしですか？」

「そうそう。ねえ、どう？　今度一緒に食事でもしない？　ああ、そうだ。連れん絡らく先さきを教えてよ。見たところ才女っぽいから、寮りようはＡクラス用かな？」

「え、違います」

　戸と惑まどいながらも、きちんと寧々は応対する。

　いい加減、正宗が割って入ろうとしたその矢先。

　綾乃が梶岡の手を掴んだ。

「梶岡？　死にたいの？」

　綾乃の髪の毛けが静電気で逆立っていた。かたわらにいた正宗たちまでが、思わず戦せん慄りつしてしまう。

「まさか、冗じよう談だんだよ。冗談」

　引きつった笑いを浮かべた梶岡をぎろりと見み据すえてため息をつくと、綾乃は手を離した。

「まったくもう。生徒にまで声をかけるんじゃないわよ」

「あはははは。それはさておいて、だ。志筑正宗くん」

　へらへらと笑っていた梶岡が、今度はいきなり正宗に向き直った。

「え、あ、はい。……あれ、なんで名前を？」

　梶岡は質問には答えなかった。かわりに、くすりと笑って告げた。

「君が複数能力保持者マルチホルダー候補なんだ。……だったら君に、研究がどうなったのか、教えてあげよう」

　いきなり話が元に戻った。一同に緊張が走る。

「ちょっと、梶岡！　何を勝手に――」

「任せてよ。責任は僕が取るから」

　そして梶岡は、今度は正宗のかたわらにいた陽菜に目を移す。

「あと、城田陽菜ちゃんにも、ついてきてほしいんだ」

「え。私も……？」

　それはもちろん陽菜は、正宗の友だち――悪友？　腐くされ縁えんではある。が、複数能力保持者マルチホルダーの話には直接関係ない。

　そう正宗は思っていた。陽菜もそれは同じだろう。

「な、なんで？」

　当然の疑問に、梶岡は今度は回答した。

「じつはね、複数能力保持者マルチホルダーに関する研究はすべて、陽菜ちゃんのお姉さん――城田澪みおさんが取り仕切っていたんだよ」

　そのときだけ梶岡の顔から、貼はりついていたような笑えみが消えていた。




　　　※　※




　梶岡の運転する車は、学園内の市街地へ向けて走っていた。

　車内には正宗と寧々、陽菜と七海、そして運転手の梶岡というメンツだった。これから澪に会いに行こうと言うのだ。

　優は「夕食の仕し度たくがあるから留守番しとくよ」と言って寮へ戻っていった。もはや主婦だな――と正宗は思ったが、そうなると同室の自分が夫役になりそうで、それ以上考えるのをやめた。

　ハンドルをにぎる梶岡が口を開く。

「僕も複数能力保持者マルチホルダーについて研究していた施し設せつにいたんだよね」

「いた……？　いたって、いまは何をしているんですか？」

「僕はね、いま、スパイをしているんだ」

「……冗談はいいんで。本当はなんなんです？」

「まあそんなことは、どうでもいいじゃない。僕は役職的には澪さんの部下だったんだ。あ、いま僕のこと情けないとか思った？　思っただろ。心外だなぁ。僕はこれでも大学は首席卒業のエリートなんだぜ。いや、マジでマジで」

「はあ、そうなんですか」

　女の子を助手席に座すわらせるのは危険と判断した正宗がそこに座ったわけだが、おかげで梶岡の話し相手をしなければならなかった。これはなかなか大変だ。

「あ、ちなみに、綾ちゃんとはその学生時代からの古い馴な染じみなんだよね。あ、そうそう。生徒である君たちに聞きたいんだけど、綾ちゃんはどうなの？　悪い虫とか、ついてないよね？」

「ああ、まあ、それはよくわからないけど、そんなことより……」

　正宗は梶岡の長ちよう広こう舌ぜつを断たち切きって、話題を切り換かえた。

「城田って、お姉さんがいたんだな」

「あ、それ、わたしも知りませんでした。七海ちゃんは？」

　寧々が七海に矛ほこ先さきを向ける。と、かわりに胸に抱いたテディベアが、

『陽菜とは長いつきあいになるが、オレも知らなかったな』

　七海の能力――〝中の人なんていないパペツトマスター〟で操っているのだ。直接人と口をきかないほど人見知りな七海が、みんなと一緒とはいえ初対面の梶岡の車に乗っている。

　それは、やはり陽菜のことが気になっているのだろう。

「みんなも知らなかったのか」

　――意外だな。

　陽菜は快活で明るい性格で、裏表も秘密も少ないタイプだと正宗は思っていた。

　みんなの視線を受けて、陽菜はゆっくり話し始めた。

「……正直、お姉ちゃんとは仲が良くなかったんだ」

「そうなんですか？」

「うん。お姉ちゃんは能力のランクも高くって――卒業する前にはＡランクになったはず」

「それはすごいですね」

「うん。でも、それだけじゃなくって。むしろお姉ちゃんが凄すごかったのは、頭の方」

「頭？」

　思わず首を傾げた正宗に、隣となりの梶岡が口を挟んだ。

「僕が聞いた話だと、彼女のＩＱは二百を超こえているそうだよ」

「!?」

　愕がく然ぜんとする正宗に、陽菜はうなずいてみせた。

「……いわゆる天才なんだよね。だから学校や周りのみんなからも、期待されてたの」

「ほ、ほおおお。それはそれは……」

　――城田とは、えらい違いだな。

　喉のど元もとまで出かけた軽口を、正宗はすんでのところで飲み込んだ。

　それを察したのか、陽菜は自じ嘲ちよう気味に小さく笑ってみせた。

「私は、お姉ちゃんといろいろと比べられてきたんだ。それが原因で、いつの間にか、ほとんど話さなくなっちゃって。……お姉ちゃんが高等部を卒業してからは、一度も会ってないんだ」

「マジかよ」

　家族が外の世界に住んでいる正宗からすれば、少しもったいない気がした。

「その頭脳を生かして研究職についたとは聞いていたけど……。そっか。複数能力保持者マルチホルダーの研究だったんだ」

　陽菜のそのセリフは、なかば独り言だった。

　車内に重い空気が流れた。

　正宗は我が慢まんしきれずに、口を開いた。

「あー、まあ……そのお姉さんがいる研究所には、あと、どれぐらいで着くんだ？」

　矛先を向けられた梶岡が、小首を傾げた。

「え？　いや。研究所には向かってないよ？」

「え？　だって……」

「ああ、うん。澪さんはいま違う場所にいるんだ」

「どこだよ、それ」

「ちょうど、ついたよ」

　梶岡がウィンカーを出す。車は左折して、駐ちゆう車しや場じようらしきところに入っていく。

　そこは八階建ての大きな建物――総合病院だった。

「ここにいる……って、まさかお姉ちゃんは病気に？」

　陽菜は混乱しているようだった。

　それは正宗たちも一緒だ。

「いや、大丈夫。澪さんは元気だよ。むしろ……元気すぎるぐらいじゃないかな？」

「ん？　それじゃあ、どうして病院にいるんだよ？」

「まあ百聞は一見にしかず。行こうか、七〇五号室が澪さんの病室だ」

　そういって梶岡は車のエンジンを止めた。




　　　※　※




　陽菜の姉――澪が入院しているのは、総合病院の七階。一番奥おくの個室だった。

「澪ちゃん、入るよ？」

　梶岡が病室のドアをノックするが、返事はない。

　しかし梶岡は、そのままドアを静かにスライドさせた。

「なんだ、この部屋……？」

　正宗は思わず、つぶやいていた。

　真っ先に目に付くのが、数多く置かれたぬいぐるみ。そして病室にしては珍しい毛足の長い絨じゆう毯たん。その上にはトランプやボードゲームといったオモチャが雑然と散らばっていた。

『なんか、子どもの部屋みたいだな』

　テディベアが端たん的てきに感想をもらした。正宗も同じように思った。

　そんな病室にばかり目を取られていた正宗たちだったが――

　たたたたっ。

　中ちゆう途と半はん端ぱに引かれたカーテンの死角から、女性があらわれた。

　彼かの女じよが澪に違いない。

　陽菜とは違ったオトナっぽい面おも立だちの女性だった。二十歳はたちぐらいだろう。どちらかといえば、可か愛わいいというよりも美人なタイプだ。薄うす紅べに色の病院服の上からでも、すらりとしたスタイルの良さがわかる。

　その彼女は、梶岡を見つけるなり、はじけるような笑顔をみせた。

「あ！　おじちゃんだぁ！」

　叫ぶと澪は、梶岡目め掛がけて走り寄って、そのまま、

「えーいっ！」




　見事なまでのドロップキックを繰くり出した。




「うおおおおおおっ!?」

　梶岡はモロに受けて、ひっくり返った。

　正宗たちの目が点になる。

「きゃははははははははははは。おじちゃん、驚おどろいた？　驚いた？」

　楽しそうに笑う澪に、梶岡はため息を大きくつく。

「あのなあ、澪ちゃん。いつも言ってるだろうが。僕はお兄ちゃん！　おじちゃんなんて、歳としじゃないの！」

「え、ツッコむとこ、そこ!?」

　思わず正宗がツッコむ。

「あ、違うか。あっと、それじゃあ、挨あい拶さつがわりのドロップキックも禁止だ。危ないだろう？　あんまり暴れると、お医者さんから怒られちゃうぞ！」

「大丈夫だよー。ぜんぜん平気だもん！　おじちゃんだって、本当は痛くなかったでしょ？」

　そう言って澪は、身体を起こした梶岡に、ぎゅっと抱きついた。

　その瞬間、梶岡の顔がでれっと緩ゆるんだことを、その場の誰だれもが見み逃のがさなかった。

「いや！　違うんだ！　これには、深いわけがあるんだ！」

「どういうわけだよ。あろうことか病院で、陽菜のお姉さんといちゃいちゃするって、どんな変態だよ」

　最初からさして高くもなかった梶岡の信用が、これで完全に失しつ墜ついした。寧々は顔を赤くして澪たちを直視できず、七海は小さく鼻を鳴らし、陽菜は人に向けてはいけない類たぐいの目で、梶岡を見下ろしていた。

「だから違うんだって。澪さんは、このせいで入院しているんだ」

　そこで澪は、不思議そうに正宗たちを指さした。

「ねぇ、おじちゃん。このお姉ちゃんたち、だぁれ？」

「……え？」

　陽菜が声を漏もらす。

　澪は陽菜を指さし、首を傾げている。

「や、やだなぁ。なに言ってるのお姉ちゃん。私だよ、陽菜だよ」

「陽菜？　お姉ちゃんも陽菜っていうの？」

「え？」

「私の妹――もうすぐ四歳になる妹もね、陽菜って言うんだよ？」

　正宗だけじゃない。

　みんな混乱した。

　それは恐きよう怖ふを呼び、興奮を引き起こし、ときには声こわ高だかにさせる。

「お、お姉ちゃん！　ふざけるのは止めてよ」

「……？　な、なんで怒るの？　澪、なにか悪いことした？」

　澪の瞳に、たちまち涙がたまり始める。

　それを見た梶岡が慌あわてて澪の頭を撫でてあやす。

「ああ。澪ちゃんは悪くないよ。よしよし……。あのお姉ちゃんは、何か勘かん違ちがいしているんだ。だから許してあげてね」

　梶岡は陽菜に対して、ウインクをしてみせる。どうやら謝あやまれと言うことらしい。戸惑いつつも、陽菜は頭をさげる。

「ご、ごめんなさい」

「……う、うん。いいよ」

　ごしごしと涙を手の甲こうでぬぐう。その仕草は、どこからどう見ても本物の子どもにしか見えなかった。




　　　※　※




　澪の病室の一画。

　スツールに腰こし掛かけて、梶岡は正宗たちに語りはじめた。

「この才花学園は複数能力保持者マルチホルダーの誕生――正確には、復活を目的に作られたといっても過言じゃない。長年、足あし踏ぶみしていたその研究だが、ひとりの救世主があらわれた」

「それが私のお姉ちゃん？」

　陽菜のつぶやきに、梶岡は深くうなずいた。

「澪さんは、独自のアプローチで複数能力保持者マルチホルダーの謎なぞに迫せまって、あと一歩のところまで来ていたらしいんだ」

「らしいって……同じ研究所にいたんでしょ？」

　陽菜は眉まゆ根ねを寄せる。

　梶岡は自嘲気味に、小さく笑った。

「彼女は秘密主義っていうか、完かん璧ぺき主義でね。自分の理論に確証が持てないかぎり、人に研究データを触さわらせたり、話したりしなかったんだ。常に自分ひとりで動いてしまう――そういう人だった」

「……まあ、それは……わかります」

「だろ？　だが、まあ、それがあだになったんだけどな」

「……？」

　梶岡は小さくため息をつくと、ちらりと澪を見やった。

　澪は、七海と――正確には、動くテディベアと戯たわむれていた。人見知りな七海は澪を遠巻きにして、相棒を見守るしかないらしい。

　無む邪じや気きな澪の笑顔を目にしても、梶岡はにこりともしなかった。

「彼女が襲おそわれたときも、やはりひとりだったんだ」

「お、襲われた!?」

　陽菜だけではない。話を聞いていた正宗と寧々にも衝しよう撃げきが走った。

「この学園の存在意義に反することではあるんだが、複数能力保持者マルチホルダーの誕生を望んでいない人たちもいるんだ」

「あ。精鋭研究会メンサか!?」

　正宗が口を挟む。

「まあ、それも、そのひとつだな」

　複数能力保持者マルチホルダーの誕生を望まない人もいる、ということについては正宗も知っていた。

　しかし理解はしていなかった。

　その反対勢力は自分が考えていたよりも、かなり過激な行動をとるらしい。

「反対勢力に襲しゆう撃げきされた。設備は全ぜん壊かい、研究成果やデータはすべて消しよう滅めつして、書類も失われた。そして――襲われた彼女の、ここ十四年もの記き憶おくもすべてなくなった」

　正宗たちは、言葉もなかった。

　梶岡は小さくため息をついた。

「だからいまの澪さんは記憶を失ったうえ、自分を小学校一年生の子どもだと錯さつ覚かくしているんだ」

「そんなことが……」

「信じられないのもわかるけど、本当なんだ。何者かに記憶を封ふうじられたんだろうね」

　そんな能力者も才花学園内には存在しているらしい。それが誰だったのか、いま学園の治安を守る風紀委員は全力で捜しているとのことだった。

「まあそんなわけで。研究について知らせるとはいったけど、こんな感じなんだ。彼女の記憶が戻らないかぎり、何一つわからない」

　つまりは正宗は、ふりだしに戻ったわけだ。

　だが、そんなことは大したことではないと思えた。

「クソッ！　誰だよ、そんなことをしたのは。絶対に許せねぇ！」

　見えない敵に、正宗はこぶしを固める。

　そして、そのとなりで。

　陽菜はうつむいていた。

「どうして……？」

　その声は小さく震ふるえていた。

「どうして、お姉ちゃんがこんなことになっているのに、誰も私に教えてくれなかったんですか!?」

　陽菜の足下に、頬ほほを伝って雫しずくが落ちる。

　梶岡は答えた。

「澪さんに、頼たのまれていたんだ。もし自分に何かあったとしても、陽菜ちゃんには何も知らせないで欲ほしいって。書き置きが残されていたよ」

「お姉ちゃんの……？」

「ああ。どうやら澪さんは自分が危険な目にあうかもしれないと予想していたみたいだね」

　そこで梶岡は、陽菜に深々と頭をさげた。

「ごめん。僕が澪さんについていれば……いや。せめて彼女の相談に乗れてさえいれば、こんなことにはならなかったかもしれない」

「やめてください。梶岡さんのせいなんかじゃありませんから」

　そう言いながらも、陽菜は涙を止められなかった。

　そしてそのときちょうど、澪がこちらを振ふり返った。

　泣いている陽菜を見つけて駆かけ寄よると、心配そうにのぞきこんできた。

「お姉ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　おじちゃんにいじめられたの？」

　澪は袖そで口ぐちで、陽菜の頬をぬぐった。

「ち、違ちがうの。なんでもないの」

「本当？」

「本当、本当。……ありがとうね、おね――澪ちゃん」

　陽菜は澪の頭を撫でて笑ってみせた。澪も応えるように笑い返す。

　そのまま、しばらくして。

　陽菜は梶岡を見やって、言った。

「梶岡さん、ひとつお願いしたいんですけど」

「なんだい？」

「お姉ちゃんを私が引き取ることは、できますか？」

　唐とう突とつな申し出に梶岡だけではなく、正宗や寧々も思わず息を呑のんだ。
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二章







「サンドイッチおいしいね、お兄ちゃん！」

「優ゆうの料理はなんでも美味うまいからな。あ、こっちの唐から揚あげも食ってみろ。サクサクでジューシーで、もうすごいから」

　澪みおは「うんっ」と大きくうなずくと、一口かじって満面の笑みを浮うかべた。さらにそこで、七なな海みのテディベアと目があった。

「クマさん、このカラアゲも美味おいしいよ？」

『おいばかやめろ、オレは人間の食い物なんざ食わねぇ――って、唐揚げ押おしつけんな、油でベタつくだろ!?　ちょっおまっ、目に押しつけんぎゃあああああああ!!』

　七海は目を瞠みはってしばし凍こおりついたあと、無言のままでうつむいた。その肩かたに、優が優やさしく手をおいて慰なぐさめていた。

　陽ひ菜なが澪を引きとってから数日たった日曜日。

　やはり澪の世話を焼くのは大変ということで、正まさ宗むねたちは陽菜の息いき抜ぬきもかねて、近くの公園に遊びに来ていた。いまは優が腕によりをかけて作った弁当を、正宗、澪、七海、優の四人で囲んでいた。

　少し離はなれたベンチでは、弁当を取り分けた紙皿を片手に、寧ね々ねと陽菜が座っていた。

　遠目にみても、陽菜の顔には疲ひ労ろうの色が見える。

　寧々が陽菜の話を聞いてあげたいと言ったので、そこは邪じや魔ませずにいるべきだろう、と正宗は気を遣った。

　いま自分にできることをやる。

　となれば、正宗の役目は澪の面めん倒どうを全力で見ることだろう。

　今日の澪は、髪かみのサイドをリボンでくくり、黒いチュニックワンピース姿だった。スラリとしてスタイルもいいので、黙って立っていれば、ファッション誌にでも載のっていそうな華はなやかさがあった。

　とはいえ、いまはテディベア相手に唐揚あげを押しつけているのだが。

　そのギャップに正宗は苦く笑しようしてしまう。

「澪、唐揚げばっかり押しつけるなんて、良くないぞ」

「うん？」

『おお、正宗。さすが、わかっているじゃねえか』

　安あん堵どの表情を浮かべるテディベアに対し、正宗は心の中で手を合わせた。

　――すまん。いまは澪に楽しんでもらうことを最優先したいんだ。

「なあ、澪。唐揚げばっかりだと栄養が偏かたよるだろ？　ほら、このケチャップ付きのフライドポテトも食べさせてやれ。ジャガイモは栄養あるしな」

「わあ、お兄ちゃん、気が利きくねぇ」

『こらぁ、正宗えええええ!!　やめろ澪、ケチャップは洒落しやれになんねぇ!!　テディベアからグルーミーになっちまうだろうがああああ！』

「ううっ。ううう……」

　いっそう泣なき崩くずれる七海の頭を、優は撫なでていた。

「ああ、ああ、もう……しかたないなぁ。七海ちゃん、泣かないで。テディベアは、あとで正宗が責任を持って、洗ってくれるってさ」

「お、おい!?　そんなことはひと言も」

　じろり、と七海に見つめられてしまった。

　無言ながら、その目が怖い。

「……ああ、わかったよ。やるよ、やる」

　因果応報、自じ業ごう自じ得とくというヤツらしい。

　なんてことを思っていると、

「お兄ちゃんも、あんまり食べてないよね。澪が食べさせてあげる。はい、あーん」

「お、おう。あーん」

　澪はフォークに刺ささったミートボールを、差し出してきた。

　女の子から『あーん』をしてもらうなんて、正宗にとっては初めてのことだ。

　澪にしてみれば、六歳の子ども特有の無邪気さで、それこそぬいぐるみを相手にしているのと同じ感覚に違いない。

　しかし、精神は子どもでも、身体はオトナ。

　澪が『あーん』と前まえ屈かがみになった拍ひよう子しに、ワンピースの胸むな元もとが緩んだ。豊かな胸の谷間が見えてしまった。さらに。

　――ブラ着けてないのかよっ!?

　反射的に顔を背そむけたのは、正宗の良心のたまものだろう。だが、そのおかげで澪の差し出したミートボールは頬にくっつき、さらに。

　ぐさっ。

「ぬおぉぉぉうっ！」

「ああ、ごめんね。大丈夫？」

「大丈夫、平気！　だから、ああ、もう袖そででぬぐわなくていいって！」

　ごしごしと頬をぬぐおうとしてくる澪を正宗は必死に押しとどめる。相手がノーブラなのだと思うと、正宗は気が気じゃない。

　さらにそこに。

「正宗のヘンタイ」

　優に言葉のナイフを投げつけられた。ぐっさりと胸に刺さる。

「な、な、な、何を――」

　角度的に優に見えたはずがない。

「胸が見えたんでしょ？　正宗の顔をみていれば、それぐらいわかるよ」

「マ、マジか!?」

　正宗は自らの顔を撫でる。

「あーやっぱりか」

「はっ!?　カマをかけたのか。お前！」

「うーん。これは澪ちゃんの貞てい操そうのためにも、早く記憶を取とり戻もどさないといけないよね」

「……てめえ」

「そんな怖い顔しないでよ。ほら、澪ちゃんが怖がってるよ」

　優にうながされて見てみれば、澪はまだ失敗して怒らせてしまったと気落ちしているらしい。しょんぼりした様子で、うつむいていた。

　正宗は小さく笑った。

　大人びているとはいえ、やっぱり姉妹。その元気のない顔は、陽菜によく似ているような気がした。

　正宗は澪の頭を撫でてやった。

「俺おれはもう大丈夫。痛くないし、怒おこってもいないから。そんなことより、クマさんが寂さびしそうにしているぞ。遊んであげな？」

『なっ!?　正宗、こらてめぇ。何を勝手なことを――むぐぅ』

　わめくテディベアの口を正宗はとっさにふさぐ。

　一瞬、きょとんとした澪だが、すぐに明るい顔に戻ってテディベアに飛とび掛かかった。と、いうより襲いかかった。

「ねえ、クマさん、クマさん。あっちの砂場で遊ぼうよ、ね？」

『……わ、わかったよ。……正宗、てめぇ、あとで覚えていろよ！』

　テディベアは捨てぜりふを残し、七海も涙なみだ目で正宗をにらみつけながらも、澪たちのあとを追っていった。なんだかんだ言って、優しいところがあるよな、と正宗は思う。

　その後ろ姿を一いつ緒しよに笑え顔がおで眺ながめていた優だが、ふいに真顔になった。

「でも本当に、早く記憶を取り戻してやらないとね」

「ああ、そうだな」

　もちろん彼女の記憶は複数能力保持者マルチホルダーへの重要な手て掛がかりだから、というのもある。

　だがそれよりも、やはり彼女自身のため。

　そしてあちらで寧々と話し込んでいる陽菜のためにも、記憶を戻してやりたいと思う。

「寧々ちゃんと話して、陽菜ちゃんもちょっとは元気になったかな。笑ってるね」

　正宗の視線を優は、たどったらしい。

「……うん。とはいえ、やっぱり無理はしているみたいだけどな」

　陽菜の笑顔がどことなくぎこちないように感じられた。いや。普ふ段だんが、元気すぎるぐらいに元気で明るいだけに、そう見えるだけかもしれないが。

　そこで正宗は、優が自分をニコニコしながら見ていることに気がついた。

「なんだよ、優」

「ううん。ただ、やっぱり正宗は正宗だなって思っただけ」

「なんだ、それ？」

「いや。わからないならいいよ。……まあ、ともかく。澪ちゃんの記憶を戻す方法、僕もできるだけ調べてみるよ」

「本当か？　じゃあよろしく。頼たよりにしてるぜ」

　資料を当たるといった類たぐいの頭脳労働は、残念ながら正宗にはあまり向いていない。加えて、学園内の勝手をあまり知らないというのも大きい。

　本当に自分ができることなんて少ない。

「……あれ？　澪は？」

　さっきまで砂場にいたはずの澪がいなくなっていた。どこにいったのかと、正宗が視線を巡めぐらせようとしていると。

「お兄ちゃんも、あそぼーっ！」

「うわっ!?」

　死角にぐるりとまわりこんだ澪に抱だきつかれて、正宗は驚いた。そして。

　ふにゅん。

　まるでマシュマロのような柔やわらかい膨ふくらみの感かん触しよくを背中に覚えた。しかも、相手はいまはノーブラだ。

　――なんだ、この柔らかくて、それでいて張りのある感触は。し、し、しかも心なしか、それぞれの先せん端たんに小さな突とつ起きを感じるような、感じないような……いやいや、待て待て。いくらなんでも、そんなすぐに、そんな繊せん細さいな感触を背中で感じられるわけがないだろう。もっと集中しないと……。って、バカか、俺は。違うだろ！

「ちょっ、澪、はしたないから離れろ！」

「やーだもーん。遊んでくれるなら、はなしてあげるよー」

　うすうす察してはいたが、澪はずいぶんといたずらっ子のようだ。正宗は澪を振りほどきながらも、心を決める。生半可な覚かく悟ごでは澪の相手は務まらないのだろう。

　その証しよう拠こにテディベアは砂場に逆さまにつっこまれて足だけのぞいていたし、七海は隅すみで小さく丸くなっていた。

　――すまん。七海には荷が重すぎたよな。

　心の内で謝罪すると正宗は立ち上がった。

「よっし、それじゃあ遊ぶか、澪！」

「うん！」

　澪は、元気よくうなずいてみせた。




　　　※　※




「あたしが白しら雪ゆき姫ひめで、お兄ちゃんが王子様ね！」

　澪がはじめたのは、白雪姫の寸劇だった。病院にいた頃ころに絵本で読んだらしい。

　しかも、澪の中ではすでに、キャスティングが決まっているようだ。

「正宗が王子様ねえ。ふーん」

「ガラじゃねえのは、わかってるよ」

　にやにやしている優に文句を言うが、配役は覆くつがえらなかった。なかば強ごう引いんに加えられた寧々と陽菜は七人の小人役、優は悪い女王となっての白雪姫の寸劇ははじまった。

　楽しそうにきゃっきゃっ騒さわぎながらの劇は順調に進んでいった。

　重要な配役である王子様正宗だが、最後まで出番はないわけで、みんなの奮ふん闘とうぶりを笑いながら見させてもらった。

　そして、いよいよクライマックス。

「毒リンゴを食べて眠ねむってしまった白雪姫――そこに王子様が通りがかりました」

　白雪姫役として、公園のベンチに横たわっている澪自身が、ナレーションを入れていた。なかなかにシュールな光景だが、本人は大おお真面目まじめだった。

　澪や寧々たちの視線を受けて、正宗はしどろもどろになる。

「あー。えっと……『おお。なんと美しいお姫ひめ様さまでしょう。魔ま女じよの毒リンゴで眠ってしまうとは、なんとかわいそうに！』……と、こんな感じだっけ」

　寧々や優が、こくりとうなずく。

「で、このあと、どうするんだっけ？」

「そんなの決まってるだろ？　王子様のキスだよ、キス」

「え、ええ。キス？」

　目を白黒させる正宗に、優はため息をつく。

「本当にキスするわけないだろ？　フリだよ、フリ」

「そうですよ。お芝しば居いなんですから」

　寧々も「あたりまえじゃないですか」という顔で、うなずく。

「あははは。そうだよな。うん、うん」

　正宗は気を取り直して、澪へと向き直った。

　横たわる澪は、劇とはいえ緊きん張ちようしているのか、はたまた興奮しているのか、ほんのり頬を赤く染めていた。つややかな唇くちびるが目に留まる。

　――まあ。芝居だからな。キスのフリ、フリ。

　自分に言い聞かせているところで、突とつ然ぜん。

　正宗の身体が勝手に動いた。

　澪の肩に両手をおいて、つかまえている。

　――あ。あれ？

　さらに正宗は身体をかがめる。澪の美しい顔が眼前に迫っていく。自身の唇と、澪との唇との距きよ離りが次し第だいに縮まる。三十センチ、二十センチ、十センチ――。

　息がかかるほどの距離。

　かたわらで寧々が思わず固唾かたずをのむ気配を感じる。まさかキスなんてしませんよね、というような心の声が聞こえた気がする。

　正宗だってそのつもりはない。ないのだが、その意思に反して、勝手に身体が動きつづける。

　――七海の〝中の人なんていないパペツトマスター〟か？

　しかし残念ながら違う。あれは意識のない人間にしか効果がない。

　――ちょっ。ちょっと待て。な、なんだこりゃあ！

　軽いパニックだった。

　澪を遠ざけることも、首を背けることも、ろくにできない。おまけに声も出ない。

　――うわあ、おい。ちょ、待て。本気か、俺？

　正宗の自問は誰の耳に届くこともなく――

「え？　志し筑づきさん!?」

「おい、正宗！」

「ま、まさか!?」

　愕がく然ぜんとする外野の声を聞きながら。




　ちゅっ。




　ついに正宗は、澪とキスをした。

　しかも、それでもまだ正宗は動けない。




　ちゅ～～～～～～～～～～～～～～～。




　しばらく澪と唇を重ねつづけた。いっそ夢だったら良いのにと正宗は思うが、残念ながら唇に感じつづけているこの柔らかな感触は、現実に他ほかならないだろう。

「いつまでやってるの!?　正宗！」

　ぐーで優に殴なぐられて、ようやく正宗に身体の自由が戻った。

　あわてて澪から飛び退のいて、どっきんどっきん高鳴っている胸元に手を当てる。いったいいまのはなんだったのか。整理しようとしても、頭がうまくまわらない。さらにそこに。

「し～づ～き～さ～ん？」

　寧々の追おい撃うちが入った。

「ち、違うんだって！　俺はキスするつもりなんて、ぜんぜんなかったんだよ！　な、なんかいきなり身体の自由がきかなくなって、勝手に動いたんだって」

「どうせなら、もっとマシな言い訳してください」

「本当なんだ！」

　ちょっとした修しゆ羅ら場ばを繰り広ひろげる正宗と寧々を見上げて、澪はきょとんとした。

「なんで怒ってるの？　白雪姫と王子様がキスするのは当然だよね？」

「そ、それはそうなんだけど」

「何も本当にすることは……」

「それは、あれだよー。りありてぃーのついきゅう、ってヤツだよ。なんかお兄ちゃん、緊張しているみたいだから、澪がね。〝錯誤誘導ミスデイレクシヨン〟で手伝ってあげたのー」

「……え？　なんだって？」

「――ああ、お兄ちゃんのキス、優しくてドキドキしたなぁ」

　澪はさっさと話を終わらせて、感かん慨がいにふけってしまう。どうやら澪はキスしてもらえてご満まん悦えつのようだが、正宗たちはそれどころじゃない。澪が何を言っているか、なおも問いつめようとしたところで、かわりに陽菜が口を開いた。

「たぶん、お姉ちゃんの力――〝錯誤誘導ミスデイレクシヨン〟のせいだと思う」

「〝錯誤誘導ミスデイレクシヨン〟？」

　陽菜は大きくうなずくと、正宗たちに簡単に説明した。

　澪の持つ力は、いわば『強力な暗示をかける』能力だと言う。何かを思い込ませたり、催さい眠みん術じゆつのように人を操あやつったり、白昼夢をみせたりもできる。

「さすがにＡランクの能力者よね。あははは」

「笑いごとじゃない。知っていたなら教えてくれよ」

　思わず八つ当たり気味にかみついた正宗に、陽菜はムッと口を尖とがらせた。

「私だっていま気がついたんだから、しかたないじゃない」

「ああ、もう。やめなよ、ケンカなんて」

　優が止める。見れば澪が泣きそうな顔をしていた。

「澪、なんかいけないことした？」

　そんな顔で見つめられては正宗としては怒れない。陽菜も寧々も、それは同じらしい。

　寧々は小さくため息をつくと、澪をさとした。

「あのですね。もう力は使ったらダメです」

「ダメなの？」

「そう。みんなが困りますから。いいですね？」

　澪は不服そうではあったが、陽菜も大きくうなずいたのを見て、しかたなくうなずいた。

「わかった。ごめんなさい、お兄ちゃん」

「いや。まあ、わかればいいんだよ、わかればね」

　澪の頭をぽんぽんと軽く叩たたいて一件落着。

　と、しようとして、はたと陽菜が声をあげた。

「あ、そうよ。事故とはいえキスしたなら、志筑はお姉ちゃんの能力を――」

　言われて正宗も気がついた。

　見れば、右手の人差し指。

　案の定、そこには星型のホクロが浮かんでいた。

「おお。どうやら〝錯誤誘導ミスデイレクシヨン〟、手に入れちまったみたいだな」

〝怪盗の接吻リツプスフアントム〟が発動して、〝錯誤誘導ミスデイレクシヨン〟をストックしてしまったのだ。

　力がほしくても相手とキスできなければ手に入らない能力だが、逆にキスすれば勝手に発動してしまうというのも、考えものだなと正宗は思う。我わが力ながら、ままならない。

　そんな正宗に陽菜がクギを刺す。

「言っておくけど、志筑。まさかお姉ちゃんの能力、悪用したりしないよね？」

「悪用ってなんだよ」

「それは、その……手近な女の子に暗示かけて、キスどころじゃ済まないくらいのいやらしいこととか……」

「ひどい言いがかりだ！」

「……うーん。なるほど。でもやろうと思えばできちゃうよね」

「優まで、ひどい!?」

「な、何を言ってるんですか。志筑さんは、そんなことしません。ですよね？」

　その寧々の頬は、見事なまでに引きつっていた。

　無理に笑っているのがバレバレだった。

「お、お前らもっと、俺を信用しろよぉ――――――――――――――――っ！」

　正宗の叫さけびは公園に虚むなしく響ひびきわたったのだった。




　　　※　※




　その翌日。

　授業を終えた正宗と寧々は、澪を連れて商店街まで買い物に来ていた。

　七海（とテディベア）は澪の遊び相手をした疲労からか、授業が終わるなり寮りように戻って寝ねこけてしまったらしい。まあ、それも無理もない。

　ちなみに優と陽菜は、この間に、澪の記憶を戻す方法を探さぐっていた。いまは仲間の成果を祈いのるしかない。

　と、そこで正宗は、まわりの視線が気になった。

　商店街を行き交う人のほとんどが、正宗たちのことを興味ありげに見ながら通り過ぎたり、足を止めたりしていた。

「やっぱり目立つのかなぁ、俺ら」

「私たちがというよりは、澪ちゃんが、ではないでしょうか」

　寧々がちょっと困ったように笑う。

　その視線の先には、一昨年卒業した才さい花か学がく園えんの制服をまとった澪がいた。

　外見的にはまだまだ現げん役えきの高校生で通用するから、出歩くならこの格好がベスト――という優と陽菜の判断だった。正宗たちも学校帰りだから、制服で統一するのは、悪くないといまも思う。

　けれど。

「すごいっ。すごいね！　人がいっぱいでお店もいっぱいだね、お兄ちゃん、お姉ちゃん！」

　いくら外見をととのえたところで、中身は六歳の女の子。

　しかもずっと病室に閉じ込められていたようなものなので、見るものすべてが珍めずらしいらしい。商店街に来てからというもの澪ははしゃぎっぱなしで、あっちへこっちへ、せわしなく首を巡らせていた。

「まあ、そういうところが可か愛わいいんですけどね」

　寧々は澪の隣となりに並んで、迷子にならないようにその手を握にぎった。

「ねえ、お姉ちゃん！　あそこでジュージューしてて、いい匂においするのはなーに？」

「あれはやきそば屋さんですよ」

「あっ、そのとなりは知ってるよ！　タイヤキ屋さんだよね！」

「よく知ってましたね、澪ちゃん。正解です」

　澪の質問に寧々は一つ一つ丁てい寧ねいに答え、お互たがい顔を見合わせて笑っている。

「御み厨くりやさんは、いいお母さんになりそうだな」

　正宗は微笑ほほえましくて、ついそんなことを口にした。

「あぅ、えっと……そうでしょうか？」

　寧々がちょっと驚おどろいたように振り向むく。その頬がこころなしか赤くなっていた。

「澪もそう思う！　寧々お姉ちゃん、すっごく優しいもん！」

「だよなっ！　澪もそう思うよな」

「あ、あの、そんなに褒ほめないでください……」

　寧々は、さっきよりハッキリ顔を赤くしてうつむいた。本当のことなんだから、恥はずかしがることないのに、と正宗は首を傾かしげる。

　そして澪は「んー」とあさってを見やったあとで、さらに口をひらく。

「でもでも、イチバンは優お姉ちゃんかなぁ。お弁当、美味おいしかったし！」

「お姉ちゃんて……澪、優はお姉ちゃんじゃなくて、お兄ちゃんなんだぞ？」

「なに言ってるの、お兄ちゃん？　そんなわけないじゃない」

　澪は小首をかしげる。

　正宗は寧々と顔を見あわせた。

　――まあたしかに、優は料理上手うまいし。女にしか見えないぐらいに可愛いときあるしな。

　なんて正宗の思考が、見て取れたのかもしれない。

「ダ、ダメですよ志筑さんっ！　柊ひいらぎくんは男の子なんですからね？」

「わかってるよ！　そんなこと」

「な、ならいいんです」

　寧々は、ホッと胸を撫でおろした。

　そんな寧々の様子を澪は、じっと見つめていた。

「そうかぁ。寧々お姉ちゃんは、お兄ちゃんのことが好きなんだね」

「な、何ぃ!?」

　突とつ拍ぴよう子しもない発言に正宗の声が裏返った。寧々も目を白黒させる。

「み、澪ちゃん!?　いきなりなに言ってるんですか!?」

「よかったね、お兄ちゃん。素す敵てきなお嫁よめさんがそばにいて！」

　耳まで真っ赤にしてあわてる寧々をよそに、澪はにゅふふっと笑う。正宗はようやく冷静さを取り戻して、苦笑を浮かべた。

「ま、まあ、どうしてそんなことを言い出したのか知らないけど、御厨さんに失礼だぞ。俺みたいな男、御厨さんには不ふ釣つり合あいだからな」

　正宗は澪に、そして自分に言い聞かせる。

　もちろん寧々のことは好きだけど、だからといって寧々が自分のことを好きなわけがない。正宗はそう思っている。

「しっ、志筑さんだって、とっても素敵な方ですよ！」

　寧々が声を荒あららげた。そして、すぐに自分が何を言ったのか寧々も自覚したらしい。

「あっ、えっとその、素敵っていうのは、わたしと釣つり合うという意味じゃなくて……そもそも、わたしごときが釣り合うとか、そんなのおこがましいですし……えっと、とにかくっ！　志筑さんは、人としてとても素敵な方だと、わたしは思っていますから！」

「そ、そっか。あ、ああっ、ありがとう」

　強引に押し切きられ、正宗はたじろいだ。

　――これって褒められてるんだよな。

　なんだかむず痒がゆくなりながら、正宗はなんとなしに寧々のほうを見る。と、彼かの女じよもこちらを見ていたようで、視線がぶつかった。

「――っ！」

　ふたりして思わず目をそらした。

　――意識しすぎだろ俺!?

　だがそれは寧々も同じだったらしく、気づかれないように（実際はバレバレなのだが）、正宗のことをちらちらうかがっていた。

　なんとも、ぎこちない空気が漂ただよいだす。

　そこで。

「わっ！　ワンちゃんだ！　白くておっきいよっ！　ねっ、触さわりに行っていいよね!?」

　澪が空気をぶち破った。

　しかも聞いたくせに正宗たちの返事も聞かずに、澪は走り出してしまった。

　正宗はしばしその背中を、呆ぼう然ぜんと見送った。

　――まったく。振り回まわしてくれるよなぁ。

「なんて場合じゃねえ。……おい。ちょっと待て！　勝手にどこか行くな！」

　正宗たちはあわてて、澪の後を追いかけた。
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　買い出しを終えて家路についた頃には、空は茜あかね色いろに染まっていた。

「暗くなる前に、帰りましょう」

　寧々の言葉に、両手に買かい物もの袋ぶくろを提さげた正宗もうなずいた。

　と、そのとき。

「っざけんじゃねぇぞ、ゴルアッ!!」

　ふいの怒ど声せいに、三人はびくりと足を止めた。

「お兄ちゃん、今のは？」

「ああ、こっちから聞こえたな」

　正宗たちのいる大通りから一本外れた路地裏だった。荷物を寧々にあずけて、正宗は顔を出だす。

　才花学園の制服を来た三人だった。

「あいつらか……」

　そのうち一人はいまの時代には珍しいリーゼントで、もう一人はスキンヘッド。見るからに不良といった出いで立たちの二人は、小こ柄がらな女の子に絡からんでいた。

　女の子は小さな肩を震わせて、縮こまっていた。ふわりとした髪が細かく揺ゆれている。

　追いかけてきた寧々が、小さく息を呑んだ。

「し、志筑さん。あれ！」

「ああ。まったく、しょうがねえヤツらだよな」

「人を呼んできましょう！」

「うん、頼たのむ」

「……え？　志筑さんは？」

「このまま放っておくわけにもいかないからな。ちょっと止めてくる」

「そんな!?　それじゃあ、志筑さんが危ないです！」

「そうだよ、お兄ちゃん。ダメだよ」

　寧々だけでなく、澪までが不安そうに瞳ひとみを揺らした。

　正宗は小さく苦笑する。

「大だい丈じよう夫ぶだって。御厨さんが誰だれか呼んで来てくれるまで、時間稼かせぐだけだからさ。そんなわけで、急いでくれると嬉うれしいんだけどな」

　寧々は正宗を見つめて、なおも心配そうな目をした。

　が、すぐに決断した。絡まれている女の子の小さな悲鳴を耳にしたからだろう。

「わかりました！　でも、絶対無む茶ちやしないでくださいよ？　約束ですからね！」

　寧々は澪を連れて走り出した。

　その背中を見送ると、正宗は「さて……」と静かに気合を入れた。

「おい、お前らっ！　こんなとこで何やってんだ！」

　その大声に不良たちはビクっと身体を震ふるわせて、正宗を振り返かえった。

　彼かれらは正宗がひとりだと気がつくと「なんだよ驚かせるなよ」とばかりに、小さく舌打ちをした。

「なんだぁ？　オレたちに用でもあんのかよ？　オレたちゃ忙いそがしいんだよォ！」

　ある意味、想像どおりのリアクションだった。

　正宗は深呼吸をすると、一息にタンカを切った。

「俺だって、お前らみたいなのとは関かかわりたくないんだよ。でもその女の子、すっげぇ怖こわがってるじゃんか。いますぐ解放してやれよ。俺の言っていることがわかるか？　頭悪そうだから、わかんねえか。もう一回言ってやろうか？」

　そこで正宗はフッと小こ馬ば鹿かにしたように笑った。

　びきっ。

　二人の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた音を正宗は聞いた気がした。剥むき出しの敵意が、ピリピリと正宗の肌はだを刺す。

　――こっ、怖え!!

　正宗は内心、逃にげだしたいところだった。

　ケンカなどもう何年もやっていない。

　〝怪盗の接吻リツプスフアントム〟で借りている能力もあるにはあるが、ぶっつけ本番で――しかも二人同時に相手にしてうまくいくかは、わからない。おまけに相手も何かしらの能力者なんだろうから、正面切って戦って、はたして勝てるかどうか。

　そんな相手に、このタンカ。

　バカなことをしているとは思う。

　が、そのおかげで、二人の意識は完全に正宗へと向いていた。

　ならば――。

「いまだっ!!　早く逃げろ!!」

　正宗は、大きく叫んだ。

　その声に、女の子はハッとして駆かけだした。

　一いつ瞬しゆんだけ反応が遅おくれた不良たちの手をすり抜ぬけて、少女は正宗のほうへと走りよる。

「す、すみません」

「そんなのいいから逃げろ。いいな？」

「でも」

「いいから早く！」

　正宗は、その女の子の背を強く押おした。彼女は後うしろ髪がみを引かれるような様子ではあったが、すぐに頭を下げて駆けだした。

「ありがとうございます！　このご恩は忘れません！」

　彼女の後ろ姿を見送りながら、正宗は小さく安堵の息をついた。

「これで一安心だな」

　だがしかし。

「クソがああ、舐なめたマネしやがってェ！　覚悟できてんのかオラァ！」

　――やっぱり安心じゃねええええ！

　当然といえば当然の結果だった。

　不良たちのボルテージは見る間に上がっていく。スキンヘッドなどは茹ゆでダコみたいに真っ赤になっていた。

「こうなりゃ、テメェだけでもぶっ飛ばす！」

　リーゼントが距離を詰つめた。

「喰くらえええええええ！」

　右の拳こぶしを振りかぶる。その拳が岩石のような灰はい褐かつ色しよくになっていた。

　――能力か!?

　迫せまる右ストレートを正宗は、間かん一いつ髪ぱつで避よけた。顔のすぐ横を通り過ぎた拳は背後の建物のコンクリート壁へきに突つき刺さった。

「ウ、ウソだろ、おい!?」

　あんものをまともに喰らったら、怪け我がどころの話ではない。一いち撃げきで死んでしまう。

「おいおい、余所よそ見みは禁物だぜェ！」

　ハッとする正宗だったが、すでに遅おそかった。

　スキンヘッドが両りよう腕うでを大きく振る。と。

　ぶぉん。

　突とつ風ぷうにゆうに十メートルは吹ふき飛ばされた。

　さっきとは別のビルの壁に激しく衝しよう突とつする。肺の空気が一気に押しだされて一瞬、呼吸ができなくなった。

「げほっ。げほっ。くっそ……」

　倒たおれた正宗へと、不良たちの足音が迫る。だが正宗は上手く立ちあがれない。頭もぶつかったのか、軽く目眩めまいもする。

　――くっそぉ。俺、かっこ悪いなぁ。

　悔くやしいことは悔しい。

　しかし悪い気分ばかりでもなかった。少なくとも少女を逃がすことはできたのだから、そこだけは自分を褒めてやってもいいかな、なんて思う。

　いよいよ足音が迫ってきて、もうダメかなと覚悟した、そのとき。

「なんや騒がしいと思おもたら……これは、どういうことや？」

　聞き覚えのある京都弁が、路地裏に響いた。正宗も不良たちも、声の方へと目を向ける。

　はたしてそこには。

　宝ほう蔵ぞう院いん美み也や子こがいた。

「はあー、こらまた、たいそうやられたなぁ」

　淡あわい色の髪かみをかきあげながら大きくため息をつくと、ぎろりと不良たちを見やった。

「そんで？　まだ暴れたりん言うんやったら、ウチが相手になろか？」

「ああ？　よけいな口出しをしたら、お前も」

「バカ！　やめろ！」

　止めたのは正宗だった。

　だが、一歩遅かった。

　じゅっ。

　美也子の指先から放たれたレーザーがリーゼントの頭をかすめるように横切った。髪が焦こげる嫌いやな臭いがあたりに立ち込めた。

　あまりのことに不良の二人は、まるでダルマさんが転んだかのように動きを止めていた。美也子は小さく笑ってみせた。

「いちおう言うておくと、外れたんやないよ？　外したんよ？」

　不良の二人は絞しぼり出すようにつぶやいた。

「淡い色の髪に、京都弁」

「まさか……〝光速の神槍グングニル〟……？」

　さすがはＡランク。美也子は有名人らしい。気き性しようの荒さとプライドの高さから言って、普段から能力を隠かくしてはいないのだろう。

「そうとも呼ばれとるな、ウチは」

　美也子のセリフによって、ついに不良たちは恐きよう慌こうに陥おちいった。声にならない悲鳴をあげて、その場を一目散に逃げだしていく。

「なんや、歯ごたえないなぁ」

　そんな美也子の声に、正宗の「……助かった」というつぶやきが重なった。
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「どうせロクな能力も借りてへんのやろ？　弱いクセにケンカなんかするから、そないな目にあうんよ？」

　呆あきれながらも美也子はポケットからハンカチを取り出し、正宗の口元を拭ぬぐってくれた。その仕草がなれていないからなのか、ひどく荒っぽい。

「あ、いや。汚よごれるから大丈夫だって」

「ケガ人は黙だまっとき。アホなことしてからに、ほんま」

「俺おれだって、したくてケンカしてたわけじゃねぇんだぞ？」

「だったら、なんなん？」

　少し責めるような目で、美也子が問いかけた、そのとき。

「志筑さん、ご無事ですかっ!?」

　人を呼びに行っていた寧々が、息を切らして戻もどってきた。

　後ろには心配そうな顔の澪と、風紀委員の腕わん章しようをつけた青年が続いていた。

　風紀委員とは学生を中心にした治安維い持じ組織である。

「――あれ？　美也子さん？　って、ああ！　志筑さんケガしてるじゃないですかっ！」

　寧々は真っ青になって正宗のもとに駆け寄よって来ると、口元に手のひらをかざす。淡く温かな光が寧々の手のひらから溢あふれ、正宗のケガを癒いやしていく。

「こういう時は、便利な能力やなあ」

　美也子はつぶやくと、こっそりと正宗の口元を拭ったハンカチをしまった。

　さらに、きょろきょろとあたりを見み渡わたしている風紀委員に目を向ける。

「あ、暴漢たちなら、あっちへ逃げて行ったで」

　さらに風ふう貌ぼうや特とく徴ちようを、美也子は手短に説明してみせた。

「……ありがとうな、宝蔵院。おかげで助かったよ。ハンカチ汚しちまって悪かった」

「気にせんでええよ、そんなこと」

　美也子は、ふいっと顔を背そむけてなんでもないようにつぶやいた。

「そんなことよりも、や。なんで正宗はケンカなんてしとったんや？」

「ああ、それはな……」

「志筑さんの悪い癖くせが出ただけです」

　正宗の言葉を、寧々が遮さえぎった。

　そのまま美也子に、手短に事情を説明する。

「……ああ、なるほどな。女の子を助けるために……」

　納なつ得とくしたように見えた美也子だが、しかし。

「それにしても、やっぱり無む茶ちやが過ぎるやろ」

「本当ですよ」

「うんうん、そうだよ」
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　美也子や寧々だけでなく、澪にまで責められた。

「あー。まあそりゃ、ちょっとは反省してるけどさ。こう、逃がしたあとで、俺もさっさと逃げれば良かったかなぁ、とか。土下座してでも、許しを請こえばもうちょっとケガしなくてすんだかなぁ、とか。でも結果オーライでいいだろ？　俺が、ちょっと危ない目に遭あっただけで女の子を助けられたんなら安いもんだ」

　正宗がうそぶくように言う。

　美也子は心底呆れたという顔をして、

「ほんまにアホやな」

　とつぶやき、寧々は眉まゆ根ねを吊つり上あげて怒ど鳴なった。

「バカ言わないでください！　美也子さんがいなかったら、どうなってたか分からないんですよ？　もしものことがあったら、どうするつもりだったんです！」

「そうだよ！　約束破るなんて、ダメ、ぜったい！」

「ああ、わかった。わかったから、そんなに怒鳴るなよ」

　正宗が弱り切って顔を背けた、そのとき。

　美也子と目があった。

　その瞬しゆん間かんだけ、美也子が優やさしく笑いかけてくれたような、そんな気がした。

　もっともすぐに美也子は、ぷいっと顔を背けてしまったために、正宗は真相を確かめようがなかったのだけれど。
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　学がく生せい寮りようの近くのカフェは身近なデートスポットである。基本的に男だん子し寮りようは女子禁制、女じよ子し寮りようは男子禁制なので、こうして落ち合うのが常になっているらしい。

　かくいう正宗と寧々と澪も男女連れではあるが、これはそんなにつやっぽい話ではない。なにせそのひとりは精神年ねん齢れい六歳の子どもなのだ。さっきも砂糖をイタズラしていて、机にぶちまけていた。

　なんでこんなところにいるのかといえば、陽菜と優の帰りを待っているのだ。

「陽菜お姉ちゃんまだかなぁ」

　澪は足をぶらぶらさせながら、つぶやいた。

「もうすぐじゃないか？　たぶん」

「澪ちゃんは、陽菜お姉ちゃんのこと……好き？」

　寧々のなにげない質問に澪は顔をあげた。

「うん。好きだよ？　ちょっと怒おこると怖いけど、澪の好きな玉子焼きとか作ってくれるし、いろいろお話きかせてくれるし」

「ほーん。そうなのか」

　ここ最近、疲つかれた顔――もっといえば、思おもい詰めた顔をしている陽菜であるが、家ではやはり頑がん張ばっているらしい。そこは、ちょっと尊敬する。

　と、噂うわさをすれば影かげ。

　優と陽菜がカフェに入ってきた。

　優は正宗たちを見つけると足早にやってきて、おいてあったお冷やを断りもなく飲み干した。走ってきたのか、額にわずかに汗あせが浮うかんでいた。

「どうしたんだよ、優。そんなに急いで」

「それが、見つかったんだよ。記き憶おくを戻す方法が！」

「マジで!?」

　正宗は目を剥いた。寧々も小さく息を呑のんだ。

「すごいです。澪さんの記憶は一年も戻らなかったはずなのに――！」

　澪の記憶――特に複数能力保持者マルチホルダーの研究成果に関しては、学園の上層部たちも欲ほしがっている。だからこそ彼らも記憶を戻そうと躍やつ起きになったはずだ。

　同時に、それが上手くいかなかったからこそ、澪は一年近く入院せねばならなかった。

　優は寧々の疑問に「鋭するどい」とばかりにうなずいた。

「まずはね。澪さんが入院していたその病院に行ってみたんだ。ちょうど梶かじ岡おかさんも病室の整理のために来ていて、そこでいろいろ教えてもらった」

　彼も澪の力になりたいのだろう。正宗たちになにかと協力してくれている。そもそも陽菜が澪を引き取る手はずを整えてくれたのも、梶岡だった。

　それはともかく。

「澪さんの記憶を取とり戻す方法は、ずっと前から分かっていたらしいんだ」

「え？　そうなのか？」

「そう。梶岡さんも言っていたと思うんだけど――」

　澪の記憶は、いわば強力な暗示によって封ふうじ込められている状態。

　ならば同じように暗示の能力によって解くことが、理論的には可能だという。

「だったらなんで、そうしないんだよ」

「だから、やってみたんだって。病院でも何度か、他の暗示能力者の手を借りて記憶を取り戻す方法が試ためされた。――でもそこで、新しい問題が判明した」

「問題？」

「そうなの、志筑」

　そこで陽菜が口を挟はさんだ。

　珍しく興奮している優とは対照的に、陽菜はひどく落ち着いている様子だった。

「記憶の封ふう印いんは、深層心理に踏ふみ込んで記憶にロックをかけるようなものなの。暗示能力によって、いわばその『記憶の扉とびら』にまでたどりつくことはできたんだけど、それがなんと十六ケタの暗号キーによって、封じられていたのよ」

「んん？　つまり……？」

　眉根を寄せる正宗のとなりで、寧々が神しん妙みような面おも持もちでつぶやく。

「つまり澪さんの記憶は暗示能力を持っているだけでは、解くことができない。その暗号を――パスワードを知っている人でしか記憶を戻せないってことですね？」

「そのとおり。さすがは寧々ちゃん」

　得意満面の優だが、正宗は口を尖らせた。

「おいおい、なんだよ。それじゃあ、結局手て詰づまりってことじゃないか。――要するに、その暗号パスワードを知っている犯人しかムリなんだろ？」

「ふっふっふっふっ。甘あまい、甘いなぁ、正宗」

　優はさらに笑うと、びしっと正宗を指さした。

「正宗ならば、解くことができるんだよ」

「お、俺？」

　正宗は目を瞬まばたかせる。

「いや。待て待て。俺はダメだぞ。そんな暗号なんて解けっこないからな」

「大だい丈じよう夫ぶ、そこは期待してないから」

　即そく答とうされた。それはそれで悲しい気持ちになる正宗だった。

「いいかい？『暗示をかける能力者』と『暗号解除能力』の二つの能力が同時にあれば、澪さんの記憶を戻すことは可能なんだ。つまり正宗の〝怪盗の接吻リツプスフアントム〟は適任――というか、正宗にしかできないんだよ」

「お？　おおっ！　そうか、なるほど。そういうことか!?」

「しかも幸いにして、正宗はもうすでに暗示能力を手に入れてるしね」

「ああ、澪さんの〝錯誤誘導ミスデイレクシヨン〟な――」

　そこまで言って、ふいに正宗は先日の澪とのキスのことを思い出してしまい、頬ほほが熱くなった。

　そこで正宗は寧々の視線を感じて、慌あわてて笑ってごまかした。

「ってことは、あとはその『暗号解除能力』を手に入れればいいんだな」

「うん、そういうこと。それについても僕ぼくに心当たりがあるから、明日学校で紹しよう介かいするよ」

「マジか。そいつは良かった」

「安心して。ちゃんと可愛い女の子だから」

「いやいや、そんな心配これっぽっちもしてないから」

　とは言ったものの、可愛い女の子だと聞けば悪い気はしないし、本音を言えば嬉しい。

「あ、でも『暗号解除能力』を持ってる女の子に心当たりがあるだけで、キスしてもらえるかどうかは知らないからね」

「そこは事情をちゃんと説明して頼みこむしかないだろ――まあ、ともあれ。やるしかないよな。それで澪さんの記憶が取り戻せるんだから」

　そこで正宗は自然と陽菜へと目を向けた。

　陽菜はしばし惚ほうけたあと、はたと我に返った。

「あ、うん。――志筑、よろしくお願いね」

「お、おう。それはいいんだけど」

　せっかく澪の記憶が戻るかもしれないというのに、陽菜はどこか浮かない様子だった。それは誰の目にも明らかだったらしい。

　澪までが心配そうに陽菜の顔をのぞきこんだ。

「お姉ちゃん、どうしたの？　お腹なか痛いの？」

「あ？　ううん、なんでもないの。大丈夫だよ。ごめんね、心配させちゃって」

　陽菜はごまかすように、澪の頭を優しく撫なでた。




　　　※　※




　その四時間ほどのち。

　正宗はふと喉のどが渇かわいたため、寮の近くのコンビニへとやって来ていた。炭酸飲料のペットボトルを手にとって、レジに持って行く。

「お会計百四十七円になりまーす」

　と、そこでようやく正宗は、ポケットが空っぽであることに気づいた。

　うっかり財さい布ふを忘れてしまったらしい。

　寮まですぐとはいえ門限が近い。往復すると間に合わないかもしれない。どうしたものかと思っていると。

「すみません、それ、私のと一いつ緒しよに会計しちゃってください」

　横から声をかけられた。

　風ふ呂ろから上がって間もない、濡ぬれ髪のままでパーカーに身を包つつんだ陽菜だった。







「ありがとうございましたー」という店員の声を受けながら、二人で自動ドアをくぐり抜けた。

「はい、これ。志筑の」

「悪いな城しろ田た、助かったよ」

「あ。いいのいいの、これくらい。お姉ちゃんのことで色々お世話になってるんだし、志筑に借り作りっぱなしってのも気持ち悪いから。ちょうどよかったよ」

「そっか……って、だとしたらずいぶん安くないか!?」

「じゃあ、いくらならいいのよ？」

「あー、まあ、そういうことじゃなくて。貸しとか借りとか思ってないから、別にいいんだけどさ」

「そうなの？」

「そりゃあ、そうだよ。やりたいから、やってるだけだよ」

「そっか……。ありがとね。志筑」

　陽菜はあらためてお礼を口にした。

　だが言葉とは裏腹に、彼女の表情は浮かなかった。

「なんだよ、嬉しくなさそうだな」

「そんなことはないんだけど……」

「けど？」

　正宗の視線に陽菜は、居い心地ごこち悪そうに身じろぎした。

　それでも正宗は見つめつづけた。やはり正宗としては気になる。やっと澪の記憶が戻るというのに、どうしてそんな顔をしているのか、わからない。

　根負けしたように陽菜は、小さくため息をついた。

「お姉ちゃんね、私のこと嫌きらってるんだ」

「まさか、そんなことないだろ？　そりゃあ、ぎくしゃくしていたのは知っているけど」

　だが陽菜は首を左右に振った。

「お姉ちゃんって自分にも厳しいけど、周りにも厳しい人だったから。私にはとくにキツくって、能力のない人間は生きる資格もない、って言われたことまであったからさ」

　――だから、自分には能力がないって拗すねてたのか。

　才花学園に来て間もない頃ころの陽菜を思い出す。明るくて、おちゃらけているようではあったけれど、こと能力についてはあきらめて努力を投げ出しているフシがあった。その原因の一いつ端たんは、澪にあったらしい。

「お姉ちゃんが私に黙っていろって言ったのだって、きっと私が無能で足手まといにしかならないからなんだよね」

　陽菜は小さく笑ってみせる。

　けれど正宗には、泣き顔のようにみえた。

　かわいそうに思う。

　と、同時に腹が立った。

「ばか、そんなわけないだろ!!　澪さんは、おまえを巻き込みたくなかったから、黙ってたんだよ！」

「ばかって、何よ。なんで志筑にそんなこと分かるの。どこに証しよう拠こがあるって言うのよ！」

　確かに証拠なんてない。

　でも正宗は信じたかった。

　陽菜が、記憶を失くした澪を心配だから面めん倒どうを見ると決心したように。

　澪も同じように陽菜を心配したはずだと。

　六歳まで心が退行してしまった澪が、元気のない陽菜を気き遣づかったのだから。

　陽菜も澪を相手にここまで思い悩なやむのだから――きっと二人は、仲のいい姉妹になれるはずだ。

　正宗はそう思う。

「証拠は――あー。俺が澪さんの記憶を取り戻してやるから。それが証拠だ。俺の言ってることが正しいって、そのときわかるだろ」

「なんで、そんなに自信満々なの！　違ちがったら、どうするつもり？」

「そんときはなんだってやってやるよ」

「ああ、そう。覚えておいてよ、いまの言葉。もし違ったら男子生徒十人と能力の受うけ渡わたしをしてもらうからね」

「うおっ！　それって、キスさせようってことか」

「ふふふふっ。志筑は知らないかもしれないけど、ポイントを稼ぐためならなんだってやるってやつらも多いんだから」

「なんておそろしい世界なんだ、ここは」

　唖あ然ぜんとしている間に、陽菜はむすっとふくれたまま女子寮へと足を向けた。途と中ちゆう、立ち止まって振り返り、べーっと舌を出した。

「絶対やってもらうからね。志筑のバーカッ！」

　どうしても怒いかりを堪えきれなかったらしい。

「まったく、どっちがバカだよ」

　正宗はため息をついたものの。

　――けど、まあ、あれぐらいのほうが、陽菜らしくていいか。

　そう思いなおして、陽菜に奢おごってもらった炭酸飲料のキャップを開けた。







三章







　翌朝の通学路。

　気持ちの良い朝日が降り注ぐ中、正まさ宗むねは寧ね々ねと優ゆうとともに登校していた。寧々が迎むかえに来るのは毎日のことだが、陽ひ菜なと七なな海みの姿が今日は見えない。

　どうやら寝ね坊ぼうしているらしい。

「まったく、あいつらは……」

　呆れる正宗に、寧々が微び苦く笑しようを返した。

「まあ、疲れてるんですから、しかたありませんよ」

　澪みおの世話で気き疲づかれしているのは、正宗もわかっている。優をちらりと見たら、何も言わないのに察してくれた。

「さっそく、今日の放課後に暗号解除能力者――〝暗号解除ロツクブレイカー〟を紹介するよ。いい？　くれぐれも嫌われないようにね。ランクアップとか興味のない子だから、いつも正宗に言い寄ってくるような子とは一緒にできないよ」

「わ、わかったよ。ってか、いちおう言っておくけど、言い寄ってくるから簡単とか難しいとか、そんなこと考えたことないからな。女の子に対して、俺は――」

「はいはい。わかったから前向いて歩きなよ。危ないよ」

　などと優が言った、その矢先。

　ふぉぉぉぉぉぉぉん。

　通学路に、すさまじいモーター音が響ひびきわたった。

　何かと思って振り返る。

　真っ赤な四人乗りの乗用車――ポルシェが猛もうスピードで突っ込んできていた。通学中の学生たちは青い顔で道の端はしに寄っていく。

　しかし正宗たちにはすでに避けるスペースはない。

「あぶねぇ！」

　正宗はとっさに寧々と優をかばって、身を躍おどらせた。

　ポルシェは正宗たちの鼻先をかすめて通りすぎると、校門の前でフルブレーキ。後輪をすべらせながら校門の前に停まった。

「あ、あっぶね～。死ぬかと思った」

　思わず正宗はつぶやく。寧々もあまりのショックに顔色が悪い。

「大丈夫だったか、御み厨くりやさん」

「わ、わたしは平気です。志し筑づきさんは？」

「ああ、大丈夫。――だけど、それにしても、あぶねぇな！　こんなに人がいるんだから、もっとスピード落とせよな」

　正宗は自分たちをはねそうになったポルシェを睨にらみつけた。

　すると運転席が開いて、一人の男――いや男子生徒がおりた。正宗たちとタイの色が違うが、同じ制服に身を包んでいる。

　学園内はある種の私有地であるため、学園の許可さえあれば、学生であっても運転を許されると正宗は、かたわらの寧々から説明を受けた。ただしそれなりの運転技術の習得がすんでいて、さらにＡランクの在位期間が長いといった細かい条件を満たしていれば、の話らしいが。

　男子生徒は背が高く、骨太で筋肉質な体型をしていた。顔も悪くはないが、運転と同じように粗そ暴ぼうな印象を正宗にあたえた。

「なんだ、お前？　文句あるのか？」

　男子生徒は正宗たちに向かって、歩み寄ってきた。

　優が、正宗の袖そでを掴つかむ。

「正宗、あの人は三年生の鍵かぎ谷たに大だい樹きさんだよ。しかも精鋭研究会メンサのメンバーだ。ほら、胸に会員章をつけているだろ。間ま違ちがいない」

　精鋭研究会メンサ、と言われて正宗は気がついた。

　たしか高いランクの生徒たちが集まっていて、複数能力保持者マルチホルダーの誕生に対して快く思っていない者が多いと聞く。

　大樹も優のセリフを耳にして、首を傾かしげた。

「正宗……？　というと、もしかしてお前が、志筑正宗か？」

「だったらなんだって言うんだ」

「そうか。お前か……」

　大樹は面おも白しろくなさそうな顔で、上から下まで正宗を見つめると、ふいに。

　ふんっと鼻で笑った。

「なるほどな。バカっぽい」

「なんだと？」

「だってそうだろ？　複数能力保持者マルチホルダーなんてものは何十年も研究が進んでいなかったんだ。いわば幻げん想そう、ただの夢にすぎない。それを本気で追いかけるなんて、バカのすることだろう。違うか？」

「ん？」

　正宗は怪け訝げんに思った。

　複数能力保持者マルチホルダーの研究が進んでいたこと――つまり城しろ田た澪の存在は公おおやけにされていなかった。実力者の集まりである精鋭研究会メンサといえども、その存在を掴んでいなかった、ということかもしれない。

　――となると、澪さんを襲おそったのは、よほどの事情通ってことか。誰だれなんだ、いったい……。

　思考にふけって眉根を寄せる正宗を見て、大樹は何か勘かん違ちがいしたらしい。

「なんだ、お前。何か言いたいことがあるなら、はっきり言え」

　挑ちよう発はつする大樹を見上げて、正宗は思う。

　澪を襲った犯人が何者かはわからない。

　だが、きっと目の前にいるような男と同じようなタイプなのだろう。

　勝手に複数能力保持者マルチホルダーを敵視したり、警けい戒かいしたりしている。

　――俺のことを知りもしないで。俺が何をしたって言うんだ。

「それともなんだ？　お前は、ものも言えないただの腰こし抜ぬけか？」

　正宗は無言のまま、ただ怒りを覚えた。

　自然と拳を握にぎり締しめてしまう。

「志筑さん、ダメですよ」

　寧々が正宗の腕うでをぎゅっ、と掴んだ。

　ハッ、として正宗は寧々を見た。

　寧々は不安そうに正宗を見つめている。正宗が飛び出せば、なんとしてでも止めようとしていた。

　思えば先日も、正宗は危険な目にあったばかりだ。それが忘れられないのだろう。

「今度は、絶対に、ダメですからね」

　寧々は念を押おす。

　正宗はしばし考えて。

「……そうだな」

　うなずいてみせた。

　なにせこの間とは状じよう況きようが違う。

　前は女の子を救うために、不良たちの注意をひくためにケンカを売らねばならなかった。それもやりたくてやったわけじゃない。

　いまはただケンカを売られているだけだ。正宗ひとりが我が慢まんすれば、それでことがすむ。

「よ、よかったです」

　安あん堵どするように息をついた寧々に微び笑しようを向けると、正宗は大樹に目をやった。

「なんだ？　刃は向むかうつもりか？」

　大樹が言った。正宗は答える。

「いいえ。別になんでもありません。もう話はないんで、失礼します」

　正宗は大樹の脇わきを通とおり抜ぬけようと、歩きだした。

　寧々と優も正宗を追うように進む。

「おい、待てよ」

　大樹は、正宗の肩かたをつかまえた。

「勝手に話を終えようとするんじゃねえよ、それが目上に対する態度かよ」

　大樹は正宗を振ふり返かえらせようと力を込める。

　――ああ、もう。面倒くせえな。

　ため息まじりに振り返ろうとした、そのとき突とつ然ぜん。

「やっと見つけました！」

　横から大きな、そして可か愛わいらしい声が割って入った。正宗も大樹も思わずそちらを振り返る。

　寧々たちが着ているものとは、タイの色が違う――どうやら中等部の女の子らしかった。

　特とく徴ちよう的てきなふわふわのくせっ毛に、くりくりとした可愛らしい瞳ひとみ。綺き麗れいな唇くちびるが愛らしい。そんな女の子が本当に嬉うれしそうに、満面の笑えみを浮かべていた。

　どこかで見たことあるなと思ったら、昨日、正宗が助けた女の子だった。

　彼かの女じよは正宗と大樹を遠巻きにしていた生徒たちの輪をかき分けて来ると、突然走り出して、そして。

　ばすっ。

　いきなり正宗に抱だきついた。

「うわっ!?　ちょ、ちょっと。なんだ？」

　正宗は目を白黒させる。清潔感のあるシャンプーの匂においが、ほのかに鼻び孔こうをくすぐった。

「やっと！　やっと見つけました」

「し、志筑さん！　か、彼女はなんです!?」

「いや、昨日助けてあげた子なんだけど、ああもう、ちょっと離はなれろって。これはどういうこと？」

　正宗は強ごう引いんに彼女を引ひき剥はがす。

　優が彼女の顔をたしかめて「あっ」と声をあげて正宗に何かを言おうとする。が、それより早く、女の子は声をあげた。

「こ、これは失礼しました！」

　多少は冷静さを取り戻したのか、彼女は居住まいを正すと深々と頭をさげた。

「昨日は、本当に、本当にありがとうございました。このご恩は一生忘れません」

「そんな大げさな……」

　思わず正宗は呆れてつぶやく。その途と端たん、がばっと彼女は顔をあげた。

「そんなことありません！」

　その目は本気だった。

「あのとき私がどれだけ不安で、心細かったか。そんなときにあなたが助けてくださったのです。あれは私にとっては救世主のお姿でした」

「救世主って……」

「あなたは名前も名乗らなかったので、こうして待まち伏ぶせさせていただきました。やっぱり高等部だったんですね」

　助けられた御お礼れいを言うためだけに、そこまでするとは、なかなかの行動力だった。

　ちょっと大げさではあるが、憎にくめない愛あい嬌きようがある。

「ま、ともかく。勝手にやったことだし。感謝の気持ちは受け取ったから、それでいいよ」

「そうは参りません！」

　彼女は抵てい抗こうもなく、すっと手を伸のばして正宗の手を握った。さらに顔を、ずいっと近づける。愛らしい顔が視界いっぱいに広がった。

「まだ私の気持ちが、おさまりません。お礼をさせてください。私にできることなら、なんでもいたします！」

「な、なんでも!?」

「ええ、あなたが望むなら、なんでも」

　突然の展開に正宗だけではない。寧々も目を瞠みはって凍こおりついていた。

　そして同じように衝しよう撃げきを受けていた男が、もうひとり。

「わ、わ、わ、わかば!?　おまえ、何を言ってるんだ!?」

　大樹の声が響いた。

　正宗とその少女は、そろって振り返る。少女はぱちぱちと目を瞬かせる。

「あ、お兄ちゃん！　やだ、いつからそこにいたの？」

　正宗はぎょっとして目の前の少女――わかばを見やる。

「お、お兄ちゃん!?」

　正宗はわかばと大樹を何度も見比べた。お兄ちゃんというのが、いわゆる血けつ縁えん関係で先に生まれた男の兄弟を指す意味ならば、これほど似ていない兄貴もいないだろう。
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　衝撃を受けたのは寧々も同じらしい。ただ優は知っていたのか、横から口を挟もうとしては、またも失敗していた。

　大樹が怒鳴る。

「俺おれは、ずっとここにいた！」

「あれ？　そうだったんだ。お兄ちゃんのこと、ぜんぜーん気づかなかった」

「んなわけあるか!?」

　大樹のツッコミに、思わず正宗も同意してしまう。

　しかしわかばが嘘うそを言っている様子はまるでない。

「本当に志筑さんしか見えてなかったんですね」

　寧々が、ぼそりとつぶやいた。

「ああっ！　まあ、そんなことは、どうでもいい。なんだ、その志筑に『なんでもする』ってのは。女がそんなこと、軽々しく言うんじゃない！」

「何がいけないっていうの？　――あ、えっと、志筑さんって言うんですか？」

　わかばは正宗に向き直る。

「下のお名前は、なんとおっしゃるんです？」

「ああ、正宗だけど」

「志筑正宗……正宗先せん輩ぱいですね」

　独り言のようにつぶやくと、わかばは再び大樹を向こうに回す。

「正宗先輩は、私の命の恩人なんだから、何もおかしくないでしょ」

「だからってな。そいつはダメだ！」

「何よ！　お兄ちゃんは、どうせ誰が相手でもダメって言うんでしょ!?」

　なんだか正宗を蚊帳かやの外にして、言い争いがはじまってしまった。たやすく口を挟める雰ふん囲い気きではない。

　――まあ、どちらにせよ。恩返しとか趣しゆ味みじゃないから、何も頼たのむつもりはないんだけどな。

　そのとき、苦く笑しようする正宗の脇わき腹ばらを、優がそっと突つついた。

「あのさ。ひとつ耳に入れておきたいんだけど」

「なんだよ。そんなあらたまって」

「うん。あのさ。じつはあの鍵谷わかばちゃんが、〝暗号解除ロツクブレイカー〟をもつ能力者なんだよね」

「……え？　マジで？」

「うん、本当。僕だってびっくりだよ。僕が紹介するより前に、もう会っているなんて思いもしなかったよ」

「まったくだよな――って、優。だったら、もっと早く言えよ」

「ごめん。なんか、言うタイミングが、なかなかなくてさ……でもわかっただろ？　いろいろ面倒だって言ったわけがさ」

「んん？　そうか。思っていたより頼みやすそうで良かったと思うけどな」

　脅おどされていた身としては、〝暗号解除ロツクブレイカー〟の能力者はどれだけ難物なんだろうと思っていたが、実際会ってみればなんのことはない。少々大げさなところがあるとはいえ、いい子ではないか。

「違うんだ。正宗。面倒だって言ったのは、彼女がって意味じゃなくて……」

「まあともあれ、さっそく会えたんだから、善は急げだよな。うん」

「あ、ちょっと待って、正宗？　正宗！」

　優が止めるが、正宗はさして気にもせずに、わかばに向き直った。

「あのさ、鍵谷さん」

「あ。はい、なんでしょう」

　ついいままで大樹とにらみ合いをしていたにもかかわらず、わかばはすぐに笑え顔がおになって正宗を振り返った。

「恩返しとか、そんなんじゃないんだけど、ひとつお願いがあるんだ」

「あ、いや、正宗。落ち着いて。ね？」

　優が止めようとした。が、それよりも早く正宗は言った。




「俺とキスしてくれないか」




「……え？」

　わかばは、ぽかんとする。

　それからしばらくして、急に顔を真っ赤に染めた。

「そ、そんな、いきなりキスだなんて、私……」

「ああ、ごめん。勘違いしないでほしいんだけど、キスといっても、こう恋れん愛あい感情とか、そういうのでかわすんじゃなくって、俺の能力のせいなんだ」

　正宗は急いで自らの能力である〝怪盗の接吻リツプスフアントム〟について説明した。相手の能力を借りることができる力で、そのためには唇と唇をあわせるしかない、と。

「だからキスというよりも、じつは、こう儀ぎ式しきみたいなものと言うか……」

　なおも正宗は補足しようとするが、はたしてわかばの耳に届いているのだろうか。

　わかばは、ぽわんとした顔であさっての方向を見つめていた。

「そんな急に、正宗先輩とキスなんて……告白もまだなのに……。ああ、でも、でも。先輩に奪うばわれるなら、私は……」

　順調だったのはここまでだった。

「ふざけるんじゃねぇぞ！　こらぁ！」

　大樹の大だい音おん声じようがあたりに響いた。離れて見ていた女子生徒の数人が、その迫はく力りよくに小さく悲鳴をあげ、寧々はびくりと身を震ふるわせて、優は「だから言わんこっちゃない……」とばかりに天を仰あおいでいた。

　見れば大樹のこめかみには、太い血管が浮うかんでいた。

「お、お兄ちゃんは黙だまっていてよ」

「うるさい！　おまえこそ黙っていろ！」

　ぎろりとにらみつけると、大樹はわかばを正宗から引き離した。

「な、何よ、お兄ちゃん！」

「二度と言わせるな。わかばは黙っていろ」

　むすぅとわかばは睨みつけるが、大樹は気にしない。そのまま正宗をじろりと見つめて、低い声で告げる。

「志筑正宗。おまえ、あろうことか俺の妹に手を出だすとは、死ぬ覚かく悟ごができているんだろうな」

「ちっ、違う！　手を出すとか、そういうんじゃなくて。ちょっとキスさせてもらうだけだって！」

　正宗はこれで、弁解をしたつもりだった。が。

「より悪いわ！」

　いっそう大樹の怒りを買うハメになってしまった。

「もはや、許さん。いま、ここで死ね」

　大樹は叫さけぶと、上着を脱ぬぎ捨すてた。直感的に正宗にも理解できた。

　――能力を使う気か!?

　マズかった。非常に、命の危険を感じるほどに、まずかった。

　鍵谷大樹は精鋭研究会メンサのメンバー。とあらば、Ｂランク以上の実力者のはず。昨日のチンピラたちを相手にするのとはわけが違う。

　逃にげようと思うのだが、心はともかく身体がついていかなかった。足をもつれさせて、その場に尻しり餅もちをついてしまう。そこで。

「お兄ちゃん！　ダメ！」

　わかばが大樹の前に立ちふさがった。

「どけ、わかば」

「どかない。いつもいつもお兄ちゃんは、私の邪じや魔まばっかりするんだから！」

「おまえ、わからないのか？　目を覚ませ。おまえはコイツに騙だまされているんだぞ」

「そんなことない！　お兄ちゃんこそ、目を覚まして！」

　ぴりぴりと空気がひりついていく。

　じっとわかばを見つめていた大樹がふいに視線を外して、正宗を見やった。

　さきほどまでとは比べ物にならないほどの殺気が放たれた。

「わかった、わかば。もうどかなくていい。おまえを避よけて攻こう撃げきする」

　冗じよう談だんを言っているような声には聞こえなかった。

　――俺、本当に死ぬんじゃないかな。

　そんなことを考えたそのとき。

「こんなところで何やってるの、いったい！」

　凛りんとした女性の声が割って入った。

　地じ獄ごくで仏とは、このこと。鷺さぎの宮みや綾あや乃の先生が人だかりをかきわけながらやってきた。

　綾乃は正宗と大樹の顔を見て、おおよその事情が分かったのか、頭痛を堪えるようにこめかみを押さえた。

「相手が精鋭研究会メンサとは、また面倒なヤツと揉もめているわね。――ああ、もう。みんな解散！　解散！　さっさと教室に入りなさい！」

　まわりの野や次じ馬うまたちは渋しぶ々しぶながら、散っていった。

「志筑と鍵谷も、いますぐ教室に行きなさい！」

　正宗は胸をなで下ろしたが、当然、大樹は納なつ得とくいかなかった。ぎろりとにらみつけて、言い放つ。

「志筑、次の学内イベント、〝フラッグ〟に参加しろ」

「フラッグ？」

　聞きなれない言葉に正宗は眉まゆをひそめる。

「学内のイベントが今度あるんだよ」

　優がすかさず正宗に教えてくれた。

　なるほど。ルールはともかく、キング・スティングのように、今度も何か学校行事が行われるのだろう。ただ、同じだとすれば自由参加のはず。

「なんで俺が、そんなことに参加しなくちゃなんないんだよ」

「そこでもし、俺に勝てたら『わかばとのキス』を許してやる」

「ええ？　なんでお兄ちゃんが、そんなことを決めるのよ！」

　わかばが頬ほほを赤く染めた。

「俺は、お前の兄貴だぞ。相手を試ためすぐらいの権利がある」

「ないよ、そんなの！　だいたい、そういうことは、私が自分の意思で決めたいの！」

「お前は騙されてるんだ！　どうせこんなヤツ、クズに決まっている」

　そこで大樹は鼻で笑う。

「ふんっ。志筑正宗――俺が勝ったら『わかば』と、そうだな。ついでに『複数能力保持者マルチホルダーになること』も、あきらめてもらおうか。どうだ？　……まさか、断るつもりじゃないよな？」

　そうは言われても、正宗は断ろうと思った。

　キスする相手は、大樹ではなくて、わかばだ。それに賭かけの対象にするなんて、趣味にあわない。

「まさか断る気か？　この腰抜けが」

　大樹の挑発に、やはり多少はムッとするが、ここは我慢する。

「女たらしのキス魔まだなんて、やっぱり最低のクズだな」

　まだ我慢、我慢。構うな、言わせておけと正宗は心の中でつぶやく。

　だが、しかし。

「志筑さんは、そんな人じゃありません！」

　正宗よりも先に、寧々の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れてしまった。

「訂てい正せいしてください。志筑さんは女の子にだらしないわけでも、好きでキスしているわけでもありません。能力のために、しかたないんです。そうですよね、志筑さん？」

「お。おう！」

　正宗は大きくうなずいてみせた。

　もっとも本当にしかたなく、イヤイヤ女の子とキスしているのか、と言われれば、それはそれでちょっと違うのであるが、それは言わぬが花というやつだろう。そう思って正宗は黙っていた。

「訂正しろ、ね。……イヤだって言ったらどうする？」

　大樹は、いじわるそうに言う。

「それは……」

「かわりにお前が出るか？　お前が勝ったら謝あやまってやる。もし負けたら、そうだな……精鋭研究会メンサに入るか？」

「!?」

　寧々は目を瞠った。

　正宗や優も、ぎょっとする。

　いい加減、綾乃も黙っていなかった。

「鍵谷！　いい加減にしなさいよ、あなた」

「俺はただ、フラッグに参加するよう誘さそっているだけです。それに精鋭研究会メンサへの勧かん誘ゆうはれっきとした生徒の権利のはず、ですよね」

「む。むう……」

　学園上層部と精鋭研究会メンサには微び妙みような力関係がある。

　教師が生徒に対して指導するだけならばまだしも、精鋭研究会メンサへの干かん渉しようとなると、面倒な事態を引き起こしかねない。

　大樹は寧々を見やった。

「精鋭研究会メンサでは、たびたびお前の名があがっている。いまはＤランクだろうと、もともとＢランクだったその能力は買われているんだ。それに御厨ならば、すぐランクもあがるだろうしな。評価しているんだぞ、俺は」

　こんなに嬉しくない評価も珍めずらしい。

　さらに大樹は、ニヤリと笑う。

「俺が推すい薦せんすれば精鋭研究会メンサに入ることも難しくない。……なんだ。負けたとしても、お前にとって悪い話はひとつもないじゃないか。はっはっはっ。御厨よ、俺の優やさしさに泣いてもいいんだぞ？」

　――お前のどこが優しいんだ。

　思わず正宗は舌打ちしかけた。寧々もぎゅっと拳こぶしを固めている。

「寧々ちゃん、落ち着いて。ね？　精鋭研究会メンサに入ったら、何をやらされるか」

「柊ひいらぎくんは黙っていてください」

　優が必死になだめるものの、寧々は完全に、頭に血が昇のぼっていた。

　その様子を見て、逆にちょっとだけ、正宗は冷静さを取とり戻もどせた。

　どうして寧々がこんなにムキになっているのか、わからない。いつもなら争いごとは自分から率そつ先せんして避けているはずなのに。

　ともあれ、このままでは寧々が相手の土俵に乗ってしまいかねない。正宗はやれやれと思いながらも、口を開いた。

「わかった、俺が出る。出るよ。――それでいいんだろ？」

「志筑さん!?」

　寧々が非難の声をあげるが、もはや口にしたことは覆くつがえせない。大樹はにやりと笑った。

「いいだろう、覚悟しておけ、志筑。――ほら、わかば。おまえは早く中等部の校舎に戻れ。遅ち刻こくするぞ」

「あっ、ちょっとお兄ちゃん！　痛いってば！」

　わかばを引っ張っていく大樹の後ろ姿を見送ったあとで、正宗はため息をついた。

「まあ、いまのはしかたないよね」

　優が同情してくれた。

「わたしのせい、ですよね……」

　ようやく冷静になれたらしい。気の毒なぐらいしょんぼりしている寧々に、正宗は強気に笑ってみせる。

「気にすることないって」

「でも」

「まだ言うか。それに、これに勝てば、わかばちゃんの〝暗号解読ロツクブレイカー〟を手に入れられそうだからな。結果オーライだよ。そうだろ？」

　雰囲気を変えようと、しごく明るく言った。

　しかし寧々は。

「ああ、そ、そうですよね。たしかにそのとおり。志筑さんはわかばさんとキスできて、能力を借りられて、澪さんの記き憶おくも戻って、みんな幸せですよね」

　早口でそれだけ言うと、にこりと笑ってみせた。

　しかし、その頬はあきらかに引きつっていた。

「あっ！　早く行きましょう。遅刻してしまいます」

　寧々は元気よく昇しよう降こう口ぐちへと向かう。

　ところが途と中ちゆうで虚きよ勢せいがなくなったらしい。いきなりどんよりとした背中をして、とぼとぼと歩きはじめた。

「な、なんだ……？　なんかマズいものでも食べたのかな、御厨さん」

　真顔で心配する正宗をちらりと見やって、優は深々とため息をついた。

「正宗がこれじゃあ、寧々ちゃんも、いろいろ大変だ」

「は？　なんだ？　なんで俺のせいなんだ？」

　問いかけたものの、優は答えてはくれなかった。




　　　※　※




　正宗は大きく深呼吸をした。

　午前中の授業が終わって、昼休み。

　生徒たちの楽しそうな声もかすかにしか聞こえない校舎裏には、人けもなかった。そんな場所で、正宗は七海と二人っきりだった。

　七海は目を潤うるませて、正宗をじっと見上げている。ついでに七海の抱いているテディベアも無む垢くな瞳で、正宗を見つめていた。

　七海はいつものとおり、何も言わない。

　ただ正宗に一歩だけ踏ふみ込んで、心持ち顎あごをあげて、そして静かに目を閉じた。

　正宗はそっと七海の肩をつかまえた。

　そう。

　正宗はキスするために――いや、七海の能力を借りるために、ここに連れてきたのだ。

　正宗の目に、七海の長い睫まつ毛げが、紅潮した頬が飛び込んでくる。

　いくらやっても、これだけは慣れない。

　いわゆる恋愛のキスじゃないんだから、儀式みたいなもんなんだからと、わかっていても、それでもドキドキしてしまう。呼吸が荒あらくなる。

　正宗は深呼吸をして、心を落ち着かせると、ゆっくりと七海の唇へと自分の唇を近づけていく。

　そして。

　唇と唇が合わさった。

　七海の体温が唇から伝わる。

「…………んっ」

　七海がかすかに、声を漏もらして身じろぎをした。

　瞬しゆん間かん、正宗の脳内に強いイメージが沸わき立たつ。何かを操作できる、という強い確信と、どこか懐なつかしいような感覚。なにしろ七海の力を借りるのは、これがはじめてではない。むしろ能力が戻ってきた、とすら思えた。

　唇と唇が離れる。

　キスは一いつ瞬しゆんのはず。けれど体感としては、何秒も、何分もしていたようだった。

　七海が瞼まぶたをあけて、至近距きよ離りで目が合った。あまり感情の起き伏ふくが感じられない七海ではあるが、その目にはやはり気恥はずかしさが感じられた。

　それがまた、正宗をドキッとさせた。

　と、そのとき。

「ここに、おるん？」

　校舎の建物の陰から声が聞こえた。誰かがこっちにやってこようとしているらしい。それは、あまりよろしくない。

　みんなが見張ってくれているはずなのだが。

「いまはダメだって」

　やはり優が止めようとする声が聞こえた。

　しかし、それでも声の主は納得しなかったらしい。

「なんやの、別に話しするだけやって」

「ああ、ちょっと！」

　――ヤバい。来る。

　こんなところを見られたら、なんて誤解されるかわからない。と、慌あわてるものの、うまく頭も身体も動かない。結果、七海の肩をつかまえて、あきらかにキスのあとですよという格好のまま、固まっていた。

　そうして声の主――美み也や子こがあらわれた。

　いわくいいがたい沈ちん黙もく。

　そして。

「ああっ、いや、これは違ちがうんだ」

　何がどう違うのか、正宗もわかっていない。ずさっと七海から離れて、わたわたと手を振り回まわす。
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　しかし美也子は、ただ小さく苦笑するだけだった。

「まあ、ええよ。わかっとるから、あれやろ？　能力を渡わたしとったんやろ」

「……え？」

「違うん？」

「いや、まあ、そのとおりなんだけど、な」

　そんなに簡単に納得されると、それはそれで戸と惑まどってしまう正宗だった。

　さらに美也子はつぶやくように言った。

「どうやら鍵谷と、フラッグでやり合う言うんは本当のようやな」




　　　※　※




「いいかい、正宗。集中だよ、集中。蜃しん気き楼ろうが作れたんだから、ペットボトルのロケットだって難しくはないはずなんだよ」

　ときは流れて放課後。春先にしては珍しいぐらいの陽気の中、正宗たちはグラウンドの一画にいた。

　きたる『フラッグ』に向けての特訓だった。

　正宗のかたわらには、七海とのキスで借りた〝中の人なんていないパペツトマスター〟で操あやつっているぬいぐるみが直立していた。その背中には、ペットボトルのロケットがくくりつけられている。

　このロケットを優の能力――〝エントロピー減少マクスウエルの悪魔〟によって飛ばす。そういう練習をしていた。

「もう一度説明するよ。この水の上の空間、ここに意識を集中して――ぐぐっと力をこめるだろ。すると、ぎゅううっと内圧が偏へん在ざいしていくから、それから一気にばーんっと弾けさせるんだよ。ばーんっとね。わかった？」

「わかんねえよ！」

　優は口を尖とがらせる。さっきから指導に熱が入っているせいか、優も寧々もブレザーの上着を脱ぎ捨てて、ワイシャツ姿になっていた。

　しかしこれは無理もないことらしい。

　異能力はそもそも指導が難しい。優が教えるのが別段下手なわけではないし、だからといって自分の頭が悪いわけでもない。

　そう正宗は信じたい。

「やっぱり、習うより慣れるしかないんじゃないのー」

　正宗より、五十メートルほど彼方かなたから、陽菜が声を張り上げた。陽菜のかたわらには七海がいて、さらにその足下には、三十センチほどの高さのフラッグが見えた。

『フラッグ』という競技は、この間に行ったキング・スティングほど難しいルールは存在しない。

　スタートラインに並んでついた競技者二名が、ヨーイドンの合図とともに飛び出して、先にフラッグをつかんだ方が勝ちという至ってシンプルなルール――早い話が、ビーチフラッグみたいなものだ。

　ただしそれとは大きく違う点が二つある。

　ひとつは、相手に対しての妨ぼう害がい行こう為いがある程度許されていること。

　そしてもうひとつは、自身の能力を使ってフラッグを確保してもいいことだった。

　そこで正宗たちは考えた。

　正宗が飛び出すより、ペットボトルで飛ばした人形によってフラッグを確保した方が速い。通常、一対一のフラッグではこんなことはできないが、能力を組み合わせられる正宗ならば、できる。

　すでに昼に七海や優から能力は借りてある。

　あとは実行するだけだ。

「まあ、城田の言っていることも一理あるか。やってみよう」

「志筑さん！　頑がん張ばってくださいね」

　間近で応おう援えんする寧々に拳を掲かかげてみせると、正宗は優から教わったとおりに力を込めた。

　脳内に回路が開くような感覚。

　ぬいぐるみの背中にあるペットボトルロケットの水が、ごぼごぼと音を立てて沸ふつ騰とうする。このまま内圧が最大限に高まれば、水を噴ふん出しゆつさせながら、一気に飛んでいくはず。

　しかし、まだ足りない。

　正宗はさらに力を込める。

　ごぼごぼ、という音が高まっていく。優や寧々が手に汗あせを握にぎって見守っている。ロケットを背せ負おったぬいぐるみも、いまかいまかと目を輝かがやかせる。

　そして。

　ごぼ、ぱぁん――！

　ロケットが破は裂れつした。

　中に入っていた水が、あたりに撒まき散ちらされる。

「うおおっ。冷たい」

　水をかぶったのは、正宗だけではない。

「「きゃあっっ」」

　そばにいた寧々と優まで、びしょびしょになってしまった。

　しかも、それだけじゃない。

　寧々の下着が見えるぐらい服が透すけてしまった。さらに優まで透ける制服を恥ずかしそうに両りよう腕うでで隠かくしていた。

「なぜ、お前まで恥ずかしがる!?」

「恥ずかしいものは、恥ずかしいんだよ！　ともかく、こっち見るなぁ！」

「そうです、志筑さん。柊くんを見ちゃダメです」

「お、おお。すまん！」

　あわてて優から顔を背そむける。

　と、今度は寧々と目が合った。視線が下に向く。胸むな元もとに貼はりつくシャツが煽せん情じよう的だった。いつもは意識していなかったが、かなりスタイルがいいことが、いやがおうでもわかってしまう。

　そんなことを思っていると。

『何を見てるんだ、お前は！』

　正宗のかたわらにいたぬいぐるみが、いきなり怒ど鳴なった。遠くから七海が操っているのだろう。さらにその隣となりの陽菜も声を張り上げる。
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「まじめにやれ――――――――っ！」

　怒ど声せいのタイミングにあわせたように、ぬいぐるみのアッパーカットが正宗の顎に命中した。







　濡ぬれてしまった制服を着き替がえるために、更こう衣い室しつへと戻る途中。昇降口に差しかかったあたりで、正宗はタオルを投げられた。危なっかしく受け取って顔をあげる。

「宝ほう蔵ぞう院いん！　どうしたんだ？」

　美也子が腕うでを組みながら正宗を見つめていた。

「こんなんで大だい丈じよう夫ぶなんか？」

　質問に質問で返されたが、正宗は「まあ、いいか」とすぐに切きり換かえた。

「精いっぱい、やってはいるけどな。ただまあ正直なところ、やってみなきゃわかんない、かな」

「なんや、頼たよりないな」

「そういうけどよ。相手の能力もわからないから、これ以上作戦を練りようもないんだ」

　タオルでごしごし頭をぬぐいながら、正宗は愚ぐ痴ちをこぼした。

　ランク上位者には、わりと極きよく端たんな傾けい向こうが見られる。

　純じゆん粋すいに力を磨みがいていき、能力について知られていても手が出せないレベルを目指す実力主義者。もしくはイベントにもあまり参加せず、その力を極力隠したままで試験を中心にランクをあげていった秘密主義者。

　前者の美也子に対して、鍵谷大樹は後者であるらしい。

　少なくとも正宗たちは、彼かれの力について知ることができなかった。

「そうか。せやったら、大樹の力がどんなもんか、探さぐってみよか？」

　頭をぬぐっていた手が、ぴたりと止まった。

「そんなことできるのか？」

「まあ、ウチはＡランクやからな。それなりの情じよう報ほう網もうとか駆く使しすれば、なんとかならんこともない」

「マジか。すごいな。それは正直ありがたい、けど……」

「けど、なんや？」

「いや。どうしてそこまで俺のためにしてくれるのかな、と思って」

「そ、それは……」

　美也子と正宗の目が合った。

　瞬間、美也子はふいっとあさっての方向を向いてしまう。その横顔がわずかに赤く染まっているように、正宗には見えた。

「それは、やな……。あんたのことを、す……」

「うん？　なんだ聞こえない」

　正宗が美也子に一歩、歩み寄る。すると美也子は、

　ずさささささっ。

　大げさなまでにあとずさった。

「な、なんでもええやろ！」

「なんなんだ、いったい。ちょっと情じよう緒ちよ不安定すぎるだろ」

「うるさいなぁ、もう！　どうなんや、鍵谷の能力をウチに調べてほしいんか、ほしくないんか。どっちや？」

「あ、ほしい、ほしい」

「それが人にお願いするときの態度なん？」

　美也子が、ニヤリと笑いかける。その真意を察して、正宗は小さくため息をついた。

「調べてほしいです、お願いします。美也子さま――どうだ、これでいいか!?」

「そこまで言うんやったら、しゃあないな」

「ったく、なにが『しゃあない』だよ」

　思わずつぶやいた正宗だが、知らずに口元が緩ゆるんでいた。なんというか、これぐらいの軽口を叩たたいているぐらいが美也子らしいと、正宗は思う。

　美也子も同じように笑っていたが、ふとそれを引っ込めた。

「ところで気になってたんやけど。なんで鍵谷の妹の能力を欲ほしがっとるんや？」

「あれ？　知らなかったのか？」

「ウチが知ってるんは、鍵谷の妹をめぐって、兄とやり合ういうことだけや」

「そうだったのか」

　正宗は簡単に説明した。陽菜の姉のこと、彼かの女じよが記憶を失っていること。それを元に戻すために〝暗号解除ロツクブレイカー〟が必要なこと。

「なるほどなぁ。城田のお姉さんがね」

　状じよう況きようを理解すると美也子は正宗に目を向けて、鋭するどく言い放った。

「ほんま、お人ひと好よしやな」

「な、なんだよ。別にいいだろ。っていうか厳密に言えば、俺おれのためでもあるんだから、お人好しとは違うだろ？」

「まあまあ、そういうことにしといたるわ」

「んだよ」

　むすっとむくれて、タオルを首にかけたその拍ひよう子し。正宗は自身の右指に目が留まった。

「あっ。しまった。――種切れだ」

　そこにさっきまで浮かんでいたはずの星型のアザが消えている。なるほど、使おうと思ってみても〝中の人なんていないパペツトマスター〟の感覚が呼び覚ませない。

「つまりそれは、また仁に科しなさんとキスするゆうことか？」

「……いっておくと、俺はキスだとは思ってないからな」

「儀式って言いたいんやろ？　わかってるわ」

「だったら良かった。ああ、そろそろ行かないと――じゃあな」

　いつまでも遊んでいるわけにはいかないと更衣室へと足を進めた正宗の背中に、美也子の声が投げかけられた。

「なあ、正宗！　ウチの能力も貸したろか？」

「……え？」

　振ふり返かえった。

　美也子の顔は逆光になってしまっていて、よくは見えなかった。真意をはかりかねて、正宗は返答に窮きゆうする。

　それはもちろん美也子に力を借りられたら嬉うれしいし、これほど心強いことはない。だがしかし美也子は、一いつ緒しよに戦った仲間でもない。おいそれと力を貸してくれと頼たのめるような仲ではない。

　ただのクラスメイトだ。

　しばしの沈黙が流れた。

　そして。

「冗談や、冗談。そないに簡単に、ウチがキスさせたるはずないやろ？」

　拍ひよう子し抜ぬけした。

「――はは。ははは、そうだよな。うん、わかってた」

　正宗は笑い飛ばして、更衣室へと足を向けた。

　立ち去り際ぎわ、美也子に小さく「ばか」と罵ののしられた気がした。




　　　※　※




　あたりは夕ゆう闇やみに包まれつつあった。

　特訓を終えた正宗はグラウンドの隅すみまで来たところで、座すわり込んでしまった。

「さすがに疲つかれたな」

　誰だれもいなかったせいか、思わず泣き言が口からこぼれた。

　陽菜や七海は澪が心配だということで先に帰ってしまったし、優は後片付けをするべく用具倉庫へと向かっていた。寧々は、

「お疲れでしょうから、飲み物をお持ちしますね」

　と、どこかに行ってしまった。

　フラッグまで残り一週間しかない。できることをやるだけとはいえ、この努力をつづけて勝てるのだろうか。

　そんなことをぼんやり考えていると。

「はい、お飲み物です」

　ふいに肩かた口ぐちにスポーツドリンクを差し出された。

「ありがとう」

　受け取ってから、相手を目にして驚おどろいた。てっきり寧々だと思っていたが、違った。

　中等部の鍵谷わかばが、そこにいた。

「先せん輩ぱい、ここにいたんですね」

「わかばちゃん！　どうしたの？」

　わざわざ中等部からここに来る理由なんて、正宗には思いつかない。

「いえ。お兄ちゃ――兄と対戦することになって、特訓なさっていると思いまして。気になって来ちゃいました。……でも、もう終わってしまいましたよね。遅おそくなってしまって、すみません」

「いやいや。これっぽっちも謝る必要ないぞ？」

　わかばを見つめ、正宗はちょっと変わった子だなぁと思う。

　なにせ積極的で、行動的だ。いまも正宗の隣に、止める間もなく座り込んでしまった。スカートが汚よごれるから、やめた方がいいのに。

「それで、ですね。……先輩は、本当に兄と戦うつもりなんですか？」

「まあね。成り行き上、そうなっちゃったしな」

「勝てそう、ですか？」

　直球の質問に、正宗は思わず苦く笑しようした。

「正直なところを言えば楽ではないね。能力だって、分からないしさ」

「……だったら教えます」

「まあでもできることはすべてやって、あとは当たって砕くだけろみたいな――え？　いま、なんて言った？」

「ですから。お兄ちゃんの能力について、全部教えてさしあげます」

　正宗は目をばしばしと瞬しばたたかせる。

　そんな正宗に、わかばは話して聞かせた。

　鍵谷大樹の能力は〝速度狂スピード・フリーク〟と言うらしい。

　ひと言で言えばそれは「目にも留まらぬ速さで動くことができる」能力で、かつて小学生だった頃ころ、一度だけ出場したフラッグにおいては全戦全勝。あまりに簡単に勝ってしまったがゆえに興味をなくしてしまい、以来ずっと参加していなかったらしい。

「……まんまと相手の土俵に持ち込まれたってことか」

　正宗は深刻な顔でつぶやく。

　そんな横顔をわかばはじっと見つめていた。

「あ、いや。教えてくれたのは、嬉しいんだけど。でも、どうして？」

　これから自分の兄と戦う対戦相手に、なぜそんなことを漏らしたのか。普ふ通つうだったら、敵を撹かく乱らんするために偽にせの情報を伝えにきた――なんてことも考えられるが、わかばの顔を見ていると、とてもそうは思えなかった。

　わかばは思い出したように、ぷうっと頬を膨ふくらませた。

「私、今回のこと、怒おこっているんです。だって断りもなく、私とのキスを賭けなんかの対象にしてしまったんですよ？」

「あ、うっ、それは、その……ごめん。俺があんなタイミングで切り出したりしなければ、こんなことにはならなかったかもしれないよな」

「先輩は悪くありません。……それにあの申し出自体は、ドキドキしましたし、すごく嬉しかったですし」

「ん？　なんだって？」

「え、えと、と、ともかく、悪いのはお兄ちゃんなんです！　いつも勝手に、なんでもかんでも決めちゃって！　過保護なんですよ、もう！」

　思い出したら怒いかりが再燃したようだ。ヒートアップしたわかばは、なおもひとりでしゃべりつづける。

「そりゃあ、わからなくもないですよ？　この学園に同じ頃にやってきた、たったひとりの兄妹きようだいですから。悩なやみがあれば相談に乗ってくれましたし、何か困ったことがあれば助けてもくれました。けれど、もう私だって、子どもじゃないんです。この間なんか、私に届いた手紙を勝手に読んで、勝手に相手をボコボコにしてきたとか言うんですよ。もう、ひどくないですか!?」

　それはもう全面的にひどいと思う。が、正宗は口を挟はさめなかった。

　わかばはなおも矢や継つぎ早ばやに話す。

「おかげで事情を知っている男子生徒は、みんな私を怖こわがって、距離を置くようになってしまいました。こんなことが続いたら、私、これからさき恋こいなんて……」

　そこまで口にしたところで、いきなりわかばは口を止め、さらに正宗と目をあわせて、数秒後。

　ぼんっ。

　と、音が出るほどに顔を赤くした。

「そ、そんなわけですから！　私、兄から離はなれるために、そして正宗先輩のために、味方になろうと思うんです。ダメですか？」

「いや、ダメじゃないけど……」

　味方してくれるのは心強い。けれど。

「本当にいいのか？」

「はい。ぜひ、兄に勝ってください！　そして、私と――」

　わかばは気き恥はずかしそうに顔をうつむかせて、言った。

「私と――キスしてください」

　一瞬、正宗は呼吸が止まった。

　いまだにその単語は聞き慣れない。『儀ぎ式しき』とか言い訳しているけど、もっと、こう、誤解を招きにくい言葉はないものかなと、そんなことを考えて苦笑した、そのとき。

　どさっ。

　すぐ背後の物音に飛び上がりそうになった。

　振り返れば寧々が抱かかえていた水すい筒とうを、落としてしまったらしい。

「あ、あう。い、いまのキスって言うのは、あれですよね？　能力をお借りするために、しかたなく行う儀式キスのことですよね？　ああ、びっくりしてしまいました」

　寧々は水筒を拾い上げようとする。

「あたりまえだろ、そんなの」

　と正宗は言うが、わかばは。

「そんなことありません」

「……え？」

　さらにわかばは寧々を見すえて、言った。




「だって私、ま、正宗先輩のこと……す、好きですから！」




　正宗と寧々の動きが止まった。

　言い切ったあと、わかばは胸に手を当てて、大きく深呼吸する。

「……はあ、はあ……わ、私、言っちゃった」

　緊きん張ちようから解放されて、ようやくわかばの顔に赤みが差してきた。

　正宗は混乱の極きわみに立たされ、ふいにドロップアウトした。

「ああ、この好きは、あれか。友だちって意味だろ？」

「違います！　はじめて助けていただいたときに、私は思ったんです。これは運命だって。だから先輩とは彼かれ氏しと彼女になって、そのキスとか、そ、そそ、その先とか……きゃあ」

　ひとりでわかばは身をよじる。

　正宗も寧々も事態についていけない。

　さらにそこにトラブルが畳たたみかけた。

「わかば！　来ているのか、わかば？」

　高等部に中等部の生徒が紛まぎれ込んでいたら、それなりに目立つ。どこかで噂うわさを耳にした大樹がわかばを探しにきたのだろう。

　そして大樹は、正宗とわかばと寧々のスリーショットを目もく撃げきした。

「き、きさまぁ！　わかばに何、手を出しているんだぁ！」

「俺は何もしてねえよ！」

「本当だろうな。もし違ったら、容よう赦しやしねえぞ」

「やめて、お兄ちゃん！　先輩の言う通りだもん。まだ何もしてないもん」

「……まだってなんだ、まだって！」

　大樹はゴキゴキと指を鳴らし、わかばはその兄を止めるために腰こしにしがみつき、寧々は茫ぼう然ぜん自じ失しつしていた。

　そして正宗はただただ乾かわいた笑いを浮うかべるしかなかった。







四章







　正まさ宗むねにとって、この一週間はまさに台風のような日々だった。




「うん、だいぶ僕ぼくの能力を制せい御ぎよできるようになってきたね」

「そうだな。だんだん、コツが掴つかめてきたぜ」

『〝中の人なんていないパペツトマスター〟も問題なさそうだな、おい』

　と、和わ気き藹あい々あいと特訓が進んでいた。

　かと思えば――

「おつかれさまです、志し筑づきさん。これ、レモンのハチミツ漬づけです。美味おいしいですよ」

「正宗先輩。喉のど渇いてますよね、私のスポーツドリンクをどうぞ」

　わかばが毎日のように高等部を訪おとずれては、寧ね々ねと競きそうように正宗の世話をやいていた。

「それにしても正宗先輩。この短期間で成長しましたよね。さすがです。それもこれも、私のために頑張ってくれてるんですよね？　そうですよね？　ね？」

　まっすぐに好意をぶつけてくるわかばは、正直可か愛わいかった。

　けれど同時に。

「わかばぁあ！　またここにいたのかっ!!」

　わかばがいるせいで毎回、大だい樹きが乱入してくるのが困りものだった。

「わかば！　ここには来るなと、何度も何度も何度も何度も言っただろ！」

「そんなの、私の勝手でしょ!?　お兄ちゃんに決める権利なんかないんだから！」

「とにかく！　ダメなもんはダメだ！　ほら、帰るぞ」

「あぅ！　お兄ちゃんのばかぁ！　正宗先輩、また明日来ます！」

「来るな！」

　なんて言い合いながら、大樹がわかばを引きずっていくのも毎度のことになった。

　さらに恒こう例れいとなったといえば――

「正宗お兄ちゃん！　むかえに来たよー♪」

「ぐほっ!?　ちょ、抱だきつくな！　首が絞しまって……」

　特訓が終わると、澪みおが校門前まで迎むかえにくるようになった。

　それからと言うもの、あらぬ噂が一部では流れることとなった。

　いわく、志筑正宗はすげえ年上の美人のお姉さんを手込めにして、幼児プレイで楽しんでいる、と。




　そんなこんながあって。

　あっという間にフラッグの試合当日が訪れた。




　　　※　※




「はっはは！　何かしたか？」

　正宗たちとぶつかる前の、鍵かぎ谷たに大樹の初戦。

　すでに正宗たちに手の内が知れているせいか、大樹は初戦から力を出だし惜おしみしなかった。繰くり出された火の玉をその場に置き去りにして、大樹は、あっという間にフラッグに到とう達たつし、圧勝してしまった。

　その間、二秒もかかっていない。

「……まあ、まあ。思っていたより、やるな」

　正宗は強がってみせたが、その頬ほおは引きつっていた。

　しかし、それをつっこめる者は誰もいなかった。想定を超こえていたために、茶化せるほどの余よ裕ゆうもなかったのだ。

　しかもその大樹。試合が終わったあと、遠目に見てもわかるほどに正宗を睨にらみつけてきた。さらにその隣には。

「わかばも一緒か」

　絶対に応援に行きますね！　と張り切っていたわかばだが、どうやら大樹につかまったらしい。腕をがっちりと掴まれていた。

「それにしても、さすが精鋭研究会メンサのメンバーなだけあるね。いまからでも、別の作戦を練り直そうか？」

　優ゆうは冷静なフリをしているが、緊張しているのが伝わってくる。

　正宗も軽く挫くじけそうになっていた。

　しかし――

「志筑さん！」

　突とつ然ぜん、寧々が声を大きく張り上げる。

「志筑さんなら、きっと大だい丈じよう夫ぶですよ！　わたし、信じてますから！」

　励はげます寧々の顔色は悪かった。無理しているのはわかる。

　だが、それで正宗を奮い立たせるには充じゆう分ぶんだった。

「こっちには聖女がついているんだ。自信もって行こう！」




　　　※　※




「ここか……」

　施し設せつを囲んでいるフェンスを前に、宝ほう蔵ぞう院いん美み也や子こはひとりつぶやいた。

　ここは城しろ田た澪が、かつて勤めていた研究所だった。

　襲しゆう撃げきされて以来、ここは閉へい鎖さされ、立入禁止となっている。フェンスの向こうには、ほとんど廃はい墟きよと化した三階建てのビルがあるだけだった。

　才さい花か学がく園えんの学内イベントは基本的に自由参加だ。美也子は興味がないと言って欠席していた。いまごろ正宗たちは、フラッグの第一試合を繰り広ひろげている頃だろう。

「あぁ、もう！」

　美也子は、つい先日の一件を思い出してしまった。

　せっかく美也子が大樹の能力を調べたのに、正宗はすでにわかばから聞いていたと言う。まったくの無む駄だ骨ぼねだったわけだ。

　八つ当たり気味にフェンスを蹴けろうとして、すんでのところで思おもい止とどまった。

　チラッと視線をあげれば、そこには監かん視しカメラが取り付けられており、しかも稼か働どうしているらしく、ときおりピントをあわせるためのモーター音がかすかに聞こえてきていた。

「どうして、こんなに厳重なんや？　ほとんど廃墟いうてもおかしないのに」

　ここへ来る前、美也子は施設への立ち入りの手続きを申しん請せいしてみたが、それらは無下に却きやつ下かされた。

　こんな廃はい棄きされた施設なのに、なぜ？　何かおかしい。

　美也子は気味の悪さを、うっすらと感じていた。

　けれど、ここまで来て二の足を踏ふんでいる場合ではない。

　早いところ何かしらの情報を掴んで退散しよう。

　そう思ったとき、美也子は気がついた。

　――なんやウチ。こんな一面もあったんやな。

　思わず微び苦く笑しようを漏もらした。

　少し前なら、誰かのために何かを成なし遂とげよう、とは思いもしなかっただろう。せいぜい、のちのち自分の役に立つように、手をかしてやるぐらい。

　常にあるのは自分のため。

　しかし、今の自分は違う。

　こんな健気けなげな一面があるとは、我ながら意外だった。

　――それもこれも、あいつのせいや。

　美也子の中に一人の男子生徒の姿が浮かぶ。

　――ま、いまは浸ひたっている場合やないな。

　美也子は気を取り直して、研究施設の跡あと地ちへと再び目を向けた。

　いくつかある監視カメラの死角を探して歩いていくと、一カ所だけ高いコンクリートの外がい壁へきにぶち当たった。

　研究施設のひとつの実じつ験けん棟とうの一部らしい。その姿はひとつの巨きよ大だいな塔とうのように見える。

　ここからはどうせ侵しん入にゆうできまいとたかをくくったのか、カメラを設置しなかったらしい。

　たしかに普通に考えてカメラやフェンスならまだしも、この塔を上ってみようとか、コンクリートに穴をあけて侵入しようなどと考えるヤツはいないだろう。

　だが、美也子は普通ではない。

　ひゅん。

　じゅばっ。

　美也子は〝光速の神槍グングニル〟によってコンクリートに大穴をあけて、そこから侵入した。実験棟から渡わたり廊ろう下かを歩いて、中央の研究施設に向かう。ここらには電気が来ていないのか、暗い廊下をゆっくりと歩く。

　そして、澪が使っていたと思われる部屋に、ついにたどりついた。

「ここの端たん末まつは、どうにか生きとるみたいやな」

　これまでに何台かの端末を見つけたが、どれも起動しなかった。もしかして、とデータを探る。しかし。

「……あかん」

　データはすべて消されていた。

　美也子は、思わずため息をもらした。

　――くたびれ儲もうけやったか。

　収しゆう穫かくがゼロだったのなら仕方ない。早いところこの施設を出よう。そう思って、出口に向かおうとしたときだった。

　カラン。

　爪つま先さきに何かが当たった。美也子は床ゆかに落ちていた、それを拾い上げる。

「なんで、これがこんなところに？」

　美也子が見つけたもの。

　それは精鋭研究会メンサの会員章だった。




　　　※　※




　フラッグ戦の盛り上がりは最高潮を迎えていた。

　すでにほとんどの第一試合が終わり、いよいよ第二試合が始まろうとしている。

「あぁっ！　やっぱもう一回トイレ行ってくる!!」

　正宗も緊張を隠せないでいた。

「もう、さっきから何回いくつもりなのよ!?　もう五回以上は行ってるわよ？」

　陽ひ菜なが呆あきれていた。

「う、うるさいな！　こればっかりは仕方ないだろ!?　それともなんだ？　試合中に俺が漏らしてもいいのかよ！」

「私はかまわないけど？」

「こいつ！　って……あぁ、もう限界！」

　正宗は陽菜との罵りあいを切り上げて、トイレへと走っていった。







「あぁ、すっきりした」

　人ひと心地ごこちついた正宗が、トイレから出てきたところ。

「正宗先輩！　こっちに来てください」

　いきなり、物もの陰かげから飛び出してきた女子生徒に腕をつかまれ、あいている教室に引っ張られた。

　誰かと思えば他ほかでもない。

　鍵谷わかばだった。

「……ん？　どうした？　そんな思いつめた顔をして」

　わかばは当初「正宗先輩の応おう援えんに行きます！」などと言っていたので、そのつもりかとも思ったが、どうやら違ちがうらしい。そもそも応援するのに、こんな人けのない教室である必要がない。

「先輩！」

　ようやくわかばが、口を開いた。

「いままで頑がん張ばってきた正宗先輩に、本当はこんなこと言いたくないんですけど、でも、お願いします！」

　まさかここにきて、逆にわかばに頼みごとをされるとは思っていなかった。正宗は首をかしげる。

　するとわかばは、

「今回の試合、辞退してくださいっ！」

　深々と頭をさげた。

　あまりの申し出に目を何度も瞬かせる正宗に、わかばはさらに言いい募つのる。

「お兄ちゃんは相当、先輩のことを目の敵にしていて。次の先輩との試合、競技のルールの限度を超えた攻こう撃げきを考えているみたいなんです。気がついた私も止めたんですけど、どんなにお願いしても止める気はないって……。だから。だから……」

「なるほどね、そういうことか」

　正宗は泣きそうになるわかばの頭にそっと手をおいた。

「ありがとう、教えてくれて。助かったよ」

　その瞬しゆん間かん、わかばの堪えていた涙なみだが、ついに溢あふれだしてしまった。

「ごめんなさい。先輩」

「わかばちゃんが謝あやまる問題じゃないだろ？」

　しかしわかばは、首を左右に振った。

「あんな人でも私のお兄ちゃんなんです。これ以上お兄ちゃんの横暴を許したら、きっと、まわりには敵しかいなくなっちゃいます。だから兄のためにも、先輩を傷つけさせないでください」

「兄貴思いなんだな、わかばちゃんは」

　そのセリフをわかばは、肯こう定ていも否定もしなかった。

　でもきっと大樹に対して感謝の念は、たしかにあるのだろう。

　だからこそわかばは、重ねて願う。

「先輩。今回の試合……辞退してもらえませんか？」

　わかばの流した涙に心が痛んだ。わかばのために、本当に力になってやりたいと思った。

　だからこそ正宗は――

　首を横に振った。

「どうしてですか!?　先輩だって、危ないかもしれないんですよ!?」

「わかってるけど。でもここで逃にげたら、またあの人は増長する。そうは思わないかい？」

　フラッグに参加することで、大樹がルール無視で正宗を痛めつけても。

　フラッグに不参加となることで、大樹が「俺に恐おそれをなして逃げた」と増長しても。

　どちらも兄妹のためには、ならないだろう。

　それに。

「でも、もう約束しちゃったしなー。勝ったら、きみとキスさせてもらうって。いまさら、あきらめるなんて、無理だよなぁ」

　正宗はおどけてみせたが、わかばはこのセリフで逆に覚かく悟ごを決めてしまったらしい。

「キスしたいなら、いま、ここで――」

　わかばは、そっと目を閉じた。

「しましょう」

　誰もいない教室の片かた隅すみ。わかばの頬には涙が伝わっていた。

　それはまるで映画のワンシーンのようで、そんなわかばにドキドキしないはずがない。

　だが、それでも――。

「そんなズルなんかできないっての」

　わかばの悲鳴を無視しながら、正宗は彼女の髪かみをくしゃくしゃと撫なでまわした。




　　　※　※




「よく逃げずに来たな」

　大樹は不敵な笑えみを浮かべた。

　一方の正宗は、無言のまま静かに闘とう志しを燃やしていた。

　絶対に勝つ。澪のためにはもちろん、わかばのためにも勝たなければならなくなった。

「お互たがい、準備はいいなっ!?」

　正宗と大樹が所定の位置につく。彼ひ我がの距きよ離りは、二十メートルほど。

　審しん判ぱんが二人に目配せする。

　二人とも、無言でうなずいた。

「それでは……第二試合一組目、鍵谷大樹 対 志筑正宗――」

　審判が旗を振り上あげた。

　参加者だけでない。見守る人たちまで巻きこんで、緊張した空気が広がる。

　そして。

「試合、開始!!」

　審判が旗を振り下おろした。

「っしゃ、いけぇ！」

　試合が始まると同時に、正宗は〝エントロピー減少マクスウエルの悪魔〟を発動させた。

　ぷしぅぅぅぅっ！

　という音と共に、ぬいぐるみに括くくりつけられたペットボトルロケットが勢い良く水を噴ふん射しやする。ロケットとぬいぐるみは、一直線にフラッグへ向けて飛んでいく。

　だが――

「おるああああ!!」

　大樹は地面を蹴ると同時に、〝速度狂スピード・フリーク〟を発動。その巨きよ体たいからは信じられないような速度に加速すると、フラッグには目もくれずに正宗へと向かっていった。

　目的はただひとつ。

　正宗にむけて、全力の体当たりをぶち当てることだった。

　すでに大樹の巨体は、自動車並の速度が出ている。

　観客たちは目で追うのが、やっとだろう。

「もらったぁ！」

　大樹が叫さけぶ。

　そして、正宗も返す。

「んなもんっ、お見通しなんだよ」

　大樹が衝しよう突とつしてくる寸前、正宗は横へと跳とんでかわした。

「なにっ!?」

　常人であれば、間ま違ちがいなく反応できない速度だったはず。それを可能にしたのは、陽菜の能力――〝廻る走馬灯クロツクアツプ〟を借りて、体感時間を引き延ばしていたからだ。

　だが、しかし。

「つぅ……」

　大樹の攻撃をかわしたはずの正宗が顔を歪ゆがめた。

「思ってたよりも、速いな」

　どうやら大樹の攻撃が、足をかすっていたらしい。あの巨体と、速度だ。かするだけでも、充分な威い力りよくを持つ。

　それに〝廻る走馬灯クロツクアツプ〟では体感時間を引き延ばして、まるでスローモーションのように捉えることができる。が、その世界では自分の身体も、ゆっくりとしか動けない。自らが素す早ばやく動けるわけではないのだ。

　それを大樹はよくわかっていた。

「もういっちょっ!!」

　再び高速で迫せまってきた大樹を、今度もギリギリで避よける。横に跳んだ勢いを利用して、そのまま転がって大樹との距離をとった。

「おい、審判！　いまのは、ファールだろ!?」

　起き上がりざまに正宗は審判にクレームをつけた。

　フラッグのルールでは多少の妨ぼう害がいは許されていたが、これはあきらかにその限度を超えている。注意やペナルティーを与あたえられてもおかしくない。

　だが、反則を告げる笛は鳴っていない。

　どころか審判は、あらぬ方向を見つめていた。

　――そういうことかよ。

　どうやら審判も、大樹とグルらしい。圧あつ倒とう的てき劣れつ勢せいにかえって笑えてしまった。

「ここまでされて勝てたら俺おれ、カッコ良すぎるな」

　正宗は再び〝エントロピー減少マクスウエルの悪魔〟を発動させた。

　さきほど大樹の攻撃を避けた際に、正宗は能力を解いて、ぬいぐるみを地面に落としてしまっていた。それを再起動。ぬいぐるみの背中に背せ負おったペットボトルロケット内の水が、ゴボッと音を立てはじめ――

「ずいぶんと余裕だな!?」

　大樹が一気に正宗に距離を詰つめ、殴なぐりかかった。

「ぐぁ」

　思い切り頬を殴られ、正宗は吹ふき飛とばされた。その拍ひよう子しに正宗は能力のコントロールを失い、ぬいぐるみはあらぬ方向へ飛んでいってしまった。

「くそっ……」

　悪態をつきながら、正宗は立ち上がる。だが足に力が入らなかった。

〝エントロピー減少マクスウエルの悪魔〟は、かなり集中力のいる能力だ。練習してきたとはいえ、予想を上回る大樹を相手に、〝廻る走馬灯クロツクアツプ〟を併へい用ようしながら使いこなすのは難しい。

　正宗は先に試合を終わらせることもできず、窮きゆう地ちに立たされてしまった。

「何か、遺ゆい言ごんはあるか？」

　大樹が、あえてゆっくりと正宗に歩み寄った。

「遺言。遺言ね……そうだな……」

　正宗は、考えるふりをする。

　その間「なにか逆転する方法はないか？」と、抜ぬけ目め無くあたりを見回して、そして、思いついた。

「遺言は――わかばちゃんを泣かせるな。で頼たのむよ」

「お前が、言うかっ！」

　突然、大樹が加速した。

　これを見み越こして、正宗はなんとかギリギリで避ける。その背後には、学園のグラウンドに面した鉄製の門もん扉ぴがあった。その上部は槍のようにとがっている。

「ぬぉぉ!?」

　このまま大樹は鉄の門へと激げき突とつ――しなかった。

「なめるなあああ!!」

　大樹は走はしり幅はば跳とびの要領で跳んだかと思うと「ふんっ！」と鉄てつ柵さくを蹴った。ぐにゃりと門が歪み、尖とがった部分がこちら側を向いてしまった。

　そこから大樹は、さらに加速し直した。

「なんだと!?」

　大樹は、呆あつ気けにとられた正宗へと向かって進み、

「ぐぁっ！」

　直ちよく撃げき！

　正宗は吹き飛ばされて、地面を二転三転した。能力を解いた大樹は、正宗を見下ろして鼻を鳴らす。

「ふんっ。清々した。お前のようなヤツが近寄ってくるから、俺はわかばから目がはなせないんだ」

　正宗としては、大樹の想像するような理由でわかばに近づいたわけではない。

　ゆっくりと身体を起こして、正宗はつぶやくように告げる。

「目が離せないって、そんなこと誰だれが頼んだんだよ」

　ダメージは小さくない。しかしそれでも正宗は声を絞しぼり出した。

「お前が過保護すぎるとな……わかばちゃんが困るんだよ。あの子だってもう子どもじゃないんだからよ……いい加減、信じてやれよ」

　わかばの顔が浮かぶ。

　彼かの女じよは心から、兄が敵を作って孤こ立りつしないかと心配していた。それなのに大樹は……！

「わかばちゃんのため？　笑わせんなよ。お前は妹のためだなんだとか言って、あの子のことを何も見てないじゃねぇか。結局、あの子を信用してねぇんだよ！　それであの子のためとか、笑わせんな！」

「う、うるせえ！　てめえに、俺たち兄妹の何がわかるってんだ！」

「ああ、わかんねぇよ」

　正宗は、満まん身しん創そう痍いとは思えない迫はく力りよくで大樹をにらみつけた。

　大樹も負けじと、にらみ返した。

「……志筑、お前は本気で潰すっ！　絶対にだ!!」

　大樹は運うん動どう靴ぐつの紐ひもを、きつく結びなおしはじめた。ほどけていたわけではない。おそらく、気合を入れ直すための儀式のようなものなのだろう。

　正宗は肌はだで、そう理解した。

「行くぞ、志筑っ！」

　靴くつ紐ひもを結び終えた大樹が、クラウチングスタートの構えを取る。

　そして――

「しゅっ！」

　短い呼気と共に、大樹がスタートを切った。もちろん正宗は、〝廻る走馬灯クロツクアツプ〟を限界まで発動させていた。だが……。

　どごっ。

　少しかすっただけで、全力で殴られたような衝しよう撃げきを受けた。

　大樹の速さは、いままでとは比べ物にならない。〝廻る走馬灯クロツクアツプ〟を使っても、しっかりとは捕ほ捉そくできなかった。

「マジかよ……」

　もはや正宗は立ち上がるのが、やっとだった。

　大樹はいま、グラウンドの端はしまで到達していた。ずささささささっと足裏で砂ぼこりをあげて、滑すべっていく。あまりにも速すぎて、制止するまでに距離が必要なのだろう。

「こうなったら、しかたねえ……奥おくの手てを使うか」

　正宗は小さくつぶやく。そして。

「影かげ分身！」

　正宗の分身が一人二人三人……最終的には十人もの正宗が出現した。







　――分身とは面おも白しろい。

　大樹にも理り屈くつは想像できる。

　志筑正宗のクラスメイトであり、ルームメイトの柊ひいらぎ優については、大樹も調べがついていた。あまりデータは多くなかったが、先のキング・スティングでその力を披ひ露ろうしている。その情報を得ることは、精鋭研究会メンサにとっては難しくない。

〝エントロピー減少マクスウエルの悪魔〟は蜃しん気き楼ろうを引き起こせるという。それを応用しているのだろう。

　――なるほど面白い。が、それだけの曲芸だな。

　大樹は思わず笑ってしまう。

　あの十体のうち、本物はひとつ。それを見み極きわめるまでは、大樹はうかつに手が出せない。正宗はそう思っているのかもしれないが、ひとつ大きな勘かん違ちがいをしている。

　少なくともこの分身は、大樹の〝速度狂スピード・フリーク〟の敵ではない。なぜなら。

「いくら数が増えても、全部、叩たたき潰つぶすまでよ！」

　大樹は勢いよく飛び出し――

　いきなり転てん倒とうした。

「ぬぉっ!?　な、なんだ」

　足下に違い和わ感かんを感じて見下ろした大樹は、目を瞠みはった。

　大樹の靴紐は、いつの間にか両足を連結するように結びなおされていた。さらに、その足には、さきほどまで正宗が操あやつっていたぬいぐるみが抱きついていた。

　大樹は正宗をにらみつけた。

　――この人形を操って靴紐を結んだわけだな。影分身は囮おとりか。

　やられた。と思った。だが。

「だったら、なんだ」

　こんなものは自分のパワーと初速で引きちぎればいい。

　影分身中の正宗のうち、一人だけフラッグに近づいているヤツがいる。

　間違いない。そいつが本物の正宗だ。

　そう判断した大樹は、グッと足に力を込めた。

　瞬間、正宗と目が合う。

「バカ、やめろ！」

　正宗が叫んだが、かまうものか。大樹は地面を蹴り、靴紐を引きちぎって加速した。

　その瞬間。

　ぼんっ！

　小さい爆ばく発はつ音おんが聞こえた。

　足下に衝撃が走った。

　と思ったときには、大樹は軽かろやかに宙を舞まって吹き飛んでいった。




　　　※　※




　大樹が目を覚ましたのは、保健室のベッドの上だった。

「お、やっとお目覚めかよ」

　飛び起きたと同時に聞こえてきたのは――

「志筑！　なんで、お前が？」

　隣となりのベッドに正宗が寝ねていた。

「なんで俺はここに？　っていうか、いったい何が起きたんだ」

「落ち着けって、保健室では静かにしろ」

　正宗のいうことはもっともだった。不承不承、大樹は思わず口をつぐむ。

　そして正宗は、ゆっくりとあのときのことを話しはじめた。

　大樹に聞こえた爆発音は、足に貼はり付ついていたぬいぐるみの予備のペットボトルが原因だった。このペットボトルは、もしメインロケットの水がなくなった場合、ぬいぐるみを操作して補ほ充じゆうさせるための予備タンクみたいなものだった。

　正宗はそれを、大樹が走り出す瞬間を狙ねらって――

「爆ばく発はつさせたってわけだ。靴紐なんかじゃぬるくて止められなくても、これならば止められるだろうと思ったんだ」

「……そうか。だったらお前が勝ったのか」

「いや。引き分けだ」

「…………はぁ？　なんで。俺が転んで気を失っている隙すきにお前がフラッグを取って勝ち。って流れだろ」

「俺も最初はソレを狙ってたつもりだったんだよ。けどな――」

　ペットボトルを爆発させた瞬間、予想外のことが起きたという。

　正宗の考えでは、ペットボトルも小さいしたいした爆発は起きず、大樹が転倒する程度だろうと思っていた。実際そのとおりだったのだが、問題は大樹のスピードの方にあった。

「お前のフルスピードをまったく計算にいれてなかったんだよな……転ぶというより、加速のついたお前は彼方かなたまで吹っ飛んでいったんだよ」

「だから、なんだっていうんだ」

「問題はその吹き飛んでいった先だよ」

「うん？」

「お前、覚えてるか？　試合の序じよ盤ばんか中ちゆう盤ばんあたりで、学校の門の扉とびらを蹴ったの」

「たしかに蹴ったな」

「あれな。上部の先せん端たんが、槍みたいにとがってたんだ。しかもお前が本気で蹴るもんだから、グニャって曲がって、こっち側にその先端が向いてたんだよ」

　大樹は記き憶おくをたどる。いわれてみればそんな気もした。

「宙を舞ったお前は――そのまま、先の尖った門に一直線に飛んでしまっていたんだ。俺は焦あせったね。このままじゃ大おお怪け我が……最悪、死んでしまうかもしれないってな。だから、俺はお前を止めるべく身を投げ出したんだよ」

　見事正宗は、大樹の身体を受け止めた。が、さすがにその衝撃はすさまじく、正宗は気を失ってしまった。つまり両者ノックアウトとなって、引き分けとなったのだ、という。

　大樹は正宗に尋たずねた。

「どうして俺を助けた？　あんだけさんざん罵ののしった俺を」

「だって、そんなの。もし万一死んだら、わかばちゃんが悲しむだろ？」

　正宗は即そく答とうだった。

　大樹は唖あ然ぜんとして――。

　そして小さく笑った。

「ふっ。わかった。いい、俺はもう戻もどる」

　大樹は勝手にベッドから降りると、保健室のドアへと向かった。

「おい、大樹！」

「なんだ？」

　正宗の呼びかけに、大樹は振ふり向むかない。

「いい妹だよな、わかばちゃん」

「……そんなことは、百も承知だ。バカもん」

　大樹はそれだけ残すと、一度も振り返かえることなく保健室から出て行った。




　　　※　※




　正宗は、一人だけになった保健室からグラウンドを見た。

　どうやら、フラッグは決勝戦を迎むかえたようだ。

「そういえば。勝ったらキスって話だったけど、ドローのときはどうするつもりだったんだ？」

　などと考えていると――

「志筑さんっ！」

　いきなり、保健室の扉が勢い良く開いた。

　飛び込んできたのは、泣き顔の寧々だった。

　そしてさらに。

「正宗先せん輩ぱいっ!!」

「うぉ、わかばちゃん！　また泣いてるのか」

　駆かけ寄よってきた寧々を追おい越こして、わかばが正宗に抱だきついた。

「私、今日の試合を見て正宗先輩のこと、もっと好きになりました」

「お、あっいや……そ、そうか？　それは、あーえー、なんというか。ありがとう」

　寧々がいる手前、正宗はわかばをどう振りほどこうかと焦りに焦っていた。ところが、わかばはその前に、先手を打った。

「正宗先輩、大好きです！」

「んぐっ!?」




　突とつ然ぜん、正宗の唇くちびるに柔やわらかいものが触ふれた。




　しばし思考は停止。目を瞠った正宗の視界いっぱいに、わかばの顔のアップが映る。身動きひとつできないでいると、ゆっくりとわかばが顔を離はなした。

「な、なんで？」

「勝ったわけでも負けたわけでもないなら、私はキスしなきゃいけない義務もないですし、かといって近づくことも兄に許されてないわけではないですから。つまり自由です」

　そこまで言ってわかばは頬ほほを染めながら、じつにいい笑え顔がおを浮うかべた。

「だから、これはなんでもない、ただの私からの、ただのキスです」
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　その後、わかばは「いちおう今日は、ケガしているはずのお兄ちゃんの面めん倒どうをみてあげようと思います」と残して、保健室を去っていった。

　残されたのは、正宗と寧々だけだ。

「御み厨くりやさん……なんか怒おこってる？」

「別に？　怒ってません。いまさら、志筑さんが女の子とキスするのは日常風景みたいなものですから。それより良かったですね。彼女の能力を借りられて」

「あ。ああ。うん、そうだよな。これでようやく澪さんの記憶を取とり戻せる」

「そのためにも、治ち療りようしますから、大人しくしててくださいね――ここ、痛いですか？」

「痛い、痛い、痛い！　青アザになってるところ、押おさないでよ」

「あ、ごめんなさい。志筑さん」

「……本当に怒ってないよね？」

　思わず正宗が問いかけてしまった、そのときだった。

　勢いよく保健室のドアが開いて、優が飛び込んできた。

「聞いてくれ、大変なんだ！」

「なんだ？　どうした、そんなあわてて」

「き、聞いてくれ。あのね、美也子さまが……」

　そこで優は一度言葉を切って、大きく深呼吸。そしてようやく言った。

「美也子さまが、澪さんを襲しゆう撃げきした容疑で投とう獄ごくされたんだ！」







五章







　――正まさ宗むねと大だい樹きの決着がつく、少し前。




　才さい花か学がく園えんの精鋭研究会メンサ室に、美み也や子こはいた。

　薄うす暗ぐらい室内には、彼女以外にもう一人の姿がある。

『精鋭研究会メンサ副会長・宮みや部べ奈な央お』というネームプレートが置かれたデスクに座すわる少女は、キーボードのタイピングを止めて、パソコンから顔をあげた。

「……それで？　宝ほう蔵ぞう院いんさんはその事件について説明するために、わざわざ精鋭研究会メンサまでお越しになられたのですか？」

　その事件――つまり、澪みおが襲しゆう撃げきされた事件のことだ。

　複数能力保持者マルチホルダーの誕生に難色を示す精鋭研究会メンサと、複数能力保持者マルチホルダーの研究を進める澪とは、やはりそれなりの意見の対立がみられた。澪襲撃の当初は精鋭研究会メンサの関かん与よも疑われていたが、結局証しよう拠こは見つからず、今も事件は謎なぞのまま。

「城しろ田た澪さんの事件は一年前のことなのでしょう？　それに精鋭研究会メンサに問われましても、お答えできることはありません――――ああ、ですが……」

　奈央はカタカタとキーボードを打ち鳴らし、

「城田澪さんのご同どう僚りようである梶かじ岡おかという方が、事件にお詳くわしいようですね。なんなら、精鋭研究会メンサから紹しよう介かい状じようを出しておきましょうか？　おそらく協力してくれるでしょうから」

　奈央は事務的な口調で、美也子に告げる。

　それから、美也子の返事を待たずして紹介状らしい書類を認めにかかる。

　――あかんな、これ暗に帰れ言われとるようなもんやんか…………。

　美也子は小さく嘆たん息そくしてから、ポケットに手を伸のばした。

「あくまで関係ないと言いたいんやな。――これ見ても、同じこと言えるんやろか？」

　それは、研究所跡あと地ちで見つけた精鋭研究会メンサの会員章だった。

　多大な権力を持つ精鋭研究会メンサ。

　その会員章は本来厳重に管理されているため、まず美也子のような一いつ般ぱん生徒には――たとえＡランクであっても、おいそれと手に入れることはできない。

　奈央は会員章を偽にせ物ものだと思ったようだが、手にとって確かく認にんすると徐じよ々じよに険しい表情になっていった。

「それが研究所跡地に落ちてたんや。不自然なまでに厳重なうえに、綺き麗れいさっぱり証拠が消えとる場所にな――これでもまだ、精鋭研究会メンサは無関係、なんて言えるん？」

　美也子が、冷ややかな視線で奈央を睨にらみつける。

　だが、奈央はその視線に動じたふうもなく、ただ一言。

「……なるほど、あなたでしたか」

「ん？」

「ちょうど先日、この会員章が盗とう難なんに遭あっていましてね。公おおやけにしては精鋭研究会メンサの信用に関かかわるということで秘ひ密みつ裏りに捜そう査さしていたのです」

「……何が、言いたいんや？」

「Ａランクのメンバーが襲おそわれて奪うばわれたので、犯人は相当な手練ではと推測されていたのですが――なるほど、〝光速の神槍グングニル〟と呼ばれる宝蔵院さんならば、難しくはないかもしれませんね」

「なんや、ウチがやったとでも言いたいん!?　ふざけんといてや！　ウチはこの会員章を、研究所で拾うただけや」

　美也子が思わず声を荒あららげる。

　だがそれでも奈央は表情を崩くずさない。

「では、これを拾ったと証明できますか？」

「そ、それは……」

　奈央が、口端を吊つり上げる。

「精鋭研究会メンサに言いがかりをつけるために会員章を奪ったのかもしれませんが、馬ば脚きやくを露しましたね」

　そのとき、精鋭研究会メンサ室の扉が勢いよく開いた。

　続いて、数人の生徒が突とつ入にゆうしてきた。

　彼かれらは一様に、対能力者用のジャケットを着こみ、その腕うでには役職を示す腕わん章しよう――

「我々は風紀委員です。宝蔵院美也子、あなたを精鋭研究会メンサメンバー襲撃事件の容疑者――および複数能力保持者マルチホルダー研究施し設せつ襲撃事件の犯人として、拘こう束そくします」

　美也子は心中で毒づいた。

　対応が早すぎる。

　出来過ぎている。

　精鋭研究会メンサが仕組んだのか、それとも風紀委員か――はたまた別の誰かなのか。

　なんにせよ、ここで風紀委員に抵てい抗こうしようものなら、それこそ美也子は正しよう真しん正しよう銘めいの犯罪者になってしまう。さすがにそこまでのヘマはできない。

「……これは、しょうがあらへんな」

　諦あきらめたように言って、美也子は大おお仰ぎように両手を挙げる。

　精鋭研究会メンサ室を出る前に一度、振り返った。

　薄暗い部屋の中で、奈央はパソコンに向かい、再びキーボードを打ち鳴らし始めていた。




　　　※　※




　才花学園における風紀委員とは、学園内での警察的な役割を担になっている。

　学内外問わず問題を起こした生徒は風紀委員によって取り締しまられ、学園内にある教室の一つ――反省室なる場所へと送られる。

　反省室と言えば聞こえはいいが、その実は留置場という表現がピッタリだ。

　美也子拘こう束そくの一報を受けて駆けつけた正宗たちが通されたのは、独どく房ぼうと呼ぶにふさわしい一室だった。

　鉄てつ格ごう子し越ごしに向かい合った美也子は、拘束までの経けい緯いを語り、ため息をついた。

「…………というわけなんよ。はぁ……、ウチとしたことが精鋭研究会メンサにハメられるとは、ヘタ打ったもんや」

「すぐ出してやるから、少しだけ待っててくれ」

　正宗が力強く言い切り、寧ね々ねも隣でうなずいた。

「志し筑づきさん、〝暗号解除ロツクブレイカー〟を手に入れたんです。だからあとは澪ちゃんの記憶を戻せば、きっと美也子さんの無実も証明できます！」

　陽ひ菜なも優ゆうも七なな海みも、それぞれ美也子を励はげますようにうなずいた。

「……おおきに。期待しとるわ」

　気き恥はずかしくなって、美也子は頬をかいた。

　正宗はよしとばかりに膝ひざを叩いて、腰こしを上げようとした。

「ああ、正宗。ちょっと待って」

「なんだ？」

「ちょっと。ちょっとこっち寄って」

　ちょいちょいと手招きされて、正宗は鉄てつ格ごう子しへと近づく。なんだろうと無む警けい戒かいのままの正宗の頬を、格こう子しの間から伸びた美也子の手がつかまえた。

「え？」

　そして美也子は正宗の顔に顔を寄せて。

　ちゅうぅぅ。

　鉄格子の隙すき間ま越ごしにキスをした。

　正宗だけじゃない。寧々、陽菜、七海、優のそれぞれが凍こおりついた。

　がばっと正宗は身体を離す。

「なっ、なっ、何してんだ!?　いきなり」

　真っ赤になりながら正宗は、美也子に抗こう議ぎする。

　その美也子も、正宗に負けないくらい頬を染めていた。

「……勘違いせんといて。これは餞せん別べついうんか、お守りみたいなものやから」

「え？」

「ウチが捕つかまるまでの手て際ぎわが早すぎて、出来過ぎとる。きっと、ウチらが知らんところで得体の知れんもんが動いとる……せやから、ウチの能力を貸してやったんや」

　それだけ言うと、美也子はぷいっとそっぽを向いてしまった。

　そんな彼女に、正宗はニッと笑いかける。

「ああ、そっか。うん。サンキュ。これ以上ないお守りだな。じゃあ、今度こそ」

　美也子のもとを立ち去りながら、正宗は胸むな騒さわぎを感じていた。

「とにかく、澪のところに行こう」

　そうみんなに言って、正宗たちは澪がいる陽菜の寮りよう部屋へと急ぐことにした。




　　　※　※




　結論から言うと、胸騒ぎは現実のものとなった。

　陽菜たちの女じよ子し寮りようへと辿たどり着つくと、寮の入り口に、一台の黒いワゴンが停とまっていた。

　そのワゴンに今まさに乗り込もうとしている一人の男を見つけた。

「梶岡さんっ!?」

　だらしなく羽織ったスーツとよれたシャツという姿は、相変わらずだった。

　だが、その腕に抱きかかえられたモノは異常だった。

　パジャマ姿の、澪だ。

　眠ねむっているのか気絶しているのかは定かではないが、ぐったりと四し肢しを投げ出している彼女の身体を、梶岡はワゴンへと放ほうり投なげた。

「くそっ、どうなってんだよ！」

　間に合わないと思いつつも正宗が駆けだそうとする。

『ここはオレらに任せな！』

　そこで七海のテディベアが吠ほえた。

　すると、ぐったりとしていたはずの澪が、ワゴンから逃のがれようともがきだした。

　七海の〝中の人なんていないパペツトマスター〟。

　その力によって意識のない澪を操ったのだ。

　梶岡がわずかに動どう揺ようする。

　だがしかし。

　次の瞬しゆん間かんには、もう澪が動かなくなってしまった。そうしてワゴンのドアが勢いよく閉められた。

『なっ、嘘うそだろ!?』

　こうなると七海からは澪を目視できなくなり、再度操ることもできない。

　そのままワゴンは急発進し、たちまち見えなくなってしまった。

「な、なんで梶岡さんが……っ？」

　寧々が心底驚おどろいたように、呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　正宗にだって梶岡の意図は分からない。

　だが、明らかに緊きん急きゆう事態だということだけは理解できた。

　陽菜も、目の前で姉が攫さらわれたことに動揺しているようで、顔色を青くしていた。

「とにかく追わないと！」

　正宗があたりを見回すと、見覚えのある乗用車が目に留まった。

　大樹だ。

　どうやら、わかばを学校から寮まで送ってきたらしい。

　兄妹きようだい水入らずの仲直りは成功したらしく、互たがいに笑顔を浮かべていた。

「鍵かぎ谷たに――先輩っ！」

　いがみ合ったとはいえ、相手は先輩。少し間があったが、敬けい称しようをつけておく。

「すみません先輩！　いきなりですけどこの車、ちょっと貸してくれませんか！」

「はあ？　お前、いきなり何言い出だすんだ!?」

　大樹は案の定の反応。

　だが引くわけにはいかない。

「事態は一刻を争あらそうんです！　女の子の身が危ないんです！」

「だから何言ってんだバカ！　ゴーカートじゃあるまいし、貸せるわきゃねぇだろ!?」

「ちょっと、お兄ちゃん！」

　邪じや険けんに扱あつかおうとする大樹を、わかばはたしなめる。

　無理なお願いをしているのは正宗のほうだ。

　それは分かっている。

　だが、いま追わないと澪がどうなるか分からない。

　なんなら土下座でもして、最終的に強ごう引いんにでも借りようかと焦った矢先、

「乗れ。お前に運転させたら、どうなるか分かったもんじゃないからな」

　大樹が、呆あきれたように言った。

「いいんですか、先輩？」

「ああ。だけど、これっきりだからな。そうそう足にされちゃかなわん」




　　　※　※




　大樹が運転するポルシェの中には、正宗の他ほかに寧々と陽菜が乗り込んでいた。

　詳しよう細さいが不明ではあるが〝中の人なんていないパペツトマスター〟が通用しなかった七海と、他にも追つい跡せき手段を探すと言った優は、二人でバックアップに回ってくれている。

　わかばも何か手伝うと申し出てくれたのだが、正宗と大樹の強い反対にあって、寮で大人しくしていることになった。

「お前らは疫やく病びよう神がみか」

　助手席に乗り込んだ正宗が、澪が誘ゆう拐かいされた経緯を手短に説明すると、大樹は悪態をついた。

　それからおもむろに制服のポケットに手を突っ込み、携けい帯たい電話を取りだす。

「先輩、携帯持ってるんだ？」

　才花学園の生徒は携帯などの、外部との通信機器の所持は禁止されているはずだが。

「上位者の特権だ。お前らも欲ほしかったら、せいぜいランクアップに励め」

　言って、大樹はハンドル片手に、キー操作して、通話を始める。

「――ああ、鍵谷だ。いますぐ風紀委員に招集をかけろ、トラブル発生だ。あと〝千里眼イーグル・アイ〟を呼べ――って、ああ？　女男とぬいぐるみ抱いたチビ女が、協力してくれって駆けこんできた!?」

　そんな大樹の会話が聞こえてくる。

　正宗は後部座席の寧々と陽菜と顔を見合わせ、くすりと笑った。

　さすがは優たちだ。向こうは向こうで、手を尽つくしてくれているらしい。

「おい、志筑。逃にげたワゴン、黒って以外に何か分かるか？」

　大樹が携帯を口元から遠ざけて、正宗たちに聞いてくる。

「えっと、確かナンバーは×××―××××です。〝廻る走馬灯クロツクアツプ〟で確認したから、間ま違ちがいないはず」

「さすがですね、陽菜ちゃん」

「私の能力だと、これくらいしか役に立てそうにないからね」

　陽菜は照れ笑いを浮かべた。

「よし、分かった。――おい、×××―××××の黒いワゴンだ。ああ、〝千里眼イーグル・アイ〟で位置が分かったら報しらせてくれ、じゃあな」

　大樹が携帯を切って、ポケットにしまう。

「先輩、〝千里眼イーグル・アイ〟っていうのは？」

「リアルタイムに広域を見み渡わたせる。高精度の監かん視し衛星みたいなもんだな。信しん頼らい度どは折紙付きだ」

　大樹が得意げに笑えむ。

　これなら期待できそうだ。

　澪が攫われた時は途と方ほうに暮れそうにもなったが、希望が見えてきた。

　――なんだかんだで、いい先輩なのかもな。

　そうやって、正宗が大樹への認にん識しきを改めていると、

「あ、あのワゴン！　梶岡さんのワゴンじゃないですか!?」

　いきなり寧々が声を上げ、前方を指差した。

「ナンバープレートも同じ。あれかっ！」

　大樹がアクセルを踏ふみ込み、ポルシェが加速する。

　しかしワゴンのほうもこちらに気づいたらしく、急加速を始めた。

「はっ、俺おれから逃げ切きれると思ってるのか!?」

　大樹が吼ほえ、さらに加速してワゴンの横につけて、並走する形になった。

　瞬間、ワゴンがポルシェに体当たりをかましてきた。

「「きゃっ」」

　ポルシェが揺ゆれ、後部座席の寧々と陽菜が悲鳴をあげる。

「嘘だろおいっ」

　正宗も叫さけぶが、ワゴンはさらにその車体をぶつけてくる。

「っざっけんな、くそがっ！　修理代はどこに請せい求きゆうすりゃあいいんだ!?」

　大樹は巧たくみなハンドルさばきで衝撃を最小限に抑おさえていく。

「お前らっ、頭低くしてろ――対ショック姿勢ってやつだ！」

　言った瞬間、ポルシェもワゴンへと体当たりを繰くり出す。

　しかし正宗は、目を疑った。

　こちらから体当たりしたにもかかわらず、梶岡の乗ったワゴンはほとんどバランスを崩さず、それどころか傷一つ、ついていなかった。

　逆にポルシェは、まるで衝しよう突とつのショックをすべてかぶったみたいに、ベコベコに凹くぼんでしまっていた。

「なんつぅ堅かたさだよ、くそっ！」

　大樹もワゴンの異常さに気づいたらしい。

　しかし、更さらなる異常事態が正宗たちを襲った。

　ワゴンがもう一度接近してきたかと思うと、ポルシェのエンジン音が唐とう突とつに止まったのだ。

「なっ、エンジンがいかれたか!?」

　大樹がにわかに焦りを滲にじませる。

　その瞬間、バギンッと、今度はフロントガラスが勢いよく割れた。

「うわっ！」

「なんだってんだよ、クソッ!?」

　正宗が頭を下げ、大樹が咄とつ嗟さにハンドルを切る。

　だが、ここまで見事なハンドルさばきを見せた大樹でも、対応しきれなかったらしい。ポルシェはスリップし――すぐ傍のガードレールへと激げき突とつした。







「――っいたたた、みんな無事か？」

　激突の衝しよう撃げきで、一いつ瞬しゆん意識が飛んでいたらしい。正宗は頭を二度、三度振ってから、声をかけた。

「な、なんとか平気です」

「あーもう、無む茶ちやしすぎだよっ！」

　寧々と陽菜から返事があがる。声の調子からして、大だい丈じよう夫ぶそうだった。

「先輩のほうは――って、先輩っ!?」

　運転席の大樹へと目をやると、こめかみのあたりから血を流していた。

「御み厨くりやさん、先輩がケガしてるから、頼たのむ！」

「はいっ！」

　正宗は慌あわててシートベルトを外し、助手席から降りる。

　それから運転席側へと回って大樹を車から降ろし、寝かせた。

「それじゃあ、いきます」

　寧々が大樹のこめかみへと手を当て、〝聖女の加護アヴエ・マリア〟を発動させる。

　周囲の人々は何事かと集まりだし、正宗たちを眺ながめていた。

「誰だれか、救急車呼んで！　ケガ人がいるの！」

　陽菜が叫ぶと、携帯所持を許可されているらしき数名が、それぞれ電話を掛かけ始めた。

「どうやら気を失っているだけみたいです。呼吸も安定していますし、大事には至らないはずです」

　治療を施ほどこしながら、寧々が言う。

　その時、ふいに携帯の着信音が鳴った。

　どこかと思えば、大樹のポケットからだった。

　正宗が携帯を手にとってみると、発信元は風紀委員だった。

「もしもし――ああ、いえ。俺は鍵谷先せん輩ぱいと一いつ緒しよにいた志筑正宗です。……ええ、今ちょっと事故になって……ええ、先輩は無事ですけど、気を失ってて――」

　正宗は自分たちの状じよう況きようを説明し、それから本来大樹が受けるべき報告を、代理という名目で受け取った。

　通話を終え、携帯を閉じる。

「御厨さん、城田、梶岡さんの行き先が分かったみたいだ」

　言って、正宗は集まったやじうまに声をかけ、自分たちの代わりに大樹を見ていてもらうように頼みこんだ。

　遠くからサイレンの音も聞こえてきているし、心配はいらないだろう。

「先輩、後は俺らで行ってきますんで」

　正宗は携帯を大樹のポケットへと戻した。

「それじゃあ行くか、二人とも！」

「はい！」

「うん！」

　そうして正宗たちは、風紀委員から教えてもらった場所へと駆けだした。




　　　※　※




　風紀委員から指示された場所は、正宗たちの事故現場からさほど遠くはなかった。

　学園内の一部ながらまだ開発の手がつかずに放置されている雑木林。

　その獣けもの道みちを正宗たち三人は進んでいく。

　途と中ちゆうで梶岡の乗っていた黒いワゴンが乗り捨てられており、正宗たちはいよいよ緊きん張ちようを高まらせた。

　少し進むと、開けた場所に出た。

　はたしてそこに。

　澪を抱かかえた梶岡の姿があった。

　梶岡は正宗たちの姿を認めると、澪をかたわらに横たえた。

「……どうして追ってきたんだい？」

　梶岡は髪かみをガシガシかきながら、呆れたように正宗たちを眺める。

「もちろん澪を返してもらいにだよ。なんで澪を連れ去ろうとしたんだ、梶岡さん」

「さて、なんでだろうね。聞かれて答えると思っている？」

　へらへらとした調子の梶岡の態度に、寧々が一歩踏み出した。

「梶岡さん、澪ちゃんを返していただきます」

「嫌いやだ、と言ったらどうする？」

「その時はお姉ちゃんの同僚でも、覚かく悟ごしてもらうからね」

　陽菜が愛用のパチンコを握にぎりしめ、梶岡を睨みつける。

「あははっ、威い勢せいいいね。分かりやすくていいよ、君ら。僕ぼくは澪さんを返さない。でも君らは取り戻したい。――なら、戦うしかないよな！」

　軽けい薄はくだった梶岡の雰ふん囲い気きが一変し、貫つらぬくような殺気が正宗たちを包みこんだ。

　その殺気にいち早く反応し、動き出したのは陽菜だった。

「これでも喰くらえぇっ！」

　素す早ばやくパチンコを連射。

　放たれた数発の小さな鉄球は、寸分違わず梶岡へ殺さつ到とうする。

　だが――

「ぬるいっ！」

　梶岡が右の手のひらを、鉄球へと翳かざした。

　すると、鉄球はまるで磁石にでも吸い寄せられたかのように、梶岡の手のひらへと集まった。そのまま止まって、地面に落ちていく。

　その光景に驚く正宗たちをよそに、梶岡はニヤっと笑い――。

　次の瞬間、今度は手のひらから火球を出して見せた。

「なっ!?　複数の能力!?」

　驚く正宗たちをよそに、梶岡はその火球を陽菜へと投げつけた。陽菜はそれを横に飛んで避よけ、着地と同時に力強く地を蹴ける。

　そうして、一直線に梶岡へと突っ込んだ。

「ははっ、バカ正直に突っ込んでくるなんて、身みの程ほど知しらずもいいところだな！」

　梶岡が陽菜に向かって手を差し向ける。

「身の程ほどくらい……知ってるよ！」

　梶岡と交こう叉さする刹せつ那な、陽菜は右へ跳とんだ。

　一瞬前まで陽菜がいた空間――その直線上で、正宗は右手の人差し指をかかげ、梶岡へと狙ねらいを定めていた。

「いっけえぇ、〝光速の神槍グングニル〟っ!!」

　閃せん光こうが弾け、光の槍が投射される。

　一瞬にして梶岡へと到とう達たつした〝光速の神槍グングニル〟は、本来なら起こるはずのない、眩まばゆいばかりの光の爆ばく発はつを起こした。

　思わず目をつぶった正宗たちは、恐る恐るその目を開く。

　そこには先ほどと変わらぬ様子で、梶岡が笑みで佇たたずんでいた。

「たいした威い力りよくじゃないか――だが、無む駄だだ！」

「そんな……美也子さんの〝光速の神槍グングニル〟まで効かないなんて……」

　寧々は梶岡の得体の知れない能力に驚きよう愕がくし、言葉を失っていた。

　そんな彼かの女じよをよそに、正宗は思考を巡めぐらせる。

　七海の中の人なんていないパペツトマスターの無力化。

　傷のつかないワゴン車。

　反対に、異様なまでに凹んだポルシェ。

　突然のエンジンストップ。

　陽菜のパチンコ玉の制止。

〝光速の神槍グングニル〟の無効化。

　このどれもが、梶岡の、一つの能力によるものだとすれば――。

　梶岡のほうを見れば、彼を中心に半径二メートルほどの範はん囲いが凍りだしていた。

　大気が凍るのは、空気中の分子の運動エネルギーが減少していることを意味する。

「……エネルギーの、吸収？」

　正宗が辿り着いた答えに、梶岡はニヤリと笑う。

「ご名答。まあ、正しくは吸収だけじゃない。変へん換かんして放出できるんだ」

　正宗も思い出した。

　突然、何かをぶつけられたかのように割れたフロントガラス。

　起こるはずのない、光の槍の爆発。

　あれはエネルギーを変換して放っていたのか。

「それが俺の能力――〝聖域デツドスペース〟さ」

　そう告げると、梶岡の周囲で生成された氷弾が、正宗たちへと打ち出された。

　――数が多すぎる！

「ごめん、御厨さんっ！」

　正宗は咄嗟に覆おおいかぶさるようにして倒たおれ込んだ。

　その背中に、飛来した氷弾が容よう赦しやなく降りそそぐ。

「志筑さんっ!?」

「――っつぅ……大だい丈じよう夫ぶ？　御厨さん」

「わ、わたしのことよりも志筑さんが！」

「俺なら平気、一応頑がん丈じようにできてるから」

　本当は一瞬呼吸が止まるほどの衝撃だったのだが、正宗は無理に笑って見せる。

「このぉっ！」

　陽菜が再びパチンコで鉄球を放つ。

　しかし案の定、梶岡の身体に到達する前に止められてしまう。

　代わりに、浮うかんでいた氷弾がいくつか消えるが、それだけだった。

「無駄だよ、君たちの攻こう撃げきが俺に届くことはないんだ」

　そう言って梶岡は、再び氷弾を生成し始める。

「志筑さん、また来ますっ！」

　寧々が叫ぶ。

　だが正宗はじっと梶岡を睨み、眺めていた。

　今までの、梶岡との攻こう防ぼうを思い返す。

　〝光速の神槍グングニル〟さえ吸収した梶岡だったが、同時に光という別のエネルギーに変換した。陽菜のパチンコ玉を受け止めた時も、すぐに炎ほのおを出していた。

　さらに、先ほどの二回目のパチンコ玉を受け止めた際は、何故なぜかなんら関係ない位置にあったはずの氷弾が消失していた。

　つまり。

　梶岡の能力――〝聖域デツドスペース〟は、吸収したエネルギーを短時間で変換する必要があり、その吸収量にも限界値があるのではないか。

　そうならば、パチンコ玉を受け止めた際にエネルギーが吸収され、その変換によって放出されたエネルギーが氷弾を減らしたという説明がつく。

　――だったら、もしかすると。

　正宗は、一つの賭かけに出るべく、寧々を見た。

「御厨さん、力を貸してくれ」

　その言葉と、正宗の強い意志のこもった瞳ひとみに、寧々はしっかりと頷うなずいた。

　梶岡が氷弾を生成し終えるより早く、正宗は右手を掲かかげる。

　〝光速の神槍グングニル〟への準備。

　それを察した梶岡は、警けい戒かいして、身構える。

「俺の合図で、能力を発動して」

　言うと、寧々はまた頷いた。

　――あと一発が限度ってとこか。

　梶岡へと狙いを定めた人差し指が、緊張で揺れる。

　これを外せば、勝ち目はない――そう思うと、心臓がドクンドクンと高鳴る。

　呼吸が震ふるえ、口の中が渇かわきだす。

「…………きっと大丈夫です」

　ふいに、左手にぬくもりを感じた。

　寧々が、正宗の左手をそっと握ってくれていた。

　不思議と、震えは止まった。

　クリアな視界の先に、梶岡の姿だけを捉とらえる。

「いくぜええええええ、喰らいやがれええええええええええ！」

　瞬間、寧々の〝聖女の加護アヴエ・マリア〟が発動する。

　彼女の能力によって増ぞう幅ふくされた〝光速の神槍グングニル〟が、正宗の指から迸ほとばしった。

「おおおおおおおおっ!!」

　梶岡も〝聖域デツドスペース〟の能力によって、真正面から〝光速の神槍グングニル〟を受け止める。

　吸収・変換・放出の要領で、再び光の爆発が巻き起こった。

　だが、それだけでは終わらない。

「ぶちぬけええええええええええええ!!」

　寧々が〝聖女の加護アヴエ・マリア〟を限界まで発動させ、〝光速の神槍グングニル〟は限界突とつ破ぱの出力へと到達した。

　光が、炎へと変わる。

「あぐぁっ!?」

　限界を超こえ、吸収が間に合わなかったエネルギーが、熱となり、炎へと昇しよう華かされ、梶岡を包みこんだ。

　一瞬、火柱が舞まいあがり、次の瞬間には〝聖域デツドスペース〟に吸収されておさまる。

　だが、ほんの一時とはいえ炎に包まれた梶岡は、衣服をボロボロにして、その場に倒れ伏ふしたのだった。
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　しんと、あたりが静まり返る。

「……勝ったの？」

　へたり込んでいた陽菜が、呆然とつぶやく。

　正宗と寧々は互いに顔を見合わせ、会心の笑みを向けあった。

　繋つないでいた手を、一度だけぎゅっと握り返してから、どちらからともなく解く。

　それから三人は、澪のもとへと駆かけ寄よった。







六章







　ひとまず雑木林から出よう、ということになった。

　いまは気絶している梶かじ岡おかがもし目を覚ましてしまえば、〝光速の神槍グングニル〟のストックを使い果たした正まさ宗むねでは〝聖域デツドスペース〟に太刀たち打うちできない。

　正宗は澪みおをおんぶし、来た道を引き返す。

　あたりはすっかり暗くなっていて、月明かりだけを頼たよりに正宗たちは進む。

　そうして、梶岡のワゴンが見えてきた頃ころ。

「ん……あれ……？」

　正宗の耳に、ふと微かすかな呻うめき声が聞こえた。

　次いで、みじろぎする感かん触しよく。

「起きたか、澪？」

　正宗が優やさしく語りかけると、前を歩いている寧ね々ねと陽ひ菜なも振ふり返かえった。

「ここ、どこ……？　すごく暗い……」

　澪が怖こわ々ごわつぶやき、正宗の背に顔をうずめた。

　その身体が震えだして、嗚お咽えつがわずかに漏もれる。

　目が覚めたらいきなり暗い林の中ということに驚いたのか、それとも慕したっていたはずの梶岡に誘拐されたことを思い出したのか。あるいは、その両方かもしれない。

「早く、楽にしてあげたほうがいいかもしれませんね」

　泣きじゃくる澪を見て、寧々が言う。

「そうだな。今ここで記き憶おくを戻もどしたほうが、澪のためかもな」

　正宗の言葉に、陽菜が何か思いついたようで、いきなり駆けだした。

　陽菜がワゴンのドアに手を掛けると、鍵かぎが開いていたらしく、スライドした。

「ダメ元だったけどよかった。志し筑づき、車の中のほうが、地べたよりはマシでしょ？」

「だな。でかした」

　正宗は、澪を宥なだめながらワゴンの後部座席に座すわらせる。

　澪も少しは落ち着いてきたようで、潤うるんだ瞳で正宗を見上げていた。

「今、戻してやるからな澪――いや、澪さん」

　言って、正宗は澪本人から手に入れた〝錯誤誘導ミスデイレクシヨン〟を発動させる。

　彼かれの意識は澪の意識の深層へと潜もぐって行った。




　　　※　※




　ぼんやりと滲んだ視界が、次し第だいにクリアになっていく。

　気がつけば正宗は、見知らぬ公園に佇んでいた。

　以前澪を連れてみんなで訪おとずれた公園と似ているようにも思ったが、少し違う。

　――そうか、俺は〝錯誤誘導ミスデイレクシヨン〟を使って……。

　ふと見れば、公園で二人の女の子が追いかけっこをしていた。おそらく二人とも小学生だろう。一人はロングで、もう一人はショートカット。ロングの子のほうが背も年ねん齢れいも上のように見えた。その面おも影かげには見覚えがある。

　――あれは、澪と城しろ田たか……。

　澪の深層意識に潜ったのだから、ここはおそらく彼女の意識や記憶の欠片かけらなのだろう。

　そんなことを考えていると、ふいに陽菜が躓つまずき、転んだ。

「うぅっ……痛い……」

「あっ、おい大丈夫か！」

　涙なみ声だごえになる陽菜に、正宗は思わず駆け寄ろうとする。

　しかしそれは、澪の言葉によって止められた。

「待って。この子なら、大丈夫だから」

　目で訴うつたえられ、正宗は仕方なく見守ることにする。

　さてどうするのかと思っているうちにも、陽菜はぐずりだしていた。

　澪は、そんな陽菜に手を差さし伸のべようとはしない。

「そのくらいで泣いてちゃダメ。このくらい自分で立てないと、いつか本当に立てなくなってしまうんだから」

　厳しいことを言うな、と正宗は思った。

　だがその言葉とは裏腹に、澪の瞳には妹を気き遣づかい心配するような色が見えて、すぐに考えをあらためる。

　きっとこれが、澪なりの優しさなのだ。陽菜が大きくなったその時も、一人でしっかり立っていられるようにという、そんな願いが込められているように感じた。

　――やっぱり澪は、陽菜のことを嫌きらってなんかいない。

　正宗がそんな確信を抱いていると、陽菜はついに一人で立ち上がった。

「うん、偉えらいよ陽菜。よく頑がん張ばったね」

　澪が優しく微笑ほほえんで、涙なみだ目になっている陽菜の頭をなでる。

　正宗はその温かな光景に目を細め、それから、成すべきことを口にする。

「なあ、俺は何を解けばいいんだ？」

　正宗の問いかけに、澪はハッと顔色を変えた。

　対して陽菜はきょろきょろとあたりを見回す。

「あった！　あっちだよ」

　そうして陽菜が指し示した場所に、先ほどまではなかったはずの木箱が現れていた。

　古めかしくくすんだ木箱は、錆さびた錠じよう前まえによって固く閉じられていた。

　錠前には、十六ケタの番号が並んでいた。

　――これが、例の暗号か。

　確かに当てずっぽうで解除するのは難しそうだ。途方もない数列パターンをすべて打ち込めば理論上は開けられるだろうが、能力を使って深層意識に潜っていられる時間にも限りがある。学園の上層部が一年以上解除できなかったのも頷ける。

「だけど、俺なら解ける」

　正宗は、わかばから受け取った《暗号解除能力》を発動させようとした。

　そのとき正宗の服の裾すそを、誰かが引っ張った。

　振り向むけば、澪が不安と恐きよう怖ふが入り混じったような瞳で見つめてきている。

「……やめて、お兄ちゃん。それを開けたら大変なことになるよ……」

　制止、というよりは忠告。

　きっと澪は、この木箱を開けた先に、何があるのかを知っているのだろう。

「ははは。心配すんな。大丈夫だから、お兄ちゃんに任せとけ」

　正宗はニッと笑いながら言って、今度こそ《暗号解除能力》を使った。

　瞬しゆん時じに十六ケタの数列が完成し、カチリと小さな音を立てて錠前が外れる。

　そうして木箱を開ける。

　瞬間、正宗の頭の中に、封ふうじ込められた記憶が流れ込んできた。







　壮そう絶ぜつな破は砕さい音とともに、電子機器や書類がボロボロに引ひき裂さかれていた。

「何一つ残らないように、徹てつ底てい的てきにお願い」

　どこかで聞いたような女の声。

「はいはい、了りよう解かい」

　それに答えたのは、よれたスーツ姿の男――梶岡だった。

　彼の周囲には、〝聖域デツドスペース〟によって生み出した氷弾が浮かんでいた。

　先ほどの破砕音は、氷弾をありったけ撃うち込んだ音だった。

　その氷弾によってボロクズ同然となった諸もろ々もろを、さらに〝聖域デツドスペース〟のエネルギー変換によって燃やし尽くしてしまう。

「ありがとう。……次の部屋に行きましょう」

　梶岡と女は、めちゃくちゃに荒あらされた部屋を後にして、廊ろう下かを進んでいく。

　ふと女が、廊下の窓から、夜よ闇やみに包まれている外を眺める。

　暗がりの窓に反射したその女の顔は、澪のものだった。







「それがどういうことになるのか、分かっているのか？」

　思おもい詰つめた表情で鏡を見つめる澪に、梶岡が訊きく。

　二人の背後には、破は壊かいのかぎりを尽くされて崩ほう壊かいした研究施し設せつの姿があった。

「陽菜が……妹が人ひと質じちに取られているの。姿を消すどころか、私が自害しても許されない――だから、もうこれしか方法がないのよ」

　そう言うと、梶岡は諦あきらめたように、ため息をついた。

「ごめんなさいね、あなたを利用しちゃって」

「いいさ、別に。俺は君と研究ができて楽しかったよ」

　梶岡はいつもと変わらぬ軽薄な笑みを浮かべる。

「そう、ありがとう。じゃあ、利用ついでにもう一つお願いするわ。いつか私の記憶が戻りそうになったら……そんなことができる人が現れたら、私を攫さらって」

　さらに澪は一言付け加えた。

「辛いのは、いまだけだから。すぐに忘れるから安心して」




　　　※　※




　正宗はハッと我に返った。

　今自分が見たのは、おそらく澪の封じられた記憶だろう。

　なのに、何かがおかしい。

　澪は何者かに襲おそわれ、記憶を失ったはずだ。

　その犯人は梶岡で――だからこそ、正宗たちが澪の記憶を戻す方法を手に入れた矢先に、澪を誘拐したのだと、そう思っていた。

　なのに、正宗の見た記憶の断だん片ぺんでは、澪が梶岡を先導したように見えた。

　いったいどういうことなのか……。

「……まさか、失敗したの？」

　黙だまり込んで思考を巡らせていた正宗に、車の外で待ってくれていた陽菜が心配そうに問いかける。その隣となりにいる寧々も似たように不安そうだった。

　正宗が首を横に振りながら笑うと、二人は安あん堵どの表情を浮かべる。

　しかし正宗の中にはまだ疑念が残っていた。

　そこで、澪と目が合った。

　記憶が戻ったからだろう、その瞳からは幼さが消えていた。

　だが、記憶が戻ったというのに喜んでいるようには見えず、むしろ悲しげな冷たい色を湛たたえていた。

「だからやめてって言ったのに……」

　澪がぽつりとつぶやく。

　正宗の背筋に冷たいものが走った。とっさに車の外へと飛び出す。

　さらに澪から距きよ離りを取るために足を踏み出だそうとする。だがその時にはもう、正宗の身体は自由が利きかなくなっていた。

　澪がゆっくりとワゴンから降りてくる。

　寧々と陽菜は何が起きたのかと戸と惑まどっていたが、すぐに澪の力――〝錯誤誘導ミスデイレクシヨン〟が発動していることに気がついたらしい。

「な、なんで？　お姉ちゃん」

　陽菜の問いに、しかし澪は何も答えない。

　代わりに、身動きの取れない正宗が言った。




「……複数能力保持者マルチホルダーの研究に纏まつわる一連の事件の犯人は、澪さんだったんですね？」




　その言葉に、澪は微び苦く笑しようを浮かべる。

「記憶を見られたのだから、分かって当然よね……ええ、その通りよ」

　寧々と陽菜は息を呑のんだ。

　そんな二人のことを一いち瞥べつしてから、澪は言った。

「最初は純じゆん粋すいに複数能力保持者マルチホルダーに興味があっただけなの。研究が楽しくて、色んなことが分かってきて、ようやく成果が出そうなところまで辿たどり着ついた」

　そこで言葉を止め、澪は正宗のことを寂さびしげに見つめた。

「……でもね、気づいたの。もし私の研究が成功して複数能力保持者マルチホルダーが生まれたら、もしその複数能力保持者マルチホルダーが悪意を持ってしまったら――世界は滅めつ亡ぼうするかもしれないって」

「志筑さんがそんなことするはずは――！」

「黙って聞きなさい」

　澪が冷たい声で遮さえぎった。

「複数能力保持者マルチホルダーの危険性に気づいた頃、手紙……いえ、脅きよう迫はく状じようが届いたわ。わざわざ厳重なセキュリティーが敷しかれている研究施設の私の部屋まで届けてくれるなんて、ほんと気が利いてるわよね」

　そこには複数能力保持者マルチホルダーの研究をこのまま進め、さらにその情報を寄よ越こせと書いてあったそうだ。

「……一体誰がどんな理由で研究データを欲ほしがったかは分からなかった。個人なのか組織なのかも、何も分からなくて、怖こわくなって、学園の上層部に相談しようとしたの」

　だが、その矢先に再び脅迫状が届いたという。

　そこには――

「ヘタに助けを求めたら、妹の命がない。……そう書かれてたの」

「……私？」

　陽菜のつぶやきに、澪は黙ってうなずいた。

「……研究を止めても――たとえ私が死んだとしても、陽菜を殺すとも書かれていたわ」

　このままでは研究を続けるしかなかった。

　だが、複数能力保持者マルチホルダーの危険性を知ってしまっては、続けようとは思えなかった。

　そうして、考えに考え抜ぬいた末に、澪は一つの結論に達した。

「研究データは渡わたせない。でも完全にデータを葬ほうむったら、陽菜の命がない。だから、ひとつだけ研究データを復元できる可能性を残して、あとはすべて消去したの。復元できるかも――その希望がひとつでもあれば、人はついてくるから」

「ひとつって……何を残したんですか？」

　寧々が恐る恐る尋たずねる。

　すると澪は、自分の頭をトントンと指で小こ突づき、

「私の記憶よ」

　寧々と陽菜は衝撃を受けているようだった。

　だが正宗には、なかば見当がついていた。

　研究施設を襲ったのも、何者かがデータを持ち去ったかのように見えたのも、澪の仕し業わざ――正宗が見た記憶は、まさにその光景だったのだ。

　すべて澪の自作自演。

　複数能力保持者マルチホルダー研究施し設せつ襲しゆう撃げき事件は、どさくさに紛まぎれて研究資料を廃はい棄きするための隠かくれ蓑みのだった。

「そのために、梶岡さんも利用したんですね？」

「彼には悪いことをしたわ。こうしてきちんと働いてくれたのに」

「……こうして？　梶岡さんは、施設の破壊に協力しただけじゃないんですか？」

「それだけじゃないわ。もし私の記憶が戻りそうになったら誘ゆう拐かいして消息を絶つようにって、暗示をかけていたのよ」

　どうやら澪は、記憶を封じた後のことまで見み越こしていたらしい。今いま更さらながらに、派手にぶちのめしてしまった梶岡に、少しだけ申し訳なくなってくる。

「複数能力保持者マルチホルダーに関する記憶を封じると連れん鎖さ的てきに十年以上の知識や経験が犠ぎ牲せいになるって分かってはいたけど、実際六歳になってみるのも、案外貴重な経験だったわね」

「経験て……覚えてるんですか？」

「ええ。何をやったのかは、ハッキリ覚えてるわ」

　そこで澪は微苦笑した。

「志筑くん。白しら雪ゆき姫ひめの劇をしてもらったとき、強ごう引いんにキスなんてして悪かったわね。……でも、少しは喜んでもらえたかしら？」

「いきなり何を……」

　戸惑う正宗だったが、澪は微苦笑を崩くずさないまま、正宗のことを見つめていた。

「まあ、でも……冥めい土どの土産みやげくらいにはなってくれたら嬉うれしいわ」

　その瞬しゆん間かん、正宗は自身の両手を首に回した。

　そうして力ちから一いつ杯ぱいに――それこそ窒ちつ息そくするくらいに強く、絞しめ上あげはじめたのだった。




　　　※　※




「あ、がはっ……はっ……」

　自分の手を首から離はなそうと頭では考えていた。

　しかし、その思いに反して、首はジワジワと絞まっていく。

「み、澪さん！　やめてください！」

「お姉ちゃん、このままだと死んじゃうよ！　やめてっ！」

　寧々と陽菜が二人がかりで澪に詰め寄るが――

「複数能力保持者マルチホルダーは排はい除じよしなきゃいけない存在なの。まだ芽の内なら、間に合うわ」

　澪は正宗を見つめる。

　正宗の手の力が、さらに強まった。

「志筑さんが世界を滅亡させるなんて、そんなことするはずないじゃないですか！　澪さんだって、志筑さんの優しさを覚えているはずです！」

「……あなた、この子のことが好きなの？」

「え!?　え、あ、うっ。それは……そ、そんなこと、いまは関係ないじゃないですか！」

　突とつ然ぜんの問いに、寧々はあたふたとなってしまう。

　だが、澪は氷のように冷めた声で続けた。

「複数能力保持者マルチホルダーの能力っていうのは、核かく爆ばく弾だんの起き爆ばくスイッチを持っているようなものなのよ。あなた、そんな人を愛せるの？　そんな人と一いつ緒しよにいて心が休まると思うの？」

　彼女が言うことがもしも本当ならば、正宗は世界を滅ほろぼす存在になりかねないのだろう。

　しかし――

「私は、志筑さんを信じます」

　寧々は、即そく答とうした。

　まっすぐ澪をみつめ、彼女と真っ向から対たい峙じする。

「いまはそう思っていても、いつの日か恐怖を感じる日が必ず来るわよ？　そのとき、あなたは絶対に彼を裏切る。だったら、いっそ今――」

「勝手に決めないでください！」

　いつもの寧々からは想像できないほど、大きな声だった。

「私は……志筑さんが複数能力保持者マルチホルダーになる日が来たとしても、彼ならその力を正しく扱あつかえる人だと信じています」

「……意外と強ごう情じようね。これも恋こいの成せる業なのかしら？」

　澪は、寧々の思いに素す直なおに関心した。

　だが、その程度で考えを改めるほど、彼女の覚悟も甘あまくはないのだろう。

「あなたがこの子を信じるのは構わない。それは、あなたの自由。でもね……」

　澪はそこで正宗に向き直った。

「私もここであきらめるわけにはいかないのよ」

「あがっ!?　ぐぅ……あ……」

　暗示能力によって正宗の手に、さらに力が加わる。

　通常――人が窒息した場合、三十秒以上が経過すると激しく痙けい攣れんを起こして、のたうち回ることが多い。しかし澪の暗示は、それすら禁じているらしい。暴れた拍ひよう子しに暗示が解けることを、防いでいるのだろう。

「もうそろそろ、一分経たつわね。意識がなくなるのも時間の問題だわ。この子を抹まつ殺さつすれば、世界は救われる」

　澪は冷静に呟つぶやく。

　その声に罪悪感の気配はまるでない。

　感じられるのは、使命感のみ。

　だけど――

「う、動かないでください！」

　寧々の声に振り返った瞬間、澪の顔に僅わずかな焦あせりが滲にじみ出でる。

「今すぐ志筑さんを解放してください！　じゃないと……じゃないと！」

　叫さけぶ寧々の手には。




　拳けん銃じゆうが握にぎられていた。




「どうして、そんなもの」

「梶岡さんの車の中にありました」

「……ああ、なるほど。私を守るため――もしくは殺すために、梶岡くんが用意したのね。彼ならやるかもしれないわね」

　澪の表情から動どう揺ようは消え去った。ただ透とう明めいな笑えみを浮かべる。

「早く！　志筑さんを解放してください」

「……言っておくけど。私が死んだとしても、暗示能力が消えるとは限らないわよ？」

「やってみないと、わかりません」

　寧々の目には決意の色が浮かんでいたが、その手は明らかに震えていた。

　向かい合う二人。

　お互たがい、一歩も譲ゆずる気配はない。

「ねねりん！　お姉ちゃんも、今すぐこんなことやめてよ！　ねぇっ!!」

　陽菜が泣きそうな声で叫ぶ。しかし事態は好転しない。

　澪が言った。

「……私は、別にいまここで撃たれようがかまわないわ」

「お姉ちゃん！　……そんなのやだっ!!」

「こうやって、自分で死ぬわけじゃなく誰だれかに殺されるなら。それならきっと、陽菜に累が及およぶこともないはずだから」

　澪は穏おだやかに微笑む。
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　陽菜と寧々は泣いていた。

　おそらく……澪も、心の内では泣いているのだろう。

「さぁ、撃ちなさい。早く覚かく悟ごを決めないと、志筑くんは……」

　そう言って、澪は大きく手を広げる。

　その姿はまるで殉じゆん教きよう者しやのように清すが々すがしく、美しくて――

　だからこそ悲しかった。

　そして。

　――クソッ……俺おれは、俺はこんなときに何にもできないのかよ！

　無力な自分に対して、そしてみんなをここまで追おい詰めた敵に対して、激しい怒いかりを感じた。ムカついた。

　さらに正宗は、同時に強く決意した。

　――こうなったら、絶対に。絶対に澪さんたちを追い詰めた敵を見つけ出して倒す。

　そのためにも――

「う、うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　正宗は、強い意志と気合、そして決意とともに自分の手を無理やり解いてみせた。

　――そのためにも俺は、絶対に、複数能力保持者マルチホルダーになってやる！

　ひどく体力を消しよう耗もうしているが、いまはどうということはない。

「御み厨くりやさん、銃じゆうをおろすんだ！　その手は俺が汚けがさせない!!」




　　　※　※




「まさか、そんな！」

　澪は、純粋に驚きよう愕がくしていた。

「あの状態から自力で私の能力を超えてくるなんて……ありえないわっ！」

　彼かの女じよの暗示能力は完かん璧ぺきな暗示とは言いがたかった。

　強い意志を持っていれば、その暗示を跳はね返すことも可能だ。

　だが意識を失ってから覚かく醒せいし、自力で暗示を解いたのは、正宗が始めてだった。

「澪さん！　俺は、絶対に複数能力保持者マルチホルダーになる。いま、そう決めた！　だから、それを邪じや魔まするっていうのなら、俺はお前を倒す!!」

「くっ……」

　澪は、もう一度正宗に暗示を掛かけるかどうか迷った。

　彼に暗示が再び効くとは考えにくい。

　ならば、どうするか？　どうすれば複数能力保持者マルチホルダーの誕生を阻止できるか――

「ふっ、面おも白しろいわね。私を倒せるものなら、やってみなさい！」

　澪は、停めてあった車へと走った。

　そして、そのサイドミラーを覗き込む。

「しまった！　また記憶を失うつもりじゃ……」

　正宗が予想したとおり、澪はサイドミラーを利用して自分に暗示を掛けていた。

　が、暗示は暗示でも、記憶を失うつもりは澪には毛頭なかった。

「甘かったわね、志筑くん」

　そう言って澪は、車のドアに手をかけた。

「いまの暗示は、記憶操作じゃないのよ」

　さっきまでと変わらない、澪の涼しい口調。

　だが――

　バキッ……バキバキッ

　澪がドアに掛けた手を引くと、そのドアが紙でも破くように車体からむしり取られた。

「はっ!?」

　今度は、正宗が驚愕する番だった。

　澪は、スラリとした身体つきをしていて、とても腕力があるとは言いがたい。

　それなのに……彼女は車体からドアをむしり取り、軽々と持ち上げてるではないか。

「な、なんだよ、それっ!?」

「ふふ、驚おどろいた？」

　薄く微笑んだ澪は、そのままドアを――正宗に投げつけた。

「うぉっ!?」

　ギリギリでドアを避ける正宗。

　投げられたドアは、背後の木々に深々と突つき刺ささっていた。

「今度の暗示は、身体のリミッターを外させてもらっただけよ。別にたいしたことはしてないわよ？」

　火事場の馬鹿力……これは単なる迷信ではない。

　実際、人間の脳は無意識のうちにリミッターがかけられていて、普ふ段だんはその力をセーブしている、といわれている。しかし、そのリミッターが稀に外れて発揮される本来の力こそ、火事場の馬鹿力である。

　現在、澪はそれを意図的に暗示で引き出しているのだった。

「とにかく、ヤバイってことだよな？」

「正解よ」

　澪を最大限に警けい戒かいして、正宗が構えた。

　澪と正宗の視線がぶつかる。

　そして――

「いくわよっ！」

　澪が、地面を蹴けった。

　その脚力は、やはり普段の澪からは想像もつかないほどだった。

　一いつ瞬しゆんにして、正宗との距離が縮まる。

「うぉつ!?　危ねぇ！」

　澪は正宗に掴みかかるが、ギリギリでかわされてしまった。

　彼女の勢いは止まらず、正宗の背後にあった木の幹に指が食い込んだ。そして、そのまま暗示によって跳ね上がった握力で幹を粉砕する。

「マ、マジか……」

　倒壊していく木をみて、正宗は唖あ然ぜんとする。

「今の、よくかわせたわね。もしかして、陽菜の力を使ったのかしら？」

「あいにく、似たようなヤツと戦ったことがあるからな。それに比べたら遅いもんだ」

「……そう。だけどその能力――あと、何回使えるかしらね？」

　澪が再び正宗に襲い掛かった。

　彼女は、正宗が借りた能力には回数制限があることを知っている。なにせ正宗たちは、幼児退行している澪の前で何度もそんな話をしていた。

　それを澪はきちんと覚えている。

　澪に優しくしてくれたことも、覚えている。

　それでもなお澪は、心を鬼に――いや、心を殺して、正宗に襲いかかる。

　いずれ、正宗もかわしきれなくなる時がくる。

「ぐっ……くそっ！」

　正宗は、澪の攻こう撃げきをギリギリでかわし続けた。

　何度も何度も澪の腕は空を切ったが――

「うっ……しまった」

　ついに正宗の首へと手を掛けることができた。

「いま、楽にしてあげるわ」

「ちくしょ……う……」

　澪は徐じよ々じよに徐々に力を込めていく。

　あと少し。今の握力であと少し力をこめれば、正宗の首は潰れてしまうだろう。いくら彼といえども気合でどうこうすることはできない。

「し、志筑さん……！」

　ちらりと、寧々の泣き顔が視界にはいった。

　――ごめんね。

　とは思いつつも、澪は腕にこめた力を緩めることはない。

　これは寧々のため、そしてこの子自身のためなんだ。そう澪は思っていた。

　いくら、正宗が「世界を滅亡させない。力を悪用しない、大だい丈じよう夫ぶだ」などと思っていても……

　――誰かを人質に取られたら、あらがえないこともあるのよ。

　澪自身がそうだった。

　そして。

　そんな辛い結末を迎むかえる前に、私がこの手で終わらせる。

　こんな辛い思いは……私だけで終わりにさせる。

「ありがとう、志筑くん。楽しかったわ」

　澪の頬を再び一筋の涙が流れる。

　そうして全力を腕にこめた――







「……えっ!?」

　ハッとして目が覚めた。

　気がつけば、澪自身の両手両足はロープで縛しばられていた。

　――どういうこと？

　と、思った。

　だが、それも一瞬のことだ。

「こんなもの、すぐにっ！」

　今の自分のパワーがあれば、この程度のロープはすぐに切ることができる。

　そう思って全身に力を入れる。

　が――

「ど、どうして!?」

　ロープは、切ることができなかった。

　このロープが特殊だとかそんな次元の話ではない。

　ただ、単純に先ほどのようなパワーが出ないのだ。

「夢だったんだよ、さっきまでのことは」

　声がしたほうを振ふり向くと、正宗が普ふ通つうに立っていた。

　そして、破壊して倒したはずの樹木もきちんと生えていた。

　愕がく然ぜんとして、澪は考える。自分の身に何が起こったのか。起こっていたのか。普通に考えれば、正宗が何かをしたとしか考えられない。

　だが、正宗の持つ力〝怪盗の接吻リツプスフアントム〟――その中で、いったい何が残っているというのか。〝光速の神槍グングニル〟はおそらく使い切っていたはず。あと残っていそうなものは……。

「……なるほど」

　澪はようやく理解した。

「私から奪うばった力で、暗示をかけたわけね？」

　思い返せば、白雪姫の寸劇で交わした正宗とのキスは、それなりに長かった。あのときの力――〝錯誤誘導ミスデイレクシヨン〟が、正宗の中に残っていたとしても不思議ではない。

「奪ったって……人聞き悪いな。むしろ、澪さんが押おし付けてきたんだろ？」

　正宗は苦く笑しようした。

　澪も、そうだったわね、と正宗に釣られて思わず苦笑した。




　　　※　※




　澪にその暗示が効くかどうかは、一か八かの賭かけだった。

　もし効かなかったら……と、思ったがなんとか効いてくれたようだ。

　正宗をはじめ、寧々と陽菜は戦いが終わって安堵はしていた。

　しかし……そこに笑え顔がおはない。

「澪さん……」

「なにかしら」

　澪はもう戦う気はないと宣言していたので、ロープが解かれていた。

「風紀委員の前ですべてを話してください……お願いします」

　寧々が沈痛な面おも持もちで澪に頭を下げた。

　澪は、覚悟は……できてるわ、と言って頷うなずいた。

「でも、最後にひとつだけいい？」

「……なんですか？」

「あなたの正当防衛ってことにして。一生のお願いだから」

「え？」

　寧々は、澪が言っていることの意味がわからず首を傾かしげた。

　だが、澪が地面に転がっていた拳銃に飛びついた瞬間、すべてを悟る。

「澪さん、ダメっ!!」

　自殺する気だ。

　寧々と陽菜はそう思ったが、咄とつ嗟さのことで身体が動かない。

「馬鹿やろうっ！」

　澪が銃を拾い上げた瞬間、正宗が彼女の手を掴つかんで銃口を背そむける。

　そして――辺りに乾かわいた銃声が鳴り響ひびいた。

「ぐっ、うぅ……」

　銃じゆう弾だんは……正宗の肩かたを貫いていた。

　彼かれの制服は、瞬く間に赤く染まり始めている。

「な、なんで……どうして……!?」

　澪の顔は青ざめていた。

「し、志筑さん、今すぐ手当てを――」

　寧々が急いで駆かけ寄よってきた。

　だが、正宗は手をかざして押しとどめた。

「澪さん……俺は、複数能力保持者マルチホルダーを目指す。だけど、それは世界を滅ぼすとか、そんな下らないことのためじゃない。大切な……大切なみんなを、敵から守るために、複数能力保持者マルチホルダーになる。そう決めた」

「……みんなを？」

「あぁ。俺の友達や、家族。それに、友だちのお姉さんとかな」

　正宗は、そう言って無理やり笑って見せた。

　しかし、限界をとうに超こえていたせいか、思わず肩の痛みでその場にうずくまってしまう。

「もう、無理しすぎですよ！」

　結局、正宗は寧々に治ち療りようされることとなった。







「わかってるの？　それが、どれだけ大変なことか」

　落ち着きを取とり戻もどした澪は、これから自首しに行こうとしていた。

　正宗も傷の治療が済み、なんとか立っていられるぐらいには回復した。

「……ああ、うん。まぁ、なんとなく大変なのはわかってる」

「なんとなくって……あんた、馬鹿なの!?」

　唖然として、澪は本音が出てしまう。

「だいたい！　普通は銃を持った人間に近づくなんて無む茶ちや、しないでしょ！」

「い、いや……あれは身体が勝手に」

「だから、そういうところが馬鹿だって――」

　澪が正宗に食って掛かっていた途と中ちゆう――

　ぱんっ。

　いきなり横からビンタが飛んできた。

「え？」

　びっくりして固まる澪。もちろん、正宗と寧々も同じだ。

「お姉ちゃんの方が馬鹿だよ！」

　ビンタは、陽菜からだった。

「勝手に私を心配して……勝手なことをしないでよ！　馬鹿じゃないの!?」

　泣きながら烈火のごとく怒おこる陽菜。

　呆あつ気けに取られたのか、澪は言葉を返すこともできない。
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「お、落ち着け城田。澪さんはお前のために――」

「うるさい！　そんなこと志筑に言われなくてもわかってるよ！　私が言いたいのはそうじゃなくて――」

　正宗のフォローをバッサリ切り捨て、陽菜はギロリと澪を睨む。

「私だってもう、高校生なんだよ!?　自分の命の責任ぐらい、自分で持てるよ！　だから……お姉ちゃんこそ無茶しないでよ！」

　言い切った陽菜は、澪の胸に飛び込み、思いっきり泣いた。

　澪の方は、最初こそ戸惑っていたものの……やがて、そっと陽菜の頭を撫なでて抱きしめた。

「そっか……陽菜を守る役目は、もう私じゃないのね」

　そう寂しそうに呟いて、澪はため息をついた。

　それから――

「志筑くん、これだけは約束して」

　正宗に声を掛ける。

　呼ばれた本人は、「え？　俺？」と困惑気味だ。

「もしこれから陽菜に何かあったら、そのときは私があなたを殺しにくるから」

「はっ!?　な、なんで俺が!?」

「とにかく――陽菜をよろしくね」

「え？　あ、いや……おう。わかった！」

　陽菜のことでどうして俺が危ない目に!?　と思った正宗だが、とりあえず頷いてはおく。

　しかし……どうしてもわからないのは、なぜ今のやり取りで陽菜が頬を染めている？　ということだった。ていうか、いま目が合ったのに逸らされたぞ!?

「ま、よくわからんけどまかせとけ」

　正宗は、持ち前の能天気さでドンッと胸を叩たたいてみせた。







エピローグ







「うーむ……」

　澪みおにまつわる一連の事件が終わった、翌日の朝。

　正まさ宗むねは、寧ね々ねと優ゆうと一緒に学園へと続く道を歩きながら、一枚の資料と睨めっこしてうなっていた。

　正宗が持っている資料。

　それは、複数能力保持者マルチホルダーになるためにキスすべき相手が記された極秘のリストであり、澪との決着の後で目を覚ました梶かじ岡おかが渡してくれたものだった。

　梶岡も澪の能力によって操られていた被害者なのだが、正宗たちに危害を加えようとしたことに罪悪感があるらしく、罪滅ぼしのためにと、今後はできるかぎり協力してくれると申し出てくれたのだ。

「……それにしても、五人のうち能力が判明してるのが三人。……その三人とも、精鋭研究会メンサの連中か」

　偶然、というわけでもないのだろう。

　なにせ精鋭研究会メンサのメンバーにはＡランクの人間がゴロゴロいる。

　しかもそのほとんどの連中が、有力な研究機関や組織とつながりのある人間が多い――つまり、有効活用しやすい能力者が多いということだ。

「前途多難ですね」

　隣となりを歩く寧々の言葉に、正宗も頷く。

　精鋭研究会メンサといえば、複数能力保持者マルチホルダーの誕生を快く思っていない連中の集まりだ。おいそれと協力などしてくれないだろう。

「美み也や子こさまの話だと、研究施し設せつ跡には精鋭研究会メンサの会員章が残されてたんだよね」

「精鋭研究会メンサ側は紛失した物だって言ってたけどな」

　そう公式にも発表されたため、澪の一件には精鋭研究会メンサは一切関かん与よしていないということになっていた。

　とはいえ腑に落ちないという優の表情には、正宗も思うところがある。

「おはようさん」

　なんて考えていると昇しよう降こう口ぐちのところで、美也子がひょこっと現れた。

「おう、おはよう」

「おはようございます、美也子ちゃん」

　いつの間にか寧々が美也子のことを「ちゃん」付けで呼んでいた。

　しかし、ここに美也子がいるということは。

「そっか、無事に誤解は解けたんだな」

「ええ、おかげさまで」

　そう言う美也子はどこか気恥はずかしそうで、正宗と目が合うとすぐに逸らした。

　正宗は「なんだ？」と首を傾げるも、すぐに気を取り直した。

「ありがとな、お前のおかげで助かったよ」

「なんやそれ皮肉？　ウチ捕まってただけやし、何もしてないやろ」

「そんなことない。お前の〝光速の神槍グングニル〟のおかげで、命拾いした」

　梶岡の〝聖域デツドスペース〟を打ち破るのは、〝光速の神槍グングニル〟ほどの膨大な出力がなければ成せなかった業だろう。寧々の助けがあったとはいえ、〝光速の神槍グングニル〟がなかったらと思うとゾッとする。

　梶岡との戦いを思いだして、正宗は身震いする。

　そして美也子は、さっと頬を染めた。

「あ、あほぅ！　思い出してしもたやないか」

「思い出したって、何を？」

「そ、それは、その……牢の前での……」

「なんだ？　よく聞こえない」

「うるさい。もう気にしんといて！」

　そんなふうにして四人で教室の前まで辿たどり着つくと、タタタッと小走りに駆けてくる足音が背後から聞こえてきた。

「正宗先せん輩ぱい！　ご無事だったんですね！」

　足音の主が、ぎゅっと正宗に飛びついた。

「わっ、わかばちゃん!?　どうしてここに!?」

「心配だから来たに決まってるじゃないですか！　お兄ちゃんは事故を起こして入院しちゃうし……だから、正宗先輩にも何かあったんじゃないかって思って」

　わかばによると、大だい樹きはポルシェの運転をしくじって事故を起こしたとのことだった。どうやら梶岡の能力のことなどは伏せているらしく、妹に余計な心配させないためと、事件を公にしないためという二つの意図があるようだった。

　とはいえ、一人だけ留守番をさせられていたわかばは、ただの事故であっても心底心配してくれていたらしい。

　兄が入院したというのに、こうして正宗のためにわざわざ高等部の校舎にまで来てくれるのだから、彼女の正宗への好意は本物なのだろう。

　今も正宗に会えたことがよほど嬉しいのか、満面の笑みを浮うかべていた。

「でもよかったです、何事もなかったみたいで」

「……本当は、そんなこと――」

　わかばの呑気な一言に、寧々が口を開こうとする。

　それを正宗が手で制し、もう終わったことだから余計な心配はかけないほうがいい、と目で訴える。

　その意図が伝わったようで、寧々もこくりと頷いて口を噤んだ。

「なぁに、朝からイチャついてんのよ」

　そんな正宗と寧々の間に、陽ひ菜なが割って入ってきた。

「誰がイチャついてるって……？」

　ジトっとした目で陽菜を見る正宗。

　しかし陽菜はそんな視線など気にしたふうもなく、ニッと笑った。

「今回のこと、ありがとね」

「別に俺は、俺がやりたかったからやっただけだけどな」

　正宗はぶっきらぼうに言う。

　だがそんな彼の態度に、陽菜はさらに笑みを深める。

「でも、本当に嬉うれしかったから。ありがとう、志し筑づき」

　真っすぐで純じゆん粋すいな、感謝の言葉。

　そんなことを面と向かって、しかもみんなの前で言われたものだから、正宗は一気に気き恥はずかしくなってしまい、それを誤ご魔ま化かそうと慌てた。

「ま、まぁ、そこまで感謝してんなら、御お礼れいになにかしてくれたっていいんだぜ？　そうだな、心のこもった――」

「キス、とか？　いいよ、それでも」

「そう、キスとか……って、え？」

　いきなり何を言い出だすのかと驚いた正宗は、陽菜のことを見る。

　彼女は、こころなし熱っぽく潤うるんだ瞳ひとみで正宗のことを見上げていた。そんな彼女の、薄うす紅べにの唇くちびるに思わず目がいってしまう。

　――心のこもったキスって……。

　少なくとも能力の受うけ渡わたしのキスとは違ちがう。

　もっと特別な意味を含んだキスを、陽菜はいま、『いいよ』と言った……？

　そうやって、正宗があれこれ必死で考えていると、ふいに陽菜はフフッと笑って、

「志筑のバーカ、変な期待してんじゃないわよ」

　そう言って、自分の席へと小走りで行ってしまった。

「なんだ、あいつ……」

　からかわれたのだと思った正宗は、ガクっと脱力した。

　しかし、寧々とわかばはそうは思わなかったらしく、ずいっと正宗に顔を寄せてきた。

「いいですか、志筑さん？　冗じよう談だんでも今みたいなこと二度と言っちゃダメですよ？」

「そうですよ。心のこもったキスなんて、私以外としちゃダメなんですからね、正宗先輩！」

「わ、わかってるって……って、いまなんか変な事言わなかったか、わかばちゃん!?」

「変なことじゃありません！　先輩と本気のキスしていいのは、私だけです」

「な、な、な、なんですって……!?」

　寧々が目を丸くして口をぱくぱくするが、わかばは知らん顔。

　そんな様子を見ながら美也子と優は、呆れ半分に笑っていた。

「ホンマ、いつもいつも騒さわがしい集まりやな……」

「あはは、でもまあ、正宗のそばにいると退屈しないよ」
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「ちょっと、二人とも笑いごとか、これ？」

「ウチは知らんよ。自分でなんとかしい」

「冷たいな、おい！」

　美也子に毒づいたあと。

　――やれやれ。いつになったら、本当のキスってやつができるんだろうな。

　寧々とわかばに挟まれた正宗は、苦笑いを浮かべるしかなかったのだった。




　　　※　※




『それでは城しろ田た澪の記き憶おくも戻らず、複数能力保持者マルチホルダーのヒントも藪の中ということか？』

「ええ、そうなります」

『すべては徒労に終わったということか』

「そうとも言い切れないでしょう。精鋭研究会メンサが今回のことに一枚噛んでいる――ということが判明しました」

『……精鋭研究会メンサか』

「ええ。我らの宿願を今後も妨ぼう害がいしてくるでしょうね」

『ふむ……それをなんとかするのが、お前の仕事だろう？』

「まあ、そうですね。なんとかします」

　そう告げて梶岡は通話を終え、携けい帯たいを閉じた。それから、こらえきれないといった様子で口端を吊つり上あげる。

「ククッ、アハハッ！　いよいよ面白くなってきたな」

　梶岡の手には、正宗に渡したのと同じ、マルチホルダーに必要な能力を記したリストがあった。

　それに目を通してから、おもむろにポケットからライターを取りだす。

　そうして、リストに火をつけた。

　一瞬にして灰になったのを見届けてから、ライターをポケットに戻す。

　入れ替わりでポケットから何かがこぼれ落ちた。

　それは、才さい花か学がく園えんの生徒に配られている生徒手帳だった。

　手帳の表面には『精鋭研究会メンサメンバー』という持ち主の役職を示す表記がなされていた。

「おっと、保険はもういらないよな」

　梶岡は、その精鋭研究会メンサメンバーの生徒手帳を拾い上げる。

　そうして、リスト同様に燃やしてしまった。







あとがき







　みなさん、お久しぶりです。

　小説本文担当の鯨くじら晴はる久ひさです。

　さて、今回はあとがきに五ページ、いただきました。

　そこで主に近況――というか、趣味の話を、つらつらと書いていこうと思います。




　私は熱しやすくて冷めやすい性格らしく、熱狂的にのめり込んだと思うと、すぐやめてしまうのが常なのですが、そんな中で奇跡的に長続きしているのが、ドラムスです。

　すっごい基礎的なリズムを、淡々とこなすだけなのですが、それなりに楽しくやっています。いや、ほら。基礎って、大事じゃないですか。どこかで誰かが言っていました。左手はそえるだけって。

　そんなわけで、このあとがきを書いている数日後にも、ライブが控えておりまして、ワクワクしている次第です。

　あ、ちなみに。初期メンバーの作家さんたちは、誰も残っていません。

　か、勘違いしないでくださいね。私が首になったとか、そんなんじゃないんですからね。あれです、あれ。「音楽性の違い」ってヤツです。

　ちなみにライブで演奏するのは、主にＡＫＢ48の曲です。

「言い訳Ｍａｙｂｅ」とか「ヘビーローテーション」とか、合いの手いれながら、ドラムを叩くわけです。

　バンド名も「アイドル研究会」ですよ。そのまんまで、わかりやすいでしょ？

　――あれ？　いまなんか、妙に納得された気がするんですが、気のせいかな。




　さて。他の趣味は……ああ、料理でしょうか。

　上京して、はやン十年。毎日やっていれば上手くもなるものです。まあ、なんというか、作ってくれる人がいないのかよとツッコまれると心が痛いですし、毎日の家事をはたして趣味と言っていいのかビミョーな気がしますが、まあそれなりに凝ってます。

　最近のお気に入りは、中華料理。

　ホイコーローとか、麻婆豆腐とか、調味料から集める本格派です。

　あ、いま思い出しました。麻婆豆腐などを作るときに、〝トウチ〟という調味料（大豆を発酵させた大徳寺納豆などに近いもの）を使うと、美味しく仕上がるのですが、まあ、そんなマイナーな代物、ちまたのスーパーじゃほとんど置いていません。

　そこで私はスーパーのレジ横にある「希望・要望をください」というアンケート用紙に『中国のトウチを仕入れてください』と書きなぐって投函したわけですよ。

　その数日後。

　回答を記入されたアンケート用紙が、レジ横の掲示板に貼られていたわけですが……。

『豆腐なら入り口そばの冷蔵コーナーにありますが、中国産のものを入荷する予定は残念ながらございません』

　一瞬、なんのことかわかりませんでしたが、そうです――。

『中国のトウチ』が『中国のトウフ』と読まれてしまったわけです。

　そ、そんなに私の字、汚かったかなぁ……と、久々にしょんぼりした瞬間でした。




　さて、そんなところで。この他に趣味らしい趣味が、ないことに気がつきました。

　もちろん映画鑑賞とか、小説やマンガを読むというのはありますけど、それはなかば仕事のようなモノですし。映画を観ながら「このタイミングでこの事件を起こすのか」と、こっそりメモを取ったり、「このキャラの意図は、どんな意図かな？」と推察しながら読んだりするので、うっかりすると疲れることもありますし（苦笑）。

　そうなると、小説を書くこの仕事が、趣味のひとつになっているのかなーと思ったり、思わなかったりするわけです。

　なんだかんだ言っても、書くの楽しいですしね。

　……あ。だからといって。

　私の前に書いた作品（他の出版社の作品になりますが）「魔法世界は女ばかりで、俺がパパ!?」に続いて、今回も幼女が登場しておりますが、それは趣味じゃないですよ。小説家っていうのはサービス業ですから、そんなわけないじゃないですか。だって、ほら。小さい女の子って可愛いじゃないですか。みなさんもそう思うでしょ？　だから、これはサービスなのです。そう、サービス、サービス。

　しかも今回は、身体はオトナ、ココロは子どもになってしまった女性です。

　成長した女性の身体なのに、無邪気で無防備な姿をさらしているわけですよ。どうです。美味しいトコどりな感じがしませんか、ぬふふふふふふ。

　――あ、なんですか、その目は。そんな不審者を見るような目を向けないでください。誤解です、違うんです。別におまわりさんとか、呼ぶ必要はありません。やめてー。




　それでは趣味の話もそこそこにしまして（なにごともなかったかのように）。

　あとがきのスペースも残りわずかとなってしまいましたので、御礼の言葉を。

　イラストを描いてくださったきくらげさま。澪お姉ちゃんの無防備かつ純粋無垢なセクシーさがにじみ出ておりまして、すばらしいと思いました。ありがとうございます。

　編集部の南部さま。いつも原稿がギリギリで申し訳ありません。次こそは気をつけます……が、守れなかったらそのときは、また笑ってゆるしてください（ああ、我ながら、ダメなオトナ）。

　さらには原稿制作にご協力いただいた長谷川くんに梶原くんに渡部くん。ありがとうございました！　いろいろと助かりました。

　そして最後は、もちろん――

　この本を手にとってくださったあなた。

　あなたが、少しでも楽しんでいただけたならそれだけで幸いです。それでは、また。




鯨　晴久　拝
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

鯨 晴久先生／きくらげ先生
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